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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







前奏曲プレリユード───飛翔たびだち










「……収しゆう穫かくは？」

「上じよう々じよう！」

　スミルナの街まちの薄うす暗ぐらい路ろ地じ裏うらで、ふたつの影かげが圧おし殺ころした声で会話していた。

　どちらの声も、まだ幼おさないと言っていい少女のもの。

　犯はん罪ざいと貧ひん困こんに満ちた裏うら町まちには相応ふさわしくない、明るい声だ。

　やがて、雲くも間まからのぞいた銀の月カエトの冷つめたい月光が、二人の少女の姿すがたを照らし出す。

　ひとりは、豊かな茶色の髪かみと健康的な浅あさ黒ぐろい肌はだ、水色の瞳ひとみを持った少女。覆おおう部分の少ない服と、美しく伸のびた四し肢しが大人おとなびた印いん象しようを与あたえるが、実じつ際さいは十二、三といったところだろう。

　もうひとりは、少し背の低い、華きや奢しやな感じの金きん髪ぱつ娘むすめ。まるで夜に塀へいの上を歩く猫ねこのように、キラキラとエメラルド色の瞳を輝かがやかせている。

「で、ピュティア、いくらいくら!?」

　背の高い方の少女が急せかすと、

「こんなもん！」

　と、ピュティアと呼ばれた金髪の少女が懐ふところから黒い布を取り出して、それに包んであった物を見せる。銀ぎん貨かが数枚と、真しん珠じゆの粒つぶが三つほど、そこにはあった。

「わおっ！」

　長身の娘は小さく歓かん声せいを上げた。

「これ、どこで？」

「北大通りにある業ごう突つくばりのヘンギストの店だよ。一昨日おととい、あたしらが店の前を通っただけで、胡う散さん臭くさげな目で見ただろ？　そのお返し。二階の窓が開あきっ放ぱなしだったし、ちょろいもんさ」

「さすが、やるやる～っ！」

　娘は跳はね上がってピュティアにキスの雨を降らせる。

「……で、あんたの方はどうなのさ、アウロラ？」

　ピュティアがくすぐったそうに身を捩よじりながら尋たずねると、アウロラはへへへと、笑って舌したを出す。

「見てよ」

　アウロラは金きん貨かを一枚、胸むな元もとから摘つまみ出してピュティアに見せた。

「……アウロラ、これ、あんた？」

　ピュティアは眉まゆをひそめてアウロラの瞳をのぞき込む。

「いいじゃない、こっちの方が手っ取り早く稼かせげるんだから」

　アウロラは唇くちびるを尖とがらせた。

「馬ば鹿か！　あたし、心配してんだからね！」

「大だい丈じよう夫ぶだって。あんたがこのやり方、嫌きらいなのは知ってるよ。でも、あたしは楽だから好き。……時たま、いい男にも出会えるしさ」

　アウロラとピュティアは、このスミルナの街に流れ着いた孤こ児じだった。生まれた土地は違ちがうが、二人ともまだ幼おさないうちに親を失い、ゴミを漁あさり、もの乞ごいをし、盗ぬすみに手を染そめながら生き延のびてきた者たちだった。

　よく似た境きよう遇ぐうに育った二人は、去年の冬にこの街で出会うとたちまち意い気き投とう合ごうし、一いつ緒しよに暮くらすようになった。生活の糧かては小さな悪あく事じを重ねることで得ていたが、ピュティアが盗みだけで金を稼いでいたのに対し、アウロラは時とき々どき、少女好きの変へん態たい相手に売ばい春しゆんをして大金をつかんでくることがあったのだ。

　娼しよう婦ふだった母親の惨みじめな末まつ路ろを見ていたピュティアは、友人のこのやり方について何度か苦く言げんを呈ていしたことがあったが、アウロラは一いつ向こうに自分の稼ぎ方を変える気はなかった。

「……とにかく、ビョーキになることだってあるんだし、気をつけてよ」

　ピュティアはアウロラの手をギュッと握にぎって言った。

　客から感かん染せんさせられた病やまいの悪化で肌がボロボロに崩くずれ、ピュティアが自分の娘であることも分からなくなって、雨の中で悶もだえながら死んでいった母の最さい期ごの姿が、少女の脳のう裏りに蘇よみがえったのだ。

　いつの間まにか、あの時のように雨が音もなく落ち始め、埃ほこりに覆われた石いし畳だたみを洗う。

「……分かってる」

　アウロラは震ふるえる友達の頭をそっと抱だきながら、雨の避さけられるところまで歩いた。




「……で、これで幾いくら貯たまったかな？」

　アウロラは西の街がい門もんの下まで来ると、ニッと笑って話題を変えた。

　街門は日ひ暮ぐれとともに閉とじられ、出入りができないが、雨あめ露つゆをしのぐにはいい場所だ。

「えっと……」

　ピュティアはまわりに人ひと影かげがないのを確かく認にんすると、腰こしに下げた革かわ袋ぶくろの口を開き、中をのぞく。この革袋には、二人が出会って以来の稼ぎが、宝石に換かえて貯たくわえてあったのだ。

「金貨で四十枚、てところかな？」

「う～ん」

　アウロラは腕うでを組んで考え込んだ。

「家を買うには、まだ二年ぐらいかかるかなあ」

　大金を貯めて、二人が住む家を買う。

　それがピュティアとアウロラの夢だった。

　どこか大きな街の郊外の、気持ちのいい風が吹ふく緑の平原にある牧場つきの家。

　春から秋にかけては色とりどりの花に囲まれ、冬には雪で白一色に覆おおわれる。

　そんな家で暮らすことを、二人の少女は夢見ていたのだ。

「ま、とりあえず今日きようの稼ぎを納おさめて、と」

　アウロラは革袋に金貨を入れた。

「今こん夜やはどうしよっか？　元もと締じめのところに行く？　それとも、どっかで野の宿じゆくする？」

　エレネイの盗とう賊ぞくは、大体においてどの街でも、元締めの管かん理り下かに入らなければならない。

　これは、その街に数日しか滞たい在ざいしない流れの盗賊であっても同様だ。

　街に入った新しん参ざん者ものの盗賊は、まず元締めに挨あい拶さつをし、一定のいわゆる〝酒さか代だい〟を払はらう。元締めはこの〝酒代〟で、その新参者に街に留とどまり、〝おつとめ〟をする許きよ可かを与あたえ、万まん一いちの場合の庇ひ護ごを与えるのだ。

　もちろん、〝おつとめ〟の上がりの何割かは、元締めのところに納めなければならないが、これを惜おしんで元締めへの挨拶を怠おこたると、街の治ち安あん組織だけではなく、盗賊組織からも狙ねらわれることになるので、この掟おきてを破るものはほとんどいない。

　ピュティアたちも、すでに元締めへの挨拶を済すませていた。

　今、アウロラが元締めのところに行こうかと言ったのは、安やす値ねで今夜の寝ねぐらを世せ話わしてもらおうか、という意味であった。

　元締めは、捕つかまった仲間の脱だつ獄ごくの手引きや、役人への賄わい賂ろの支し払はらいだけではなく、決まった住みかを持たない盗賊たちに対してこうした便べん宜ぎを与える義務をも負おうのだ。

「ここの元締めは結けつ構こうできた人だけどさ……」

　ピュティアは頭かぶりを振ふった。

「今日の上がりから一割払った上に宿代じゃ、この先厳きびしいよね」

「そうだね。じゃあ、今夜はここで泊とまり、と」

　アウロラは門を背に座すわり込んだ。

「え～、ここ？」

　ピュティアは恨うらめしげな目でアウロラを見る。

「文もん句く言わない。寝ちゃえばどこでも同じだって」

　アウロラは無む理り矢や理りピュティアを隣となりに座らせ、その肩かたを抱いた。

　だが、二人が目を閉じようとしたその時……。

「よお、アウロラ！」

　足元のおぼつかぬ若い男が、火か酒しゆの瓶びんを片手に少女たちの前に立った。

　草色の服はどうやらこの街の夜や警けいの制服らしいが、だらしのない着こなしを見ればこの男がどんな類たぐいの人間か簡単に想像がつく。

「こんなところで今夜はお休みかよ？」

　男は酒さけ臭くさい息をアウロラの顔にかけた。

「いいじゃないのさ、ヴェリコ」

　アウロラは端はなから相手にしない。

　彼女はヴェリコをよく知っていた。時々、博ばく打ちで儲もうけた金で彼女を買いにくる兵士で、ねちっこく乱暴な割に金かね払ばらいが悪い。十一の時からこの仕事を覚おぼえ、様さま々ざまな男の相手に慣なれたアウロラも、この男に抱かれた後だけは何度も身体からだを洗わないと気が済まなかった。

「あんたの知ったこっちゃないよ」

「そうはいかねえんだな、これが」

　ヴェリコはいやらしい笑いを見せる。

「俺おれは今夜、当直でね。浮ふ浪ろう者しやが許可なく街門に住み着いているのを、放ほおっておく訳わけにいかねえ」

「……分かったよ」

　アウロラはため息をっく。

「金？　身体？　どっちさ？」

「そうだな、俺は寛かん大だいな人間だからな」

　ヴェリコは粘ねばつくような視線を、アウロラとピュティアの肢し体たいに交こう互ごに這はわせた。

「たまにはそっちの娘とやらせろや。なあに、ほんのちょいの間まさ」

　彼はピュティアに手を伸のばし腕をつかもうとする。

「この子は駄だ目めだよ！」

　アウロラは二人の間に割って入った。

「この子はまだ経けい験けんがないんだから！」

「だったらなおさら欲ほしいぜ！」

　ヴェリコは目を血ち走ばしらせて強ごう引いんにアウロラを押おし退のけ、ピュティアの腰を抱く。

「……そろそろお楽しみを覚えてもいい歳としだ」

「よして……」

　まだ幼いピュティアは、恐きよう怖ふで弱々しい抵てい抗こうしかできなかった。

　ガッシリとした男の身体に抱き締められ、汗あせ臭くさい、涎よだれを流した顔をそばに寄せられては、ただ、立ちすくんで目を閉じるしかなかったのだ。

「怯おびえるなよ。せっかくの初はつ物ものだ、色をつけるぜ」

　ヴェリコは銀貨を取り出すとピュティアの口に押し込み、そのまま手を太ふと腿ももからその上へと這わせてゆく。

「ヴェリコ、頼たのむから！」

　アウロラは何とか男の気を逸そらそうと、背中から自分の胸を密みつ着ちやくさせた。

「あたしなら、タップリ楽しませてあげるから。この子は勘かん弁べんして」

「うるせえな、お前の使い古しの身体にゃ飽あきたんだよ！」

　ヴェリコは邪じや険けんにアウロラを蹴けり倒たおす。

「お前ら売女ばいたどもはなあ、男の言うなりになってりゃいいんだ！　聞いてたぜ、家を買うとかほざいてたな？　たわごと言ってんじゃねえ！　お前らはこの街のドブの中で死ぬんだ！　腐くされ女どもに家を売るような奴やつは、エレネイのどこを探さがしたっていやしねえぜ！」

「……にするな」

　水みず溜たまりから起き上がったアウロラは譫うわ言ごとのように言った。

「はあ？」

「あたしたちの夢を馬鹿にするなーっ！」

「……！」

　アウロラの手には、ヴェリコの革かわ帯おびから抜ぬかれた短たん剣けんが握にぎられていた。少女はそのまま身体ごと、ヴェリコの胸にぶつかっていった。

「アウロラ！」

　ピュティアが叫さけぶ。

　ヴェリコは大きく目を見開いた後、そのまま崩くずれ落ちた。

　不自然な格かつ好こうで仰ぎよう臥がしたその身体の下に、次し第だいに赤い染しみが拡ひろがってゆく。

「…………」

　アウロラの手から、短剣がカランと落ちた。

「は、早く逃にげよ！」

　ピュティアは、茫ぼう然ぜんと立ちつくすアウロラの腕を引っ張った。

　だが……。

　アウロラはその手をそっと振ふり解ほどき、頭を振った。

「あんたはすぐにこの街から出な」

　彼女は言った。

「あたしとあんたの夢はここまで」

「アウロラ？」

　ピュティアは信じられないといった顔で親友を見る。

「あたしは元締めんとこに行って、これからのことを頼たのむよ。あんたは、この一件について何も知らない。何も見ていない」

「アウロラ、どうして？」

「あたしと一いつ緒しよにいれば、これから何度もあんたはこんな目に遭あう。やっぱりさ、あたしみたいな汚けがれた女といつまでも一緒にいちゃいけないんだよ、あんたみたいな子はさ」

　アウロラは雨に濡ぬれた髪かみを絞しぼった。

「……お金は預あずけておくよ、持っていきな」

　ピュティアはしゃくり上げて、駄だ々だっ子のように頭を振る。

　そんな金きん髪ぱつの少女の頭を、アウロラは微ほほ笑えみながら撫なでた。

「あんたにはきっと、もっと素す敵てきな、大きな夢が待っている。何だかいつもあんたを見ているとそんな気がしてたんだ。だから……、飛び立つんだよ。その大きな夢をつかむために。どっぷりと汚きたない生活に身が染そまる前に」

「イヤだ！　あたし、アウロラと！」

「あたしだって迷めい惑わくなんだ、あんたみたいのにつきまとわれちゃ!!」

　アウロラはドンとピュティアを突つき飛ばした。

「さあ、別の役人が見回りにくる前に！」

　ピュティアは心こころ細ぼそげに両腕で自分を抱き締めながら後あと退ずさった。

「……また、逢あえるよね？」

「いつか……ね」

「きっと。……きっとだよ！」

　ピュティアは踵きびすを返し、闇やみの中に溶とけ込むように消えていった。

「……さようなら、大好きなピュティア」

　アウロラは小さな声で別れを告つげた。

　雨は次第に激はげしさを増し、白いヴェールで少女を包み込んでいった。







斬ざん　月げつ










「私を買ってください」

　フードをかぶった小こ柄がらな女がフレオリックに声をかけてきたのは、アルダーブルに到とう着ちやくしたその夜のことだった。

　黒こく衣いの剣けん士しフレオリックとその相あい棒ぼうを自じ称しようする少女ピュティアは、黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうで手に入れた古代ヴィラーフ朝の宝物の一部を換かん金きんするために、この街まちに寄ったところだった。

　夜になっても人出の絶えない通りを黒馬に乗って進むフレオリックとピュティアに、女は暗い路ろ地じから顔を半分だけのぞかせて誘さそってきたのだ。

「こ、こいつ！　あたしの姿すがたが目に入んないの!?　ここに立りつ派ぱな女がいるんだよ！」

　ピュティアは鞍くらから身を乗り出し、エメラルド色の瞳ひとみで女をキッとにらむ。

　だが、黒衣の剣士フレオリックは、女を見み下おろすと冷たい声で尋たずねた。

「面おも白しろい。幾いくらで売る？」

　女はその声に気け圧おされながらも、気き丈じように答える。

「金きん貨か五百で」

「ご、ご、五百だって!?」

　ピュティアは卒そつ倒とうしそうになる。

「ふざけんじゃないよ！　夜の女にそんなに払はらえるかい！」

　確かにこの額なら、一年間毎日娼しよう婦ふを買っても、十分にお釣つりがくる。

「そ、そうですか？　高過ぎるんですね……。では、金貨百枚？」

「あんた常識ないの！　何でそんなに急に下がるのさ！　それにしても相そう場ばってものがあるだろ、それでも全然高いって」

「いけませんでしたか？　では金貨五十？」

「まだまだ！　もうひと声！」

　いつの間まにか、交こう渉しように入っているピュティアである。

「す、すみません」

　女はフードを取り、ピュティアを見上げた。

「かなり価か値ちはあるはずだとある人から聞いたもので……。私、こういうこと……初めてですから」

　言葉の後半は消え入りそうな声だ。

　見るとまだピュティアと同じくらいの歳としの、美しい少女である。

　物もの腰ごしや言葉のアクセントからしても、そばかす一つない象ぞう牙げのような白い頰ほおを見ても、育ちが悪くないことはハッキリと分かる。榛はしばみ色いろの髪かみもよく手入れしてあり、金きん髪ぱつを無む造ぞう作さに後ろで留とめただけのピュティアとは大おお違ちがいだ。

「あのねえ、初めてって言うけどさ、そんなのいくらでも誤ご魔ま化かしが利きくんだよ。ちょいと痛がって、血のついた布切れでも見せてやりゃあ……」

　と、言いかけたピュティアをフレオリックが遮さえぎった。

「面白い。買ってみよう。最初の言い値ねでな」

「リック！」

　意外な剣士の反はん応のうに、ピュティアがもともと大きな目をさらに丸くする。

（しまった！　値段下げさせるのに夢む中ちゆうになって、何の話だかすっかり忘れてたよ！）

　と、地じ団だん駄だを踏ふんでももう遅い。

「あ、ありがとうございます……」

　少女の方は、顔を真まっ赤かにしてうつむいた。




　それから、しばらく後になって……。

　少女はその初うい々ういしい裸ら身しんを、フレオリックのたくましい腕うでに委ゆだねていた。

　場所は、少女が指定した宿やど屋やの二階の一室。

　少女の印いん象しようとは合わない、裏うら町まちにある不ふ潔けつそうな宿だ。

　寝しん台だいは、藁わらを敷しいただけの上にシーツが一枚の簡かん素そなもの。他ほかに調ちよう度ど品ひんは一いつ切さいない。

　その代わりと言っては何だが、寝台の脇わきの床ゆかには、ピュティアが縛しばり上げられて転ころがっていた。暴あばれる彼女を、リックが説せつ得とくした結果だ。

（バカ、バカ、バカ、バカ！　リックのバカ！　何だよ、あたしには指さえ伸のばそうとしないくせに～！）

　猿さるぐつわ越ごしにフガフガと喚わめくピュティアを尻しり目めに、寝台の上では四し肢しが絡からみ合っていた。

　荒あらく、低い少女の息いき遣づかいが、ピュティアの耳にも入ってくる。

　子供をあやすように、優やさしく榛色の髪を撫なでるリックの手。

　手は次し第だいに、首くび筋すじから肩かたへと下がってゆく。

　最初は目をギュッと閉とじて身体からだを硬かたくしていた少女も、本当の恋こい人びとの腕の中にあるような上じよう気きした顔つきになる。

　やがて、リックは唇くちびるを重ねながら少女の華きや奢しやな身体の上になった。

「……いいか？」

　ささやくリック。

　それに対してこっくりとうなずく少女。

（ああん、あたしのリックなのに！　それ以上は駄だ目め！　駄目だったら、だめえ～！）

　ピュティアは縛られたまま飛び跳はねて、大暴れした。

　その時である。

　バリバリバリッ！

　突とつ然ぜん、部へ屋やの扉とびらと窓が同時に破られ、覆ふく面めんと黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ男たちが飛び込んできた。

（な、何なの！）

　彼らはピュティアには目もくれず、無む言ごんのうちに寝台を囲むと、そこに細ほそ身みの剣を突つき立てた。

（うそっ！）

　啞あ然ぜんとするピュティア。

　裂さけたシーツの切れ目から舞まい上がる藁くず。

　すべての剣がリックたちを包んでいたシーツを切り裂いて、フレオリックの背を貫つらぬいたかに見えた。

　だが。

（リック！）
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　ピュティアは天てん井じようを見上げた。

　刺し客かくたちの剣がベッドの藁を虚むなしく貫く一いつ瞬しゆん前まえに、リックは少女を抱だいたまま飛ひ翔しようしていたのだ。

　剣を寝台から抜いて、構え直す刺客たち。

　しかし、その動作は黒衣の剣士の前では遅おそすぎた。

　リックは、その跳ちよう躍やくの頂点で体を丸めて回転させ、天井を蹴ける。

　同時に、少女を左手に持ち替かえると、腰こしの剣を抜ぬき放はなった。

　氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられた剣グリードの銀の刃やいばが、冷れい気きを放ちながら白く光る。

（やったあ！）

　猿ぐつわの奥おくで快かい哉さいを上げるピュティア。

　だが、その後の一連の動きは、ピュティアの目では捉とらえることができなかった。

　トンと軽い足音を立ててリックが着地した時、八人の刺客のうち三人が、肩かた口ぐちから血ち潮しおを噴ふき上げて絶ぜつ命めいしていたのだ。

　今回の刺客は、二方向から同時に攻せめる侵しん入にゆう方法といい、男が一番無む防ぼう備びになる瞬間を狙ねらった点といい、かなり手て慣なれた連れん中ちゆうである。

　それでも、剣けん鬼きと呼ばれるフレオリックの隙すきを突くことは不可能だった。

　破れた窓から差し込む月光に照らし出された彼の姿を見ると、腰から下は普ふ段だん通どおりの武ぶ装そうした姿だったのだ。

「……何な故ぜ分かった？」

　刺客の一人が呻うめくように言った。

「瞳ひとみで噓うそをつける少女はいない。舌はいくらでも不ふ正しよう直じきになれるがな」

　リックは口元にわずかに冷れい笑しようを浮かべた。

　だが、刺客たちの方も、初めの攻こう撃げきが失敗した後の手て筈はずはできていた。

　五人はすり足で移動し、リックをぐるりと囲みにかかる。

　前と左右に一人ずつ。

　そして後方に二人。

　彼らの剣の刃が黒ずんでいるのは、即そつ効こう性せいの毒どくが塗ぬってあるためだ。

　少しでもかすれば、それだけで命はない。

　対するリックは、震ふるえる少女を左の腕うでに抱だいているため、右手一本しか使えない。

　剣けん聖せいロヴァルの直じき弟で子しとはいっても、毒の剣から少女を守りながらの戦いは、かなり不利である。

　さらにピュティアしか知らないことだが、リックは二週間ほど前に左の上じよう腕わんを骨折し、筋力が衰おとろえていたのだ。

「かかれ！」

　刺客たちは一いつ斉せいにギリギリの間ま合あいで剣を突き出した。

　あまり距きよ離りを詰つめ過ぎると、逆に隙ができることを彼らは知っていた。

　狭せまい空間における多人数の利を、最大限に生かす作戦だ。

　だが、フレオリックもこうした戦いの場ば数かずをかなり踏んでいる。

　殺さつ気きに反応するかのように冷気を放ち続けるグリードを逆さか手てに持ち替えながら、身体をふっと沈しずめて刺客たちの攻撃をかわし、彼らが剣を引く瞬間をはかって前方の刺客との間合いを詰める。

　ズシュッ！

　覆ふく面めんの首と細身の剣を握にぎったままの手首が宙を舞まった。

　刺客たちに、体たい勢せいを立て直す時間は与あたえない。

　首を失った刺客が床に倒たおれるまでに、リックは右に立つもう一人の男の胴どうを斜ななめに斬きり払はらい、戦せん力りよく比ひを三対一にまで縮ちぢめていた。

　後方にいた二人は形けい勢せい不利と見て、逃とう走そうを試こころみる。

　だが、もう一人残った左の刺客の喉のどを裂さいたグリードが、彼らの背せ骨ぼねを両りよう断だんするまで瞬まばたき二つほどの時間もかからなかった。

　血ち糊のりを拭ぬぐわれてグリードが鞘さやに戻された時、部屋は屠と殺さつ場じようのごとき惨さん状じようを呈ていしていた。

　床ゆかが滑すべって歩きにくく感じるほどの流りゆう血けつである。

「……ぶはっ！」

　やがて、自力で猿ぐつわを外したピュティアは、リックが少女をそっと寝台に座すわらせるのを目もく撃げきした。

（その子も仲間なんだろうけど……）

　歯で手首の縄なわを解ほどこうと悪あく戦せん苦く闘とうしながら、ピュティアはチラリチラリとそっちの方を見る。

　幼おさない時から犯はん罪ざい者しやたちの間で育ってきた彼女には、本当の悪人とそうでない者を区別できる嗅きゆう覚かくのようなものがあった。

　だが、この少女にはまったくと言っていいほど罪つみの臭においは感じない。

　囮おとりとなって刺客たちに手を貸したのには、何か訳わけがありそうだ。

（リックと抱き合ったのは、気に入らないけどね）

　少女は剝むき出しの身体を隠かくすことも忘れ、歯をガチガチと嗚らして震えていた。

　リックはその肩にシーツをかけてやると、ピュティアの方にやってきて無む造ぞう作さに縄を切る。

「罠わなだって知ってたんなら、教えてくれりゃ良かったのに」

　愚ぐ痴ちの一つもこぼしたくなるピュティアである。

「何故だ？」

「あ、あんたって～！」

　剣士はそっけなく肩をすくめると、ギャアギャア喚わめき立てるピュティアを無視し、再びもう一人の少女の方を向き直った。

「さて、事情を話してもらおう。……それにまだお前の名前も聞いていなかったな」




　その後、夜明け近くになって……。

　街の中心部、ある貴き族ぞくの館やかたの地下でのことである。

「どうやら失敗しくじったようだな」

　むさ苦しいアゴ髭ひげを搔かきながら、玉ぎよく座ざのような豪ごう華かな椅い子すに腰を下ろした禿はげ頭あたまの大男がつぶやいた。

「そのようで、お頭かしら」

　側そばに控ひかえていた俊しゆん敏びんそうな男がうなずく。

　軽けい装そうに短たん剣けんを帯おびた、追おい剝はぎを生なり業わいとするのに向いた格かつ好こうだ。

　他にも広い部屋の中には、同様な姿の連れん中ちゆうや、さらに目付きの悪い男たちが全部で二、三十人たむろしている。

　ここは群ぐん盗とうの巣す、アルダーブルの夜の世界を統とう括かつする盗とう賊ぞく組織の本ほん拠きよ。

　五百人を超こえる犯罪者が、ここに属している。

　そして、部屋の奥に据すえられた玉座風の椅子に座っているのが、ここの元もと締じめである。

「腕うで利ききばかりを八人、少ない人数じゃなかったんですがね」

　と、先ほどの盗賊がため息をつく。

「この様よう子すだと、娘も死んだな。結けつ構こう高く売れそうな身体をしていたが……」

　元締めは、リックの許もとに送り込む前に撫なで回した少女の肌はだを思い出しながら、手にした鉛なまりの杯さかずきを口に運んでドロリとした葡ぶ萄どう酒しゆを喉のどに流し込んだ。

　彼はこの日、黒こく衣いの剣士が街に入ったという噂うわさを部下から聞くと、すぐに刺客を揃そろえさせた。

　フレオリックの首にかかった金貨三千の賞しよう金きんは、盗賊の元締めにとっても大金だが、組織を挙げて狙うほどのものでもない。

　だが、賞金の懸かけ主ぬしはザモーラの太たい主しゆ。

　各地に影えい響きよう力りよくを持つこの為い政せい者しやに恩おんを売っておくのは悪くない、そう元締めは考えたのだ。

　しかし、八人もの腕利きを繰くり出して討うてないとなると、これは問題だ。

　これ以上の人的損そん失しつを出さぬためにも手を退ひきたいところだが、そうすると元締めとして部下への示しめしがつかない。

　今の地位を維い持じするためにも、復ふく讐しゆうは必要だ。

「……まあいい。次の手を考えておけ」

　元締めは杯を投げ捨てた。

「へい」

　といって、何人かの部下が部屋から出ようとした時である。

　バンッ！

　扉とびらが破られて、数人の盗賊が転ころがると床にのびた。

「……邪じや魔まをする」

　その盗賊たちを踏みつけて、黒衣の剣士が入ってきた。

　後に続いて、ピュティアと先ほどの少女、レティシアが部屋に踏み込んでくる。

　短剣を構えて物もの凄すごい形ぎよう相そうでにらみつける盗賊の群むれ。

　それを無視して、リックは真まっ直すぐに元締めの前に進み出ると、軽けい蔑べつの色を隠かくさない視線を彼に向けた。

「この娘の母親を返してもらおうか？」

　リックは言った。

「ほう、レティシア、寝ね返がえったか？」

　元締めは目を細めて少女を見る。

「違ちがうな。私を嵌はめるには罠わな自体が単純過ぎたのだ」

　と、リック。

「借金のかたに囮おとりをやらせるなんて、随ずい分ぶんと汚きたない真ま似ねするじゃないか。その上お母かあさんを人ひと質じちに取るなんて、ここいらの盗賊にゃあ信義も何もあったもんじゃないね！」

　盗賊の嗅きゆう覚かくでこの場所を探さがし出したピュティアも、身を乗り出して言う。

「私は貴き様さまら鼠ねずみどもと、これ以上ことを構えるつもりはない。レティシアが母親の病気の治ち療りようのために借りた金とその利り子し、金貨五百を払おう。それで母親を返し、娘とともに自由にしろ」

　リックが元締めに向かって言うと、レティシアとピュティアが同時に振り返った。

「も、もったいない！」

　ピュティアが思わず漏もらす。

　レティシアの方は、考えてもいなかったこの提案に、パッと顔を輝かがやかす。

　強ごう欲よくなピュティアをして、

（でもまあ、いいか）

　と、納なつ得とくさせるような喜びようである。

　だが……。

「……しかし、賞しよう金きん首くびが自みずから飛び込んでくるとはな」

　元締めはニヤリと笑った。

「答えを聞こう」

「答えは……」

　元締めは座っていた椅子の背に手を回すと、何かをつかんでリックの方に投げた。

「まさかっ！」

　足元に転がったものを見て、ピュティアは息を吞のんだ。

「……お母さん？」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの表情は、レティシアである。

　それは斬り落とされてからかなり時間の経たった、三十代半ばの女性の生なま首くびだった。

　酒に漬つけられていたらしく、髪がびっしょりと濡ぬれている。

　少女に囮を命じた時には、すでに死んでいたに違ちがいない。

「お母さん！　お母さん！」

　レティシアはその首を拾い上げると、強く抱き締めて嗚お咽えつした。

「この子の……母さんの……首？」

　ピュティアも信じられないといった面おも持もちである。

「野や郎ろうども、かかれ！」

　元締めは立ち上がって部下に命じた。

「なあに、相手は一人だ！　数で押おし切れ！」

　三十人ほどの盗賊がリックたちを囲み、さらに別の部屋から援えん軍ぐんが走ってくる。

「……愚おろかな。貴き様さまはたった今、自分の命を捨てたのだ」

　リックの言葉は静かだった。

「ピュティア、その娘を」

「分かってるって」

　ピュティァは放心するレティシアを引き寄せた。

「あたしも頭にきてんだ、好きにやって！」

　ピュティアの言げんを待つまでもなかった。

　一いつ瞬しゆん後ご、短剣を振ふりかざしリックに飛びかかった四人の盗賊が、同時に血ち潮しおを噴ふき上げて倒たおれた。

「……命の惜おしい者は去れ」

　リックは死体の上うわ衣ぎでグリードの血を拭ぬぐった。

　だが、誰だれも逃げる者はいない。

　臆おく病びようなこそ泥どろ連中も、盗賊組織の結けつ束そくによって足止めされていたのだ。

「死に急ぐか」

　グリードがさらに一いつ閃せんし、今度は六人が屍しかばねと化す。

「……警けい告こくはした」

　盗賊どもの間に動どう揺ようが走った。

　この悪あつ鬼きのような黒衣の剣士には、数の有利など存在しない。

　彼らは自分たちが相手にしている者の恐おそろしさにようやく気がついたのだ。

　それなら、と一部の連中はピュティアとレティシアに攻撃の矛ほこ先さきを向けた。

　二人を手しゆ中ちゆうに収めれば、リックも手出しができまいと踏んだのだった。

　無む論ろん、それは甘あまい考えだった。

　ピュティアは見かけは子供だが、盗賊としての経けい験けんは浅くはない。

　投げナイフの使い方には十分に通じている。

　あっという間まに二人が太ふと股もも、一人が足の甲こうを射い抜ぬかれて、床に転がった。

「リック、こっちは気にしなくていいよ！」

「分かっている」

　この数週間で、奇き妙みような信しん頼らい関係が金髪の少女と剣士の間には成立しつつあった。

　フレオリックは、少女の方を振り返ることなく剣を振るった。

　ピュティアも、レティシアを守って盗賊たちを一歩も近づけさせなかった。

　断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいと鉄の錆さびたような臭においが、部屋を満たす。

　最初に部屋にいた者たちは、ほとんどが屍となって床を埋うめた。

　後からやってきた援軍も、すでに半数が絶ぜつ命めいしている。

　白い閃せん光こうが奔はしるごとに、数人が必ず倒れるのだ。

　フレオリックの疲ひ労ろうを見込んでいた元締めの顔色が、変わり始める。

「こ、この能のう無なしどもが！」

　元締めはギリギリと歯は軋ぎしりし、自分の前に護ご衛えいのために立っていた盗賊をリックの方に蹴けり出した。

「貴様も戦わんか！」

　だが、その盗賊もグリードの一いち撃げきを受け止めることさえできずに屠ほふられた。

　やがて……。

「…………」

　リックはゆっくりと元締めの前に進んだ。

　すでに元締め以外に生きている盗賊はいなかった。

　六十数名の組織員が、すべて一人の剣士に斬きり倒されたのだ。

　それでも、この無む敵てきの剣士は息一つ乱していない。

「貴様も手下どものところに行くがいい」

　グリードが元締めの鼻先に突きつけられた。

「これで終わりだ」

　だが、元締めは高らかに嘲ちよう笑しようした。

「馬ば鹿かめ！　終わりなのは貴様の方だ！　五百の盗賊を統すべるこの俺おれが、身を護まもる手段を何も持たずにここに座すわっていると思ったか！」

　元締めは、椅い子すの肘ひじ掛かけの部分をグイと引いた。

　すると、背はい後ごの壁かべが低い音を立てて上がっていった。

　その向こうには別の一室があり、巨きよ大だいな影かげのようなものがそこでうごめいていた。

「……何よ、あれ？」

　ピュティアがつぶやく。

「来い、飛ひ斬ざん獣じゆう！　こいつらを喰くっちまえ！」

　元締めの言葉に応じて進み出てきたのは、人間の三倍ほどもある狒ひ狒ひだった。

　もっとも頭部が骸がい骨こつに似て、腕と胴の間に薄うす膜まくがあり、さらに背に曲きよく刀とうのような刃が二列に並んでついているような狒狒がいればだが。

「楽しい趣しゆ向こうだ」

　リックは一見鈍どん重じゆうそうなその生き物に対して、グリードを正せい眼がんに構えた。

　決して相手を侮あなどらないのが、今まで彼を生き延のびさせてきた知恵だったのだ。

　次の瞬間、リックの慎しん重ちようさが正解だったことをピュティアは悟さとった。

　怪物の姿がふっと視界から消えたのだ。

　リックは剣を頭上にかざした。

　キーンという高い音。

　飛斬獣は皮ひ膜まくを拡ひろげてリックの後方に着地した。

　目にも留とまらぬ速度で跳ちよう躍やくしたこの化け物は、背の刃を使って急降下攻こう撃げきをリックに仕掛けたのだ。

「ぎぎぎっ！」

　牙きばを剝むき出しにした髑どく髏ろの相そう貌ぼうに笑いのような表情が浮かぶ。

「……ピュティア、なるべく下がっていろ」

　リックは頰ほおについた血を指で拭ふきながら命じた。

　いつの間にか、飛斬獣の刃がリックの頰をかすっていたのだ。

「はははははっ！　此こ奴やつに勝てるか!?　勝てるものか！」

　勝利を確信する元締め。

「さあ、止とどめだ！　飛斬獣！」

　怪物は再び飛ひ翔しようした。

　そしてリックの頭の上を旋せん回かいし、必殺の一いち撃げきを見み舞まう機会を待つ。

「どうやら手を抜いてもいられぬようだな」

　リックはグリードを鞘さやに戻した。

　剣けん聖せいの名を継つぐ資格が自分にはないという思いが心の奥おく底そこにあるためだろうか。

　フレオリックは通常、師ロヴァルから伝でん授じゆされた剣技のほとんどを無意識のうちに封ふう印いんしていた。
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　だが今、彼はその師の技をここで使う心を決めたのだ。

「……放てるか」

　リックは身を沈め、柄つかの上に右手を置いた。

「ぎぎぎぎいーっ！」

　飛斬獣は不ぶ気き味みな咆ほう哮こうを上げると、薄膜を閉じて急降下した。

　ズギュンッ！

　空気を切り裂さく音とともに、稲いな妻ずまのような白い閃せん光こうが疾はしった。

「何！」

「やった……」

　化け物は脳のう天てんから真まっ直すぐに割れて、リックの左右に墜つい落らくした。

　痙けい攣れんする二つの肉にく塊かいから、どす黒い血が噴ふき上がる。

「……斬月」

　リックはつぶやくように言い、元締めの方を振り返った。

　三つの月、カエト、アバル、アティードがエレネイを照らす光。

　その月光さえも両断する速度で刃を疾らせることからこの名がついた、ロヴァルの奥おう義ぎの一つである。

「一撃だと。し、信じられねえ……」

　元締めは蒼そう白はくの顔色でその場にへたり込んだ。

「覚かく悟ごはいいな？」

　リックは、彼の首くび筋すじにグリードの先せん端たんを当てる。

「待って！」

　レティシアがピュティアから投げナイフをもぎ取り、リックの脇わきに立った。

「わ、わたしに殺やらせて！」

　怒いかりと絶望が綯ない交まぜになった瞳ひとみの色。

「……駄目だ」

　リックは剣をさっと横に払った。

「ぐわぁぁっ！」

　元締めの喉のどが裂け、血が溢あふれ出す。

　己おのれの流した鮮せん血けつの中でのたうち回る元締め。

　リックはグリードを鞘に戻すと、レティシアの手から短剣をそっと取り上げた。

「こいつはゆっくりと死んでいく。簡単にとどめをさすことはない」

「どうして？　お母さんの仇かたきは……」

「その手を汚よごすな。死んだ母上とて、そんなことは決して望んではいない。お前が死ぬことを望まないのと同様にな」

　レティシアはその場にわっと泣なき崩くずれた。

　リックの一言は、少女の自殺の希望さえも奪うばってしまったのだ。

　ピュティアがレティシアを抱だき起こそうとしたが、彼女は肩かたを振ってそれを拒こばむ。

「……行くぞ、ピュティア」

　リックは声をかける。

「でも、このままじゃ」

「何も、してやれることはない」

　彼は頭かぶりを振って歩き出した。

「あっ、待ってよ」

　その後を追いながら、ピュティアはレティシアを振り返った。

　少女は、母の首を前にしてむせび泣くのみだった。

「……心配は無用だ」

　東の空が白みかける中、フレオリックは壊かい滅めつした盗賊の巣を後にしながらピュティアに告つげた。

「あの娘はお前が考えているよりも強い。ひとりで立ち上がることができれば、生きてゆける」

「まあ、リックがそう言うんなら、そうなんだろうけどさ」

　少女はため息をついた。

「でも、それってやっぱり、ちょっと冷つめたいよ」




　やがて……。

　盗賊の巣そう窟くつであった部屋に、小さな天窓から一いち条じようの朝日が差し込み、放ほう心しん状態で座り込んでいたレティシアを照らした。

　その暖かい眩まぶしさに、顔をそらした少女。

　ふと気がつくと、視線の先には皮かわ袋ぶくろがある。

　ここに来る前に、ピュティアに見えない所でリックが渡わたしたズッシリと重い袋だ。

　中は金貨五百枚。

　お前を買った代金だ、とリックは言った。レティシアは返そうとしたが、彼はそれを許ゆるさず、死し闘とうが始まるまでずっと彼女が抱かかえていたのだ。

「このお礼も……、仇かたきを討うってもらったお礼も……」

　少女はつぶやいた。

「まだ言っていなかった……」

（もう一度。もう一度だけ会って、ひとこと言おう、ありがとうって。……そのために、そのためだけにも今は）

「……生きなくちゃ。そうよね、お母さん？」

　レティシアはゆっくりと、だがしっかりと自分の足で立ち上がった。







氷ひよう　竜りゆう










　夕ゆう陽ひに茜あかね色いろに染そまる海。泡あわ立だつ波なみ頭がしらを持ったうねりが、寄せては返す白い砂浜。

　その一枚の絵画のような光景を見み下おろす崖がけの上を、一頭の黒馬が北に進んでいた。

　背には、二人の人聞。

　一人は、金きん髪ぱつにエメラルド色の瞳ひとみが映はえる、十代半なかばの少女。

　もう一人は、少女より十ほども年上だろうか、真まっ直すぐな漆しつ黒こくの髪かみを伸のばし、全身に黒をまとった長身の男だ。腰こしには、金の留とめ具に吊つるされた長ちよう剣けん。流りゆう血けつと危き険けんから縁えんの切れたことの無さそうな、危険な雰ふん囲い気きを湛たたえている。

「海はいいねえ」

　金髪の少女が、黒馬に同乗する男の背中に話しかけた。

　答えはない。

「……あの水平線の向こう、何があるんだろうね？」

　黒こく衣いの男は黙もくしたまま馬を歩かせる。

「あのさ、リック……、もう！」

　少女は腰に手を当てて男をにらむ。

「話聞いてる？　答えてよ！」

「……聞いていない。答えたぞ」

「ぶう！　つまんない奴やつ！」

　少女は頰ほおを膨ふくらませて視線を海岸の方に戻もどした。

　その時……。

「こんちくしょーっ！」

　と、言葉は汚きたないが女の声。それが風に乗って伝わってきた。

「リック！　あれ！」

　少女はリックの腕うでをつかんで海岸を指さした。黒衣の男がその方向に目をやると、そこには大きな黒い影かげのような生き物に追われる娘むすめの姿すがたがあった。

　十六、七だろうか。ここからはよく分からないが、小こ麦むぎ色いろの四し肢しと腹部を剝むき出しにした身軽な服ふく装そうは、この西海岸地方の典てん型けい的てきなもののように見える。

「……マルガ族だな」

　リックは一目見てそう判はん断だんすると、そのまま馬を進めようとした。

「助けないの？」

　と、少女。

「私は慈じ善ぜん家かではない」

　頭かぶりを振ったリックはチラリともう一度、娘と黒い影に視線を向ける。

「……あの化ばけ物もの」

　冷ひややかだった彼の表情がわずかに変化した。

「ピュティア、つかまっていろ！」

　リックは手た綱づなを引き、黒馬の方向を変えた。

　黒馬は高らかに嘶いななくと、何のためらいも見せずに切り立った崖がけを一気に駆かけ下りる。

「ひぃ～っ！」

　リックの胴どうにギュッとしがみつきながら、悲ひ鳴めいを上げるピュティア。

　黒馬の蹄ひづめが岩場を蹴けり、海岸の砂すな地ちに食い込むと、リックは腰の剣の柄つかに手をかけた。

　自分の方に向かってくるリックたちの気け配はいに、娘は振ふり返る。

　一方、黒い影は娘の足が止まった瞬しゆん間かん、鋭するどい巨きよ大だいな螯はさみで娘の足あし元もと近くの砂をえぐった。

「あっ！」

　思わず足をもつれさせて倒たおれる娘。

　接近したピュティアにも分かったが、黒い影の正体は、牛ほどもある巨大な蠍さそりだった。南部の砂さ漠ばく地帯では時おり見かける化け物だ。螯の部分に生はえた無数の刺とげと、頭部の甲かぶと虫むしのような角つの、それに猛もう毒どくの尾おの針はり。この三つを除けば、小型の種のものと大きな違ちがいは見られないものの、動きはかなり素す早ばやい。

　蠍は砂の上に倒れ込んだ娘に止とどめを刺さそうと、巨大な針の尾を振り上げた。

「グリード！」

　リックはしがみついているピュティアの腕うでを振り解ほどくや否いなや、馬上から蠍に向かって弧こを描えがきながら飛ひ翔しようした。と同時に、グリード、すなわち〝氷〟と呼ばれる剣の白はく刃じんが抜ぬき放はなたれ、電光のように疾はしる。

　チュィーン！

　金きん属ぞく音おんとともに尾の針の先が宙ちゆうを舞まった。間かん髪はつを入れず、止めの斬ざん撃げき。

　一直線に振り下ろされた氷の剣は、冷れい気きを放ちながら蠍の頭を真まっ二ぷたつに割った。

　剣を抜いてから最後の一いち撃げきまで、ほんの半はん呼こ吸きゆうほどの間まの出で来き事ごとである。

「……ぶはっ！」

　振り解かれた拍ひよう子しに落馬したピュティアが、ようやく首を砂地から引き抜いた時には、すべてが終わっていた。

「立てるか？」

　リックは襲おそわれた娘を引き起こす。

　だが、娘の方はリックの腕を振り解ほどこうともがき、逃にげ出そうとした。

「放はなせよ！」

「どこに逃げるつもりだ、マルガの娘？　お前が向かおうとしている方向とマルガの砦とりでは全く逆の方向だぞ」

「いいんだよ！　あたしはマルガから逃げ出したいんだ！」

　可か愛わいらしい、浅黒い顔に敵てき意いを剝むき出しにし、娘は怒ど鳴なった。

「何でさ？　あんた、マルガ砦のもんなんだろ？」

　金髪についた砂を払いながら、ピュティアが尋たずねる。

「うるさいな！　あそこに帰ると火ひ焙あぶりにされちゃうんだよ！」

「……至し神しん智ち教団の者にか？」

　黒衣の剣けん士しは娘の腕を握にぎったまま、先ほどの大蠍が倒れたあたりを見た。いつの間にか蠍の死体が消え、かわりに数枚の紙切れが、砂地に出来たくぼみのところに落ちている。

　リックが教団の名を持ち出すと、娘はもがくのを止やめ、うなずいた。

「……ああ、そうだよ。奴ら、最初はただの宣せん教きよう師しみたいな面つらしてやってきて、結局あたしたちの砦を乗っ取っちまったんだ」

「それと火焙りと、どういう関係がある？」

「異い端たん審しん問もん官かんのニケタスって奴さ。禁きん欲よくを守んなくちゃいけないくせして、あたしのことに目をつけ、夜よ伽とぎに寄よ越こせって爺じいさんを脅おどかしたんだよ」

「……なかなか目が高いな」

「ふ、ふざけんなよ！」

　と言いながらも、娘は顔を赤らめる。

「嫌いやだって言ったら、あたしは異端だってさ。火焙りか、あの気持ちの悪い男と寝ねるか。あたしはどっちもお断ことわり」

「それで逃げてきたんだ」

　ピュティアがうなずく。

　何となく自分に似ているこの娘に、少女は親しん近きん感かんを覚おぼえていた。

「そういうこと。この先、一生逃げ回る羽は目めになったって、死ぬよりマシだろ？」

「……そうか」

　リックは娘を抱だき上げ、黒馬に跨またがった。

「な、なにすんだよ！」

　ジタバタと手足を振り回す娘。

「砦に行く」

　リックは答えた。

「何で！」

「お前を連つれていけば、異端審問官とやらが幾いくらか金を払うだろう」

「リック、本気!?」

　ピュティアが驚おどろいてリックの顔を見る。

　もちろん、彼の美しい相そう貌ぼうには何の感情も見られない。ピュティアがリックと知り合って数週間になるが、その間彼が感情を表おもてに出したことはほとんどないのだ。

「……やっぱり、本気みたい」

　少女はため息をついた。




「馬ば鹿か～っ！　カス～ッ！　人でなし～っ！」

　砦に向かって進む馬上で、娘──マアナ・シャイと名な乗のった──は喚わめき続けた。

　ピュティアは最初のうち、半なかば同情顔だったが、

「くそっ！　呪のろってやる！　そっちのブスガキもだからね！　チビの胸なし！」

　と、マアナの毒どく舌ぜつの矛ほこ先さきが自分に向いた時点で意見を変えた。

「……リック、そいつ、逆さかさに吊つるしてやって」

　岬みさきの先せん端たんにあるマルガの砦が見えてきたのは、それから間もなくのことだった。

「へえ～、あれ」

　額ひたいに手をかざして砦を見上げるピュティア。

　砦と言ってもマルガのそれは、丸まる太たを組んだ高い塀へいに囲まれた一つの港みなと町まちである。

　マルガ族は、エラーン諸しよ島とうから移住してきた海洋民族。優ゆう秀しゆうな船乗りの多いその砦は、アゼラ商人の貿ぼう易えき船せんや南洋に航こう海かいに出る船団の中ちゆう継けい基き地ちとなっているのだ。

　そして……。

　リックがマアナ・シャイを抱かかえて砦の門をくぐった時、通りを歩く人々の目には、歓かん迎げいとは程ほど遠とおい色があった。

「……ちょっと、ヤバい感じ」

　ピュティアは、あたりを見回しながらつぶやく。どうやらマアナ・シャイの逃とう亡ぼうに関して、マルガ族の大半はその成功を祈いのっていたらしい。日に焼けた肌はだに刺青いれずみを彫ほった荒あらくれの船員たちがみな、通りをゆくリックとピュティアをにらみつけるのだ。

「お前は人にん気き者ものだったようだな、マアナ・シャイ」

　そんなマルガ族の雰ふん囲い気きに、リックは言った。

「そんなんじゃないよ。あたしが何も悪いことしてないのを、みんな知っているから」

　頭かぶりを振ふるマアナ。

「悪いことをしていようがいまいが、お尋たずね者の異い端たん者しやは金になる」

　黒衣の剣士は肩をすくめた。そうしてリックがわざと目立つように馬を進めていると、思おも惑わく通り、至し神しん智ち教団の聖せい職しよく者しやたちは自分たちの方から姿を現わした。

「よく捕とらえてくれた、兄きよう弟だい」

　と、大通りの中央で声をかけてきたのは、緋ひ色いろのローブをまとった人物。

　教区の管かん区く長ちようだ。小しよう心しんそうな中年である。

「私は教団員ではないし、お前と血の繫つながりもない」

　兄弟という教団独特の呼びかけに、リックはそっけなく答える。

「……わしも族長として感謝しよう」

　そう苦にが々にがしげに言ったのは、白しろ髭ひげの老人だった。

「我わが孫まご娘むすめの逃亡は、一族の恥はじを外に広めることになるところだった」

　老人の苦く悩のうはピュティアにもハッキリと伝わってきた。おそらくマアナの逃亡を手配したのもこの族長に違いない。火ひ焙あぶりの運命から、愛する孫を何とか救い出そうとの計画。

　それを潰つぶしたのは、他ならぬリックとピュティア自身なのだ。

（何となくあたしに似てる娘こだと思ったけど……、家族がいるんだ）

　少女はマアナに対して、わずかに嫉しつ妬とに似た感情を覚おぼえた。

　マアナには祖そ父ふがいる。でも、自分は家族というものを持った記き憶おくがほとんどない。ただ一人顔を覚えている母も、幼おさない頃ころに死んでしまっているのだ。

「では、罪ざい人にんを引き渡わたしてもらおうか」

　一歩前に出てそう言ったのは、二十代半ばの、神しん経けい質しつそうな顔をした男である。

　着ているローブは黒。手には、呪じゆ波はと呼ばれる魔ま力りよくを増ぞう幅ふくするための緑りよく柱ちゆう石せきの杖つえを握にぎっている。これが異端審問官のニケタスだろう。

　族長や管区長の恐おそれの目から、この男が実じつ際さいは砦を牛ぎゆう耳じっていることが分かる。

「手数料を出せば、すぐにでも渡すさ」

　と、リック。

「……ふむ。いいだろう」

　尊そん大だいな態度を崩くずさないニケタスは、族長に目で合あい図ずする。

　族長はのろのろと進み出て懐ふところから革かわ袋ぶくろを取り出し、リックの前に差し出した。

　残ざん酷こくな趣しゆ向こうである。族長は自分の孫の死を買い取る金を、自みずから渡そうとしているのだ。

「……信心深い民たみだな、ここの連中は」

　怒いかりを抑おさえてじっとたたずむマルガ族の男たちを見渡して、リックは冷れい笑しようする。

「あんたに何が分かるのさ！」

　リックの腕うでの中でマアナ・シャイが歯は軋ぎしりする。

「見てみなよ、気がつかないのかい!?」

「……子供とか、女の人とかいないね」

　と、周囲を観かん察さつして口にしたのはピュティアだ。

「そうさ。女子供はみんな、審問官の使し節せつ船せんの中に閉とじ込こめられてんだ。人ひと質じちだよ」

「だから手が出せないと？　取り返すことも出来ぬとはな」

「魔ま法ほうに勝てる奴なんかいるもんか！　ニケタスは魔ま道どう士しなんだよ！」

　マルガの民は純じゆん粋すいであるが故ゆえ、得え体たいの知れない魔法に対して極きよく度どの恐きよう怖ふ心しんを抱いだいているのだ。

「勝てぬと思うのなら、やはり勝てぬだろうよ」

　リックは族長の震ふるえる手から金の入った袋を受け取ると、マアナを下ろした。

　マアナは審問官の部下である、灰色のローブの男たちにガッチリと押さえ込まれる。

「感謝する、剣士殿どの」

　ニケタスは、もがくマアナを見て邪じや悪あくな笑えみを浮かべると、リックに尋ねる。

「もうすぐ火か刑けいが始まるが、見てゆくかな？」

　彼が指した方向にある広場の中央には、十字形に組まれた火刑台の柱が見えた。

「やめとこ、ねっ？」

　ピュティアがリックの袖そでを引っ張りながら小声でささやく。

　だが、

「それもよかろう」

　と、リックはニケタスに向かってうなずいた。

　マアナ・シャイはすぐに火刑台に引き立てられて行き、十字の柱に荒あら縄なわで縛しばりつけられた。足元にはうず高く薪たきぎが積まれ、松明たいまつを持ったニケタスの部下、二人の執しつ行こう人にんが脇わきに立つ。マルガの男たちは灰色のローブの教団員たちに無言で追い立てられて、広場に集められた。

　リックとピュティアは彼らの最前列で、マアナの最さい期ごを見とどけることになった。

　勝ち気なマアナもさすがに諦あきらめたのか、目をじっと閉じて足あ搔がこうとはしない。

　その姿を前に、ニケタスは辛かろうじて歓かん喜きの笑えみがこぼれるのを抑おさえると、マルガの群ぐん衆しゆうの前に出て祈いのりを捧ささげた。

　至神智教団の祈りは神々へのものではない。自然の法則と、それをあまねく利用する人間の優すぐれた知性に捧げられるものなのだ。

　彼は長い祈りを終えると立ち上がり、厳おごそかな顔でマルガの民に語りかけた。

「火によって、娘の罪つみは浄じよう化かされよう。呪のろわれた信しん仰こうがこの世から抹まつ殺さつされんことを！」

　マルガ族の間からは何の反はん応のうもない。

　無言の抗こう議ぎである。

「異端の罪が、この世からひとつ消えようというのに……」

　ニケタスは嘆たん息そくし、緑りよく柱ちゆう石せきの杖つえを群衆の方に無む作さく為いに向けた。

　緑の宝石が埋うめ込まれた先端が、怒いかりの目でニケタスを見ていた男の一人を捉とらえた。

　次の瞬しゆん間かん。

　緑柱石はブンッと低い唸うなりを上げ、眩まばゆい閃せん光こうを発した。

　突とつ然ぜん、赤い光がマルガの男を包み込む。

　男は苦く悶もんの叫さけびを上げながら、身体からだ中を搔かきむしった。

　ベロリと皮ひ膚ふが剝むけ、全身が溶よう解かいし始めたのだ。まず、血があらゆるところから噴ふき出し、眼球が流れ落ちた。空気を求めてパクパクと開く口から、歯が抜け落ち、アゴの下部にポッカリと穴が開いて、かつて舌しただったものがそこから落下する。指は爪つめが剝はげ落ち、先端の骨の方からまるで種たねでも撒まくようにパラパラと血だまりの中に落ちていった。

「おえっ！」

　口元を押おさえるピュティア。先ほどまで人間だったものが、あっという間にバラバラの骨とゼリー状の赤い粘ねん液えきの混合物と化したのだ。

「……笑え」

　群衆に向かって、ニケタスは傲ごう慢まんに命じた。

「悪の滅ほろぶ喜ばしき時だ、笑え。……妻や娘のことを思ってな」

「……言う通りにするのだ！」

　そう言ったのは族長である。低い虚うつろな笑いが、人々の間からかすかに上がる。

　マアナ・シャイの閉じられた目から、涙なみだが溢あふれ出た。

「……よろしい。火を放はなて」

　自分の虚きよ栄えい心しんを傷きずつけた娘のこの様よう子すに、ニケタスは満足そうにうなずくと、手を挙げて部下に合図する。

　その時、

「待て」

　黒こく衣いの剣士が感情を表すことのない顔を上げて、声をかけた。

「何かな？」

　と、ニケタス。

「宗教法上、火ひ焙あぶりの前に、審しん問もんがあるはずだろう？　それはどうした？」

　リックの問いに、ニケタスの表情がわずかに不快さを顕あらわす。

「省略した。審問官の権限だ」

「自白もなしでかな？」

「悪いことなんかしてないっ！」

　叫ぶマアナ・シャイ。

「と、言っているが？」

　ニケタスはアゴの先に指を当てた。

「……よかろう。では、じっくりと拷ごう問もんにかけて自白を」

「よしてくれ！」

　と、審問官に族長がすがる。

「これ以上苦しめないでやってくれ！」

　ところが……。

「他にも方法はあるのではないかな」

　リックは言った。

「ほう？」

　目を細め、先を促うながすニケタス。
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「代理戦士を立てることだ。これなら審問官の方も手続き省略の名めい目もくが立つ上、娘の方も潔けつ白ぱくを証明する機会が得られる」

「それはいい方法だ」

　異端審問官はポンと手を叩たたいた。

「だが、この中にいるかな、私と戦ってこの異端者の無罪を勝ち取ろうという者が？　もちろん負ければ娘と同様、その者も火焙りだ。親族とともにな」

「…………」

　マルガ族は押おし黙だまり、一人として前に出る者はいない。自分の命一つなら賭かけられようが、愛する家族の命までとなるとためらわざるを得ないのだ。

「ふっ、大した海の男どもだ」

　と、皮ひ肉にくげにつぶやくリック。

　そんな静せい寂じやくの中、

「わしが……」

　と、遂ついに族長が戦せん斧ぷを握にぎって前に出る。

　最後に武器を持ってから、十年は経たっていようという老人である。

「よして！」

　マアナ・シャイが火刑台の上から絶ぜつ叫きようした。

「あのじゃじゃ馬の言う通りだ。貴き様さまのような年寄りが丸焼けになったところで、時間稼かせぎにもならんぞ」

　リックは老人の腕を取り、後ろに下がらせる。

「座ざ興きようだ。私が代理戦士になろう」

　彼はニケタスに向かって名乗り出た。

「あちゃあ、またお金にならないことを……」

　頭を抱かかえるピュティア。

「……どうして？」

　マアナは信じられぬといった顔でリックを見つめる。

　周囲のマルガの民も同様だ。そもそも、彼女を捕とらえてきたのはこの男ではないか？

「面おも白しろい」

　この申し出にニケタスは笑みを浮かべた。

「よかろう。だが、武器はこちらで選ばせてもらう」

「当然だな」

「では武器は杖つえだ」

「何だって！」

　と、ピュティア。杖は、魔道士が握れば無限の力を発するが、その能力を持たない者にとってはただの棒ぼう切きれだ。

　しかし、この選せん択たくにリックはうなずいた。

「墓ぼ碑ひ銘めいのために、一応名前を聞かせてもらおうかな、剣士殿どの？」

「フレオリック、と覚おぼえていてもらおう」

　彼を見つめるニケタスの目の色が変わった。

「……フレオリック？　セイル・グレイと並ぶ高額の賞しよう金きん首くび、あのヤーバシアのフレオリックか？」

　静かにうなずくリック。

　マアナ・シャイの目が大きく開かれた。

　元ヤーバシアの王、妃きさきと弟殺しの剣けん鬼きの名は、ここマルガ砦まで轟とどろいていたのだ。

「これはまさに最高の座興だな。族長、合図を」

　異端審問官は老人に命じた。




　ニケタスとリックは、数十歩の間合いを取って対たい峙じした。

　緑りよく柱ちゆう石せきの杖つえを握にぎったニケタスは呪じゆ波はを練り、それを一気に解放する時を待つ。

　対するリックは、ピュティアにグリードを預あずけ、杖を握った手を下げた自然体だ。

　広場は静まり返り、ピュティアでさえ緊きん張ちようの面おも持もちでリックを見つめている。

「……始めいっ！」

　族長の手が振り下ろされた。

　先せん手てを取ったのはニケタスである。

　懐ふところに手を入れた異端審問官は、羊よう皮ひ紙しの束たばを取り出し、空中にばら撒まいた。

　そして、緑柱石の杖に呪波を集中すると、宙ちゆうを舞まうその紙一枚一枚が猛もう毒どくの有ゆう翼よく蛇へびに変化し、フレオリックを取り囲んだのだ。

「大おお蠍さそりの時と原理は同じか……」

　有翼蛇はその鋭するどい牙きばを剝むき出しにし、四方八方から黒衣の剣士に襲おそいかかる。

「かわして！」

　叫さけぶピュティア。

　だが、リックはその場を動かず、わずかに腰を落とすと右足を軸じくに素す早ばやく回転した。

　ガシュッ！

　振り下ろされた杖が、一度に八匹の頭を砕くだいた。完全に蛇へびの動きを読み、最も無む駄だのない軌き跡せきを選んでの一いち撃げきである。続けて、今度は振り上げられる杖。これですべての蛇が頭を失って地に落ちた。最後の一匹が撃ち落とされるまで、瞬まばたき一回ほどの時間だ。

「何だと!?」

　驚きよう愕がくの表情のニケタス。リックは地面を蹴けって一気に間合いをつめた。

「お前たち！」

　ニケタスは部下を前に出させる。

　灰色のローブをまとった男たちと管区長で、総勢十二人。管区長を除けば、みな構えは素しろ人うとではない。どの一人をとってもマルガの戦士数人を相手にできる腕うでがありそうだ。

「汚きたないよ！　決けつ闘とうだろ！」

　ピュティアは黒衣の剣士の方にグリードを投げた。

「リック！」

　彼は飛んできた氷の剣をつかむと同時に、鞘さやから抜き放った。

　ズシュッ！

　喉のどを真横に裂さかれ、二人がローブを真まっ赤かに染そめる。

「……たったこれだけの手て勢ぜいとは、舐なめられたものだな」

「くそっ！　火を放て！」

　ニケタスは後ろに下がりながら、火か刑けい台だいの執しつ行こう人にんに命じた。

　松明たいまつが薪たきぎの中に投げ込まれ、ブスブスと火が移り始める。

　リックはさらに一振りで二人の胴どうを払った。噴ふき上がる鮮せん血けつ。生き残った八人は、やや慎しん重ちようになって距きよ離りを取る。一人が背はい後ごから手て槍やりを繰くり出すが、振り向きざまリックの氷剣は槍を真っ二つにし、さらにその使い手の心しん臓ぞうを貫つらぬいた。あと七人。

　その時、火刑台の炎ほのおがボウッと噴き上がった。猛もう烈れつな熱がマアナの美しい肢し体たいを舐め、苛さいなむ。

「くっ！」

　気き丈じようなマアナは唇くちびるを嚙かんで、苦しみの声をこらえた。

「ヤバい！」

　ピュティアが彼女を救いに走ると、その前に執行人の二人が立ちはだかる。

　二人の前まで疾しつ走そうしたピュティアはトンとその場に足を揃そろえてしゃがみ、立ち上がりざまにブーツに仕込んだナイフを抜いた。

「邪じや魔まだよ！」

　シュッという音とともにナイフが走り、執行人たちの肩かた口ぐちに突つき立つ。ピュティアは怯ひるむ執行人二人の間を擦すり抜ぬけ、マアナのところにたどり着くと消火にかかった。

　だが、火はすでに高く燃え上がって消すことができない。

　無情の炎がマアナを包み込むまで、あとわずかだ。

　リックは一いつ旦たん剣を鞘に戻すと、柄つかを背に回して膝ひざをついた。

　ここぞとばかりに攻こう勢せいに出る七人。

　そして、彼らの武器がリックの身体からだを突き通そうとした刹せつ那な。

　ズキューンッ！

　回転しながら真上に跳ちよう躍やくしたリックは、グリードを凄すさまじい速さで逆さか手てに抜き放った。

　白い螺ら旋せんを描えがいた氷の剣は、管区長を含ふくむ七人を同時に切り裂き、絶ぜつ命めいさせた。

　リックはそのまま火刑台の方に疾しつ駆くすると、ピュティアの背中に迫せまっていた執行人の首を二つまとめて落とし、次の一振りで火のついた薪を吹き飛ばした。グリードの放つ冷気が一いつ瞬しゆんのうちに紅ぐ蓮れんの炎をかき消す。

「お、おのれ！」

　これを見たニケタスの顔が怒いかりと狂きよう気きに歪ゆがんだ。

「ならば、砦とりでごと灰にしてくれるわ！」

　審問官は全神経を集中し、呪波を練った。

　魔力を増ぞう幅ふくする緑柱石の杖から白熱化した巨大な光こう球きゆうが放たれ、リックに向かって真まっ直すぐに飛んだ。もし、いつもの素早さでリックがこれを避さけたとしても、木造建築の多いマルガの砦は火の海と化す。

「リック！」

　ピュティアが悲ひ鳴めいに近い声を上げた。

　そして光球がまさに彼を吞のみ込もうとした時。

　ギュン！

　氷剣の銀の刃やいばは一ひと際きわ明るく輝かがやくと、光球を正面で受け止めた。リックの足が、ズズッとわずかに下がる。光球は獣けものの咆ほう哮こうのような轟ごう音おんを立てて滾たぎり、高熱を放ほう射しやした。

　ニケタスはさらに呪波を集中し、リックを包み込もうとする。

　だが……。

「氷ひよう竜りゆうよ！」

　リックが叫ぶと、白はく刃じんから冷気が噴き上がって光球をスッポリと覆おおった。

　ブーン！

　と、唸うなり声のような低い音が周囲の空気を振しん動どうさせ、光球は見る見る収しゆう縮しゆくしていく。

「ば、馬鹿な！」

　呆あつ気けに取られるニケタス。

　次の瞬間、リックはグリードを振り切り、拳こぶし大だいにまで縮ちぢんだ光球を打ち返した。

　光球は潮しお風かぜをえぐるように飛び、ニケタスの頭部に見み事ごと命めい中ちゆうする。

「ぐおおおおっ！」

　凄まじい熱量が異端審問官の、血液を沸ふつ騰とうさせ、皮ひ膚ふを、脂し肪ぼうと筋肉を、内ない臓ぞうと骨を焼き尽つくし、一瞬のうちに灰と化した。

　術者の死とともに光球が消えた後、残ったのは白い煙けむりを上げてくすぶるローブだけだった。

「……どうして？　なぜ助けてくれたの、分からないよ」

　火刑台のマアナ・シャイは、剣をゆっくりと鞘さやに収めるリックを見てつぶやいた。

「じゃあさ、あのままお尋たずね者になって良かったの？　二度とお爺じいちゃんに会えなくなっちゃうんだよ」

　彼女のいましめを解ときながら、ピュティアが微ほほ笑えんだ。

「家族がいるって、いいことじゃない」

「……じゃあ？」

　マアナ・シャイはこの時初めて、剣士の灰色の瞳ひとみに宿やどる優やさしい色に気がついた。

「マアナ！」

　駆かけ寄ってくる族長や、マルガの民たみたち。一部は武器を手に、人ひと質じちを取り返そうと港みなとの使節船に走る。

「……まあ、あいつが何考えてんのか、本当のとこは分かんないけどね。変な奴やつさ」

　リックは指でピュウと口くち笛ぶえを吹ふいた。黒馬がそれに応こたえてだく足でやってくる。

「ピュティア、行くぞ」

「ええ、もう？」

　と言いながらも、少女は走って黒馬に飛び乗ると、リックの背にしがみつく。

　黒こく衣いの剣士は、無言で見送るマアナ・シャイと族長を背に、ゆっくりとマルガの砦を離はなれていった。
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　ズシュッ！

　黒こく衣いの剣けん士しの剣が、冷れい気きを放はなちながら刺し客かくの喉のどを裂さいた。

　飛び散る鮮せん血けつ。

「十二人目！」

　やや離はなれた場所で、剣士を見守る金きん髪ぱつの少女が声を上げた。

「すっご～いっ！　あと四人だよ、リック！」

　白はく刃じんがきらめき、さらに二人が絶ぜつ命めいする。

　リックと呼ばれる剣士が十六人の刺客に襲おそわれたのは、深い樫かしの樹じゆ林りんを貫つらぬく小道を半日ほど進んだ所だった。

　待ち伏ぶせである。だが、黒衣の剣士は黒馬に同乗していた金髪の少女を下がらせると、鞍くらから飛び降おり、自みずから刺客の間に飛び込んでいった。

　銀の刃やいばが疾はしる度たびに、倒たおれる刺客たち。最後の一人が血ち溜だまりの中に突つっ伏ぷすまで、剣士は息を乱すこともなく確実に相手の命を奪うばっていく。

　形けい勢せい不利と見て、途と中ちゆうで逃にげ出す者にも容よう赦しやはない。

　最初の刺客がいきなり斬きりかかってきてから、その全員が倒れ、黒衣の剣士が剣の血ち糊のりを拭ぬぐって鞘さやに戻もどすまでは、ほんの数呼こ吸きゆうほどの時間だった。

　剣士は他ほかに伏ふく兵へいのいないことを確かく認にんすると口くち笛ぶえを吹ふき、黒馬を呼び寄せた。

「リック！」

　金髪とエメラルド色の瞳ひとみを持った少女が駆かけ寄ってきて、剣士を見上げる。

　女性的と思えるほど美しいが、感情の動きのほとんど見られない相そう貌ぼう。

　黒い長ちよう髪はつに合わせたかのような黒ずくめの衣い裳しようも、その非情そうな雰ふん囲い気きを和やわらげているとはとても言えない。

　だが、彼を見つめる少女の視線には全面的な信しん頼らいとそれ以上の感情が込められていた。

「……いくぞ、ピュティア」

　剣士は黒馬に跨またがると、片手で少女を鞍に引き上げ、何もなかったかのように馬を北に向かって進めさせた。




　しばらくして……。

　先ほどの戦いの場より少し離れた茂しげみから、二つの影かげが姿を現わした。

　一つは、貧ひん相そうな顔つきをした小こ柄がらな男で、抜ぬけ目のない目と卑ひ屈くつな口元が性格を物語っている。

　もう一つは、中ちゆう背ぜいと呼ぶにはやや長身の、均整の取れた身体からだつきをした男だ。これもまた黒衣をまとっている。リックと呼ばれた剣士と違ちがうのは、顔はまだ三十代手前に見えるのに、頭は全くの白はく髪はつだという点だ。さらにその瞳は、気き味みの悪いほど金きん属ぞく的てきな銀色をしている。

「……あれがフレオリックですぜ。何かバールベクの街まちでやらかしたらしく、探さがし出すのは簡単でしたよ」

　小柄な方が言った。

「剣けん聖せいロヴァルの弟で子しで、元ヤーバシアの王。それでいて、ザモーラ太たい主しゆの姫ひめにあたる妃きさきと実の弟を手にかけ、国を捨てた賞しよう金きん首くび。手にした剣は、氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられた氷の剣グリード。こいつで奪った刺客の命は数知れずってね。大した悪党だが、このあたしの目から逃のがれるこたあ、無む理りってもんでさ」

「だから、お前を雇やとったのだ。薄うす汚ぎたない情報屋をな」

　と、白髪の方はそっけない。

「一いつ緒しよにいた娘むすめは？」

「バールベクで拾ったようで、ピュティアっていって、別に情い女ろって訳わけじゃなさそうなんですが……」

　この点になると、小男の方も歯切れが悪い。もっともフレオリック自身が、この十四歳さいの少女との関係については戸と惑まどっているのだから、無理もないところなのだが。

「まあいい。……奴やつはすでにこの手の中にある」

　白髪の男は歩き出した。

　小男の方が肩かたをすくめる。

「旦だん那な、口ではそうおっしゃいますが、あんた、本当に奴を倒せるほど強いのかねえ？」

　薄汚いと言われたことが腹はらに据すえかねたのか、ずいぶんと皮ひ肉にくのこもった口く調ちようである。

「強い。その証しよう拠こに……」

　白髪の男は、ニヤリと口元に笑えみを浮うかべた。

「貴き様さまはまだ、自分が死んでいることに気がついていない」

「えっ？」

　ズズッと湿しめった音がして、小男の腹部から上にかけてが奇き妙みようにずれた。

「……そんな」

　臍へそのところから真ま横よこに赤い線が走り、スッパリと切断された上半身が、ドサッと地面に落ちた。腰こしの切り口から、深しん紅くの鮮せん血けつが噴ふき上がる。

「もう用はない」

　突っ立ったまま痙けい攣れんを続ける情報屋の下半身をそのままにして、白髪の男はフレオリックの消えた方角に向かって足を踏ふみ出した。




　フレオリックは森を抜けてから時おり、手た綱づなを引いて黒馬の進む歩調を変えていた。

「どしたの？」

　ピュティアが身を前に乗り出して、フレオリックの顔を見上げる。

「つけられている」

　リックは前を向いたまま告つげた。

「へっ？」

「今け朝さからだ」

「気づかなかったけど？」

「当たり前だ。お前に気け取どられるようでは、つけているとは言わん」

「ぶう」

　ピュティアは口を尖とがらす。

「賞金稼かせぎかな、ダル・ハーみたいな？」

　少女は、眩げん惑わくの砂さ漠ばくに置き去りにしてきた髭ひげづらの賞金稼ぎを思い出した。

　リックは軽くうなずく。

「巧こう妙みように殺さつ気きを消している。腕うではかなり立つ」

「ふうん」

　どうせリックが勝つと信じているので、ピュティアは大して驚おどろかない。

「で、どうするの？　ここでやる？」

「いや、もうすぐクスタザールだ」

　リックは腕を上げ、地平線上に姿を現わした都市のシルエットを指し示した。

　追つい跡せき者しやの尋じん常じようでない手て強ごわさを、彼は剣士としての直感で感じ取っていたのだ。

　街まちの中では追跡者も手は出せまい。クスタザールに入ってまず相手の姿を目に捉とらえ、それからどう出るかを考えようというフレオリックだった。




　クスタザールはエレネイ半島中央部、バールベクの北に位置する新しん興こう都市である。

　街に入るとフレオリックは馬から下り、大通りをゆっくりと進んだ。秋の収しゆう穫かく祭さいが近いためか、近きん隣りんの村からの人出も多く、街は賑にぎわっている。

　時々、足を止めて小売商人の屋や台たいをのぞきながら、リックは追跡者が近づいてくるのを待った。

　金きん貨か三千の賞金を求めて、彼を狙ねらう賞金稼ぎは多い。その大たい抵ていがダル・ハーのような、地平線の向こうからでも分かる殺気を発する三流の連れん中ちゆうだ。彼らよりも腕が立ち、この世界に長いような人間は、フレオリックやセイル・グレイといった実力の違ちがう大物を狙うような愚おろかな真ま似ねはしない。

　問題となるのは、超ちよう一流の賞金稼ぎだ。こうした者たちは、独自の情じよう報ほう網もうを駆く使しして目的のお尋たずね者を見つけ出し、追い詰つめ、必ず仕し留とめる。

　リックは今度の追跡者が、そうした一人ではないかと見けん当とうをつけていたのだ。

　そして、十軒けんほど通りに並ぶ店を見終わった頃ころ……。

「ねえ、リック。……あれ」

　追跡者は、意外と簡単に姿を現わした。

　二人の正面、数十歩ほど離れた雑ざつ踏とうの中心に、問題の人物は立っていた。

　黒い衣い裳しように、腰こしと背中に差した二振ふりの長剣。白い髪は生まれつきか、それとも極きよく度どの恐きよう怖ふ体たい験けんによるものだろうか。

「いつ前に回られたんだろう？」

　と、ささやくピュティア。

「…………」

　リックにはこれほど近きん距きよ離りまで、追跡者を寄せつける心しん算さんはなかった。

（やはり、只ただ者ものではない）

　リックは自分の背中にピュティアを下がらせた。

「ヤーバシアのフレオリック」

　白髪は、自分の方から声をかけてきた。通りを歩く人々がみな、彼の方を振り返る。

「こちらの目的は分かっているな？」

「ああ」

　うなずくリック。周囲の市民が、何なに事ごとかと足を止め、対たい峙じする二人を見つめる。

「貴様か俺おれか、どちらかが今日きよう死ぬ」

「面おも白しろい。場所は？」

　フレオリックの問いに、白髪は二振りの剣を抜ぬいた。

「ここだ」

「ち、ちょっと！　こんなところで、冗じよう談だんでしょ!?」

　ピュティアが目を丸くした。二人の間には通行人の壁かべがある。この場で剣を抜けば、その人々を傷きずつけることになるのは明らかだ。だが、白髪の男は両手の剣を十字に組むと、リックを目め指ざし、人ひと込ごみを突っ切るように走った。

「……邪じや魔まだな」

　ズシュンッ！

　彼の右の剣が、目の前を通りかかった女の胴どうを横よこ薙なぎに一いつ刀とう両りよう断だんする。

「キャアアア！」

　女の胸から上がドサリと通りの石いし畳だたみに落ちるのを見て、連つれらしき娘が悲ひ鳴めいを上げる。

　白髪の男はさらに、その娘の口に左の剣の切っ先を突っ込み、刃をはね上げる。

　娘の頭部は二つに裂さかれて、脳のう漿しようと血液を飛び散らせた。

「ひ、人殺しぃーっ！」

　これを見たクスタザールの市民たちは、恐きよう慌こうを来きたして逃にげ惑まどう。

　行商人に背せ負おわれた荷物が投げ出され、屋台の商品は石畳の上に転ころがった。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんのなか、白髪の剣は視界に入る者たちをつぎつぎと血ち祭まつりにあげてゆく。先ほどまで買い物客の笑い声に満ちていた大通りが、今では我われ先さきにと建物の中に駆かけ込む人々で混こん乱らんの極きわみにあった。

　子供を突つき飛ばす大人おとなや、老人を踏ふみつけて逃げる若者たち。友人も恋こい人びとも別れ別れになって、おのが命だけを守ろうと散ってゆく。

　白髪の剣士は、血ち飛沫しぶきで通りを染そめながらリックに迫せまった。

「ピュティア、離はなれろ！」

　リックは少女に命じ、氷の剣の柄つかに手をかけた。

　だが……。

「？」

　ピュティアは地面に座すわり込み、リックの外がい套とうの端はしを握にぎったまま動こうとはしない。

「どうした!?　逃げろと言っているんだ！」

「こ、腰が抜けて動けない」

　少女は情けない声を上げた。

「手を離せ！」

「駄だ目め、離れないんだよ」

「くそ！」

　リックはピュティアを抱かかえ上げると、白髪に背を向けて走り出した。

　両手の剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振りながら、その後を追う白髪。

　通ったあとには、血ち塗まみれの死体が累るい々るいと転がる。

「……ピュティア、お前震ふるえているのか？」

　通りを走り抜けながら、リックは身を硬こう直ちよくさせている少女に尋たずねた。

「あいつ、非ひ道どいよ。何の関係もない人を……」

　少女は歯を鳴らしながらうなずく。

「普ふ通つうじゃないよ、絶対まともじゃないって！」

「いや」

　追跡者との距離を測りながらリックは頭かぶりを振る。

「あれは、冷静な計算の上での行動だ」

「どうして！　これじゃあ、あいつの方が犯はん罪ざい者しやじゃない！」

「ならば、役人はどこだ？」

「……どこって、……そう言えば一人も見ない」

　これだけの騒さわぎなのに、おかしな話だ。

「奴やつは只ただの賞金稼ぎではない。おそらく、ザモーラ太主が直接送り込んできた刺し客かく」

「？」

「この街で関係ない人間を何人殺そうが、咎とがめを受けない太主の特とく赦しや状じようを持っているに違いない」

「そんなことって！」

「ここの領りよう主しゆはザモーラ太主の一族だ。当然考えられることだった。私は罠わなの中にまんまと誘おびき寄せられたのだ」

　フレオリックの顔にかすかに苛いら立だちの色が浮うかんだ。

　白髪の刺客は、リックが人ひと込ごみでは自由に剣を振れないと踏ふんだのだ。

「向こうの選んだ舞ぶ台たいで戦うほど愚おろかなことはない。街を出るぞ！」

　彼は口笛を吹き、街がい門もんのところで待たせてあった黒馬を呼んだ。しかし、その間にも白髪は迫る。リックは黒馬と落ち合うであろう場所を計算して、走る速度を上げた。

　だが……。

　疾しつ走そうするリックの正面に、突然、子供たちの集団が現われた。

　玩具おもちやの木ぼつ剣けんを持った男の子たちと、青せい灰かい色しよくの勿忘わすれな草ぐさの花はな束たばを持った少女。どの子供も十歳にはなっていないだろう。おそらく、街の外に遊びに出た帰りに、この場面に遭そう遇ぐうしたのだ。

「退ひけっ！」

　リックが叫さけぶ。

　だが、子供たちはその声が自分たちに向けられたものとは思わず、走ってくる黒衣の剣士の方を興きよう味み津しん々しんの目で見つめている。まったく危き険けんには気づいていないようだ。

「あなた、だあれ？」

　女の子が頭を傾かたむけて尋たずねた。

　この間かんに、白髪の男は一気に間合いを詰つめる。

「……ちっ！」

　リックはザッと足を止めて振り返り、子供たちを背中に回して抜ばつ刀とうする。

「な、何で止まるのよ～っ！」

　ピュティアが目を閉じ、悲ひ鳴めいを上げた。

　と、ほぼ同時に鋭するどい金きん属ぞく音おんを立て、グリードの白はく刃じんと白髪の剣がぶつかり合った。

「よく止めた！」

　白髪はさらに剣を繰くり出した。

　素す早ばやい二振りの動きを、リックはギリギリのところで受け止め、押おし返す。

「ひぃ～！」

　腕に抱かかえられたピュティアの頭、すれすれのところを剣先が通過する。

　その速さは、リックのものよりも一段上うわ回まわっている。

　それでも普ふ段だんのフレオリックならば、相手の剣を見切ってかわし、逆に攻こう勢せいに出るのだが、今は後ろに子供がいるためか、踏み止とどまって攻こう撃げきに耐たえるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　リックはピュティアを振り落とし、後方に転ころがした。

「その邪じや魔まな子供たちを退どけろ！」

　彼は顔から地面に落ちた少女に命じた。

「わ、分かったよ！」

　ピュティアは起き上がると、茫ぼう然ぜんと佇たたずむ子供たちを追い立てようとする。

「さあ、危あぶないから！」

「……どうして？　何で戦っているの？」

　と、男の子の一人が、返り血を受けて暗あん赤せき色しよくに染そまった白髪を見て目を丸くする。

「あっちに行くのよ！　頼たのむから！」

　ピュティアはその少年の手をつかんで引っ張った。

「甘あまいな！」

　白髪は右の剣でリックを牽けん制せいしながら一歩踏み込み、左の剣をピュティアの背中に向けて突き出した。

「お姉ねえちゃん！」

　子供の一人が叫ぶ。

「ちっ！」

　リックはグリードの刃を返し、辛かろうじてピュティアへの攻撃をはね上げた。

　だが、そのために身体からだが開き、わずかな隙すきが左ひだり脇わきに生じる。

　白髪の右の剣が、斜ななめ上に走り、リックの左上じよう腕わんを浅く切り裂さいた。

　鋭するどい痛みとともに、熱いものが流れだす。

　左腕は、一週間ほど前に黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうの戦いで折った箇か所しよであり、まだ完かん治ちしていない。白髪がまず左から狙ねらったのは、それを情報屋から聞いて知っていたからだ。

「リック！」

　振り返って叫ぶピュティア。

「いいから急げ！」

　リックはそう言いながらグリードを水平に払い、白髪をいったん下がらせて間合いを取る。

　子供たちはようやく白髪の害がい意いを悟さとり、ピュティアの指示通りに走り始めた。

「ほら、泣くんじゃないよ！　あのお兄にいちゃんが守ってくれるから！」

　ピュティアはもう一度リックの方にチラリと目をやると、子供たちのしんがりについて走った。

「……とんだ買い被かぶりだったな」

　白髪は、侮ぶ蔑べつの表情を隠かくさない。

「子供を巻き込まぬためにわざわざ足を止め、今は小娘のために我わが身を傷つける。これが剣けん鬼きと呼ばれ、非情と恐おそれられたフレオリックの正体か？」

「人の噂うわさとはそういうものだ」

　リックは静かに呼こ吸きゆうを整える。

　滅めつ多たにないことだが、この数打の斬きり合いで彼は息を乱してしまっていた。

　剣けん撃げきが速く、重かったことの証明である。

　だが白髪は、そんなリックの肩かた越ごしにピュティアの背を見つめると、ビュンと剣を振って血ち糊のりを払った。

「……どうやらあの娘が、貴様の弱点と見た」

　彼は再度攻撃すると見せ掛けてリックの脇を擦すり抜ぬけると、べそをかく子供たちを庇かばいながら離れてゆくピュティアの方に走る。

「ふざけるな！」

　リックは猛もう然ぜんとその後を追うと、間合いを詰めて突きを繰り出した。

　ギュンと風を切る音が、立て続けに通りに響ひびき渡わたった。

　一呼吸のうちに、数十本になろうかというほどの手て数かずである。

　しかし、白髪は足を急に止めて振り向くと、そのことごとくを受け止めた。

「この程度の挑ちよう発はつに乗るとは」

　右の剣の鎬しのぎでグリードの氷ひよう刃じんを滑すべらせて、その下を左の剣がかいくぐる返し技わざ。

　今度は太ふと股ももに切きっ先さきが食い込み、リックは転てん倒とうする。

「小娘のことで激げつ昂こうしたか」

　白髪は頭かぶりを振った。

「ふっ、血ち溜だまりの中でのたうち回る貴き様さまの前で、子供たちとあの娘を殺やるのも一いつ興きようか」

　彼は口元を歪ゆがめ、通りの先に銀色の目を向ける。

　その時……。

「……？」

　白髪の表情が曇くもった。

　子供たちを通りの脇に積つまれた樽たるの陰かげに隠したピュティアが、こちらに向かって走ってきたからだ。

「何な故ぜ逃にげぬ？」

　白髪は、息を切らせて戻ってきた少女に尋ねた。

　ピュティアはキッと彼をにらみ返して、ブーツに差した投げナイフを抜く。

「あ、あたしはリックの相あい棒ぼうだよ！　恐こわいけど……、逃げるわけにゃいかないのさ！」

　無む謀ぼうな行こう為いである。

　目にも留とまらぬ高速のグリードでさえ受け切れなかった白髪の剣に、護ご身しん用ようのナイフで立ち向かえる道理はない。

「面白い。では、死ね」

　命を張ったピュティアの勇気が、白髪の不ふ興きようを買った。

　無む慈じ悲ひな二振りの剣が、ピュティアの左右の肩かた口ぐちに同時に振り下ろされる。

「お姉ちゃん！」

　樽の陰からこちらの様よう子すを見ていた子供たちの声。

「くっ！」

　ピュティアはギュッと目を閉じた。

　その刹せつ那な。

　キキーンッ！

　凍こおりつくような一いち陣じんの突とつ風ぷうが疾はしり、二つの鉄の刃やいばを止めた。

　リックが瞬しゆん時じのうちにピュティアの前に回り込み、グリードを頭上にかざしたのだ。

「……相手を間ま違ちがえるな」

　リックは衝しよう撃げきにかすかに表情を歪めて言った。

「市民を巻き添えにし、随ずい分ぶんと揺ゆさぶりをかけてくれたが、小こ手て調しらべは終わりだ」

　彼は氷の剣を正せい眼がんに構え直すと、少女を自分の後ろに回した。

「怪け我がは？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「離れて待っていろ。すぐに終わる」

　ピュティアは信しん頼らいに満ちあふれた瞳ひとみでうなずき、すっと下がった。

「確かに、その傷ではすぐに終わるな」

　白髪はつぶやくように言った。

「手て加か減げんは抜きだ。その首、すぐにザモーラに届とどけてやろう」

　彼は一気に勝負に出た。今まで左は牽けん制せいと防ぼう御ぎよ、右が攻こう撃げきと使い分けていた二振りを、正面にピッタリと重なるよう平行に構えたのだ。

「ゆくぞ！」

　次の瞬間、大きく振られた二つの白刃が四つに、さらに八つに増えた。

「ど、どうなってんのー!?」

　目を見張るピュティア。

「これが見切れるかな？」

　八つの白刃が同時にリックに襲おそいかかる。

　リックの頰ほおが、腕うでが、浅く切り裂かれ、血が飛び散る。

「この技……」

　頰を流れる血を拭ぬぐってリックはつぶやいた。

　魔ま法ほうや幻まぼろしの類たぐいではない。剣速に緩かん急きゆうをつけることにより、残ざん像ぞうが生み出されているのだということは見当がつく。偽いつわりの幻げん影えいより質たちが悪いのは、残像はすべてが影かげであると同時に実体であるということだ。本物を見つければいいという問題ではない。

　さらに悪いことに白髪の剣の場合、その残像自体が、並なみよりも数段上の速度で動き、攻撃してくるのだ。

「今のはよく防ふせいだ。だが、これが最後だ！」

　勝利を確信する白髪。今や襲いくる刃は十六本になっている。

「ああっ！」

　ピュティアが、そしてその後方で見守っていた子供たちが顔を覆おおった。

　だが……。

　キィーンッ！

　剣と剣とがぶつかり合う音が、空気を震ふるわせた。

「……？」

　ピュティアはそっとリックの方を見る。

　彼は無ぶ事じに立っていた。グリードが白髪の剣をガッチリと受けていたのだ。

「……そちらの奥おう義ぎにはこちらも奥義で応こたえよう」

　リックは無む造ぞう作さに剣をはね上げた。

　だが、その剣の動きは誰だれにも、ピュティアにも白髪にも、捉とらえることはできなかった。

「……何！」

　体たい勢せいを崩くずす白髪。

「奴の剣速が上がったのか？」

　舌した打うちした刺客は続けて攻勢をかける。

　繰り出される剣先の数は尚なおも増し、同時に数十振りの剣が攻撃してきたように見える。

　だが、フレオリックの剣は白い冷気を発しながら、これをすべて防ぼう御ぎよし切った。

　いくら速度を上げてもはね返される繰り返しに、白髪の目に焦あせりの色が浮かび始める。

「何な故ぜだ？　怒いかりが貴様を強くするとでも言うのか？」

「怒り？　違うな」

　冷たく燃える灰色の瞳が、白髪を捉える。

「お前の心に巣す食くう闇やみの暗さが、私の暗黒に遠く及およばなかったというだけのことだ」

　今のリックには、白髪の動きが静止しているように映うつっていた。

　人は死を覚かく悟ごした瞬間、時がまるで凍こおりついたように感じることがあるという。

　フレオリックは先ほどから、この凍った時間の中に身を置いていた。

　これに対し、白髪の剣の素早さは、究きゆう極きよくまで鍛きたえ上げた結果のものである。彼は通常の時間の中で筋肉と神経の反応を上げているに過ぎないのだ。

　氷の剣は、二振りの剣をもう一度弾はじき返し、その身体を大きく開かせた。

　右の脇の下に、親指の幅はばほどの隙すきが生じる。

　グリードは糸を針に通す時のように、そのわずかな隙を正確に突いた。

　切っ先が白髪の右上腕を貫つらぬいて、呻うめき声を上げさせる。

　そして……。

「ば、馬鹿な！」

　ズキュン！

　グリードが斜ななめに疾はしり、二振りの剣と骨こつ肉にくを一瞬のうちに断たつ音が響ひびき渡わたった。白髪の首は啞あ然ぜんとした表情を浮かべたまま宙を舞まい、二、三回弾はずんで石畳の上に転がった。

「…………」

　リックはゆっくりと剣を鞘さやに戻もどした。

「やったね、リック！」

　ピュティアが駆かけ寄ってきて、腕と脚あしの傷を見る。

「ひどい怪我！」

「出血はすぐに止まる」

　リックは少女の手を払うと、自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやいた。

「……これで、また賞金が上がるかも知れぬな」

「なんで？　リックは何もしてないじゃないか？　悪いのはあっちだよ」

「だが、私の名は呼ばれたが、奴は名も正体も分からぬまま死んだ」

「……あっ！」

　ピュティアはようやく気がついた。

　フレオリックの名と、今日の虐ぎやく殺さつ行こう為いが結び付いて記き憶おくされる可か能のう性せいに。

　おそらく今までも、そんなことが幾いく度どとなくあったに違いない。

「でも！　でも！　ひどいよ、そんなの！　リックは一いつ生しよう懸けん命めい子供たちを守ったじゃないか！」

　金髪の少女はエメラルド色の瞳に涙なみだをためた。
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　その時である。

　陰かげに隠れていた子供たちが姿を現わした。女の子が怖おず怖おずと傷だらけのリックの前に歩み出ると、持っていた勿忘草をリックに差し出した。

「……ありがとう」

　子供たちの無む垢くな笑え顔がおが、剣士に向けられた。

（そうだよ。この子たちだけは覚おぼえていてくれるかも知れない）

　ピュティアは思った。

（リックっていう名の剣士が、血も涙もない人殺しじゃないってことをね）

　フレオリックは少女の手から花を受け取ると一瞬表情を和なごませたが、すぐにその目は冷たさの殻からに覆おおわれた。

「……街を出る」

　リックは足を引きずりながら、黒馬が止まっている所に向かって歩き始めた。

「駄だ目めだよ！　手当てを受けなきゃ！」

「傷は別の場所で癒いやす」

　彼はピュティアの言葉を一いつ蹴しゆうし、鐙あぶみに足を掛かけて鞍くらに跨またがった。

「……私がこれ以上留まれば、また凶きよう星せいを招くことになる。この子供たちのもとに」

「リック……」

「お前も、私のそばにいない方が安全だ」

　ほとんど耳にすることのない、穏おだやかな口調でリックは言った。

「…………」

　ピュティアは黒馬の後部に飛び乗った。

「ピュティア？」

「手当て、一人じゃできないだろ？　さあ、行くよ」

　少女がポンと尻しりを叩たたくと、黒馬は低く嘶いなないて、歩き始めた。

　血と悲しみに染そまった街と、見送る子供たちを後にして。







風ふう　斬ざん










「ほんっっっとに、あんたって何考えてんのかさっぱり分からないよ」

　ピュティアは目ま深ぶかに被かぶったフードの下で、声をひそめた。

「国境に近いとはいえ、ここはザモーラの国内だよ。それをよく酒なんか飲んでいられるねえ、堂どう々どうと」

　彼女の相あい棒ぼうである黒こく衣いの剣けん士し、ヤーバシアの元国王フレオリックは、妃きさき殺ごろしのお尋たずね者である。

　彼に賞しよう金きんをかけた人物が、ヤズミナ妃ひの父であるザモーラ太たい主しゆ。すなわち、今彼らがいる国の支配者なのだ。

「酒さか場ばで酒を飲む以外に何をする？」

　フレオリックは答えたが、目の前に置かれた杯さかずきには口をつけていない。

　文もん句くを言っているピュティアの方が、すでに二杯はい目のシチューを平たいらげかけている。

　半分開いた窓の外からは、遠く太たい鼓こや笛ふえの音が、夜よ風かぜとともに漏もれ込んでくる。

　今夜は春はる迎むかえの祭。

　最北の地を除のぞくエレネイのほとんどの地ち域いきで、これから三日間、日ひ暮ぐれから明け方まで広場に立てられた飾かざり柱のまわりを仮か面めんをつけた男女が音楽に合わせて踊おどり、春の訪おとずれを祝いわうのだ。

「……お祭、見たいな」

　外の音楽に惹ひかれたピュティアは、リックの顔をうかがう。

「……見たければ、見に行けばいい。止めはしないが、菓か子しばかり買って無む駄だ遣づかいはするな」

「ひ、人を子供扱あつかいしてさ！　もう！」

　ピュティアは唇くちびるを尖とがらせ、リックの腕うでを引っ張った。

「ねえ、一いつ緒しよにいこうよ～っ！」

　完全に子供だ。

　と、そこへ……。

「そっちの辛しん気き臭くさい顔をしたお兄にいさん、可か愛わいい恋こい人びとを連つれてってやんなよ」

　この酒場の給きゆう仕じをしている娘むすめが笑いながらやってきて、リックの杯を取り上げた。

　ピュティアよりは二つ、三つ年上だろうか。

　茶色の髪かみを束たばね上げてお団だん子ごにした、快活さにあふれた娘である。

「ほら、この分の代金はいいから」

「……いや、払はらおう。ここの雰ふん囲い気きが気に入った」

　静かに杯を傾かたむけることを諦あきらめたリックは、テーブルの上に金貨を置いた。

　娘はそれを見て、ピュウッと口笛を吹く。

「へえ、金持ちなんだ。それが何でこんな田舎いなかの場ば末すえの酒場に？」

「か、金持ちなんかじゃないよ」

　可愛い恋人などと呼ばれてニンマリしていたピュティアは、慌あわてて否定する。

「ただ、金使いが荒あらいだけ。……ほんと、それだけ」

「……ふうん、あんたも苦労するね」

　娘がそれ以上は詮せん索さくしなかったので、ピュティアはホッと胸を撫なで下ろした。

（……まったく、目立つことばっかりするんだから！　こっちは冷ひや冷ひやものだよ！）

「でも、この店が気に入ってくれて嬉うれしいな。ここじゃ昔、あたしの母かあさんも働いていたんだ。けっこう歴史のある店なんだよ」

　娘はリックたちに微ほほ笑えみかけた。

「母さんがあたしぐらいの時だって言うから、三十年ぐらい前かな。あの有名な剣けん聖せいロヴァルがここにきて……」

「け、剣聖ロヴァルだって！」

　剣聖と呼ばれたロヴァルは、ヤーバシアの王子だった頃ころのフレオリックの剣の師し匠しよう。彼が実の父より慕したっていた人物だ。

　ピュティアが目を丸くしてリックを振ふり返った時……。

「おい、カースティ！」

　別のテーブルから、娘に声が飛んだ。

「こっちへきて俺おれたちに酌しやくしろよ！」

　カースティと呼ばれた娘は、苛いら立だたしそうな顔をしてそっちを振り返った。

　その席では、三人の人にん相そうの悪い酔よっ払ぱらいが、食い散らかした皿と引っ繰くり返った葡ぶ萄どう酒しゆの壷つぼの間から、こちらの様よう子すをうかがっている。

「待ってよ！　今こっちのお客さんの相手をしているんだから！」

　娘はぶっきらぼうに返すと、リックたちに笑え顔がおを向けた。

「気にしないで。あいつら、威い張ばってるけど、下したっ端ぱだから。この町を牛ぎゆう耳じってるフィエスコ一家のね」

「町を牛耳ってる？　ここだって巡じゆん回かい治ち安あん官かんとか、一応くるんだろ？」

　と、ピュティア。

「そんなもの、半年に一度ちょっとやってきて、フィエスコから賄わい賂ろを受け取って目をつむってるだけよ」

「これ、カースティ、余よ計けいなことを」

　店の主人である老人がリックたちの席にやってきた。

「さっ、ここはわしが相手をするよ」

「でも……」

「カースティ！　俺たちが来いって言ってんだ！　それともまた、この前と同じ目に遭あいたいのかよ！」

「俺たちは構かまわないぜ！」

　酔っ払いたちはもう一度怒ど鳴なると、ゲラゲラと笑った。

　カースティは顔を蒼そう白はくにして唇を嚙かみ、老人に盆ぼんを渡わたして酔っ払いたちの席に向かった。

「……可か哀わい相そうだが、連れん中ちゆうに逆さからえばあの子のためにもならんのです」

　老人は声をひそめ、弁解するようにリックに言った。

「前にあの子は、フィエスコの誘さそいを拒こばみましてな。その夜のうちですわ、奴やつの子分に襲おそわれて……」

　そう語る老人の手は震ふるえていた。

「酷ひどいもんです。許婚いいなずけがいたのですが、その男にも去られてしまいました。気き丈じように振る舞まっていますが、わたしはあの子が店の裏で泣いているところを何度も見たことがありますよ」

「…………」

　リックは立ち上がると、酔っ払いたちの席に向かった。

「お、お客さん！」

　老人が止めようとするのを、ピュティアが制する。

「無む駄だだよ。……それに今の話を聞いたら、あたしだってあいつを止める気にはならないもん」

　リックは、酔っ払いたちに抱だきつかれて酒を注つぐカースティの前に立つと、その腕うでをそっとつかんだ。

「さっきの話の続きを聞かせてくれ。この店を訪おとずれた剣聖の話を」

「はあ？　何だ、こいつ？」

「この売女ばいたは俺たちの酌をしてるんだ、死にたくなかったら、引っ込んでな！」

　酔っ払いたちは椅い子すを蹴けり、それぞれ腰こしの武器に手をかけてリックをにらみつける。

　その時……。

「……わしも、その話を聞きたいな」

　先ほどから奥おくの席でひとり杯を傾けていた男がぬっと立ち上がった。

　灰色の外がい套とうをまとった大おお柄がらな男で、暗い色の長い髪かみと、たくましい腕が野性的な雰囲気を漂ただよわせている。

　その瞳ひとみには、五十代の経験と思し慮りよの燻いぶし銀のような輝かがやきが宿やどっているが、鋼はがねのようなその肉体は四十代前半、いや三十代と言っても通りそうだ。

「ちっ、てめえもか！」

　酔っ払いたちは、灰色の外套の男を見て床ゆかに唾つばを吐はいた。

「俺たち一家の恐おそろしさ、どうやら知らねえようだな」

「この街まちを訪おとずれるのは三十年ぶりだからな」

　男は肩かたをすくめた。

「だったら大人おとなしくしてやがれ！」

　酔っ払いの一人、胸に竜の刺青いれずみを入れた赤ら顔の男が、カースティを無む理り矢や理り引き寄せて、汗あせ臭くさい腕の中に抱いた。

「……楽しませろや、この前みたいによ」

「！」

　パチンッ！

　カースティの平ひら手てが刺青の男の頰ほおに飛んだ。







[image: ]







「この薄うす汚ぎたねえ売女が！」

　刺青の男はこぶしでカースティのアゴを殴なぐり返した。

　カースティはリックの腕の中に倒たおれ込む。

「おら！　寄よ越こせ、その女！」

　もう一人の酔っ払いがリックの肩に手をかけた。

（……ああ、知～らないっと）

　ピュティアは騒そう動どうの予感にため息をつく。

「……煩うるさい蠅はえだ」

　利きき腕にカースティを抱かかえたリックは左手を使って、酔っ払いの腰から素す早ばやく剣を抜ぬいた。

「おっ！」

　目にも留まらぬ速さで刃やいばが走り、再び鞘さやに戻もどる。

　剣を取られて一いつ瞬しゆん驚おどろいた酔っ払いたちだが、すぐにリックが剣を返したことで、図に乗った。

「おい、いってえ何のつもふぃ……」

　刺青の男はリックに脅おどしをかけようとして、顔を近づける。

　だが……。

「いひゃ、にゃんにょちゅも……ちゅも……ふえ？」

　自分の声がどこかから抜けていくのを感じて、刺青の男は鼻を押おさえた。

「……ひ、ひえぇぇぇ～っ！」

　男は悲ひ鳴めいを上げた。

　リックの剣は、男の鼻の頭をスッパリと二つに割っていたのだ。

「血、血ぃぃぃぃーっ！」

　刺青に相応ふさわしからぬ情なさけない表情で男は泣き、床をのたうち回った。

「てめえっ！」

　他ほかの酔っ払いたちが一いつ斉せいに腰の剣を抜いた。

「子供のお遊びは終わりの時間だ」

　灰色の外套の男が、そのうち一人の後頭部に逆さか手てに握にぎった剣の柄つかを振り下ろした。

「ぐへっ！」

　酔っ払いは白しろ目めを剝むいて昏こん倒とうする。

「……帰って寝ねることだ」

「ち、畜ちく生しよう！」

「覚おぼえてろ！」

　完全に酔いが醒さめた残った二人の酔っ払いは仲間を抱えあげると、月つき並なみな捨て台詞ぜりふを吐き、ほうほうの体ていで店から逃にげ出した。

「いい気味だわ！」

　彼らの出ていった扉とびらに向かってカースティは罵ば声せいを飛ばし、リックたちを振り返った。

「ありがとう。ああ、さっぱりした！」

「……何てことを」

　店の主人は頭を抱える。

「この街で連中ににらまれたら、商売をやっていけない……」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　カースティは励はげますように主人の肩を叩たたく。

「いざとなったら、あたしが全部引っ被かぶるわ」

「だが……」

「もう、どんな目に遭っても平気よ。これ以上酷ひどいことにはなりようがないでしょ？」

　カースティは笑った。

「でも、ほんとスカッとしたわ！」

　その気丈な様子が、ピュティアの胸を打つ。

「お客さん」

　カースティはリックに向かって言った。

「昔の話が聞きたいんでしょ？　して上げる。あたしにとっては、夢の英えい雄ゆうさんの話をね」

　カースティは語り始めた。
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　その夜はやはり、春はる迎むかえの祭の夜……。

　あいにくの雨のなか、その少年はやってきた。

「酒を頼たのむ。娘むすめ御ごよ。地じ酒ざけを味わってみたい」

　奇き妙みような言こと葉ば遣づかいの少年は、店の真ん中のテーブルを一人で占せん領りようすると、給きゆう仕じの娘──カースティの母──に告つげた。

「はあ？」

　呆あきれ顔で娘は少年を見返す。

「心配するな、金ならある」

　少年は胸を叩いた。

「……そういう問題じゃないでしょ」

　娘はこめかみに指を当てた。

「んっ？　じゃあ、何だ？　理由を話せ」

「あのねえ、子供にお酒を売る訳わけにはいかないの！」

「そんな法律があるのか？」

　少年は首を傾かしげる。

「私は知らんぞ」

「常じよう識しきよ、常識！」

　娘は声を荒あらげた。

「もう、どっからきたのよ、あんた！　海の向こう？　地の果はて？」

「残念だが、娘御よ、その問いには答えられぬ」

　少年は頭かぶりを振った。

「……頭ず痛つうがしてきたわ」

　娘は店の奥にいくと、杯さかずきを持ってきて少年の前に置いた。

「すまぬな」

　少年は杯に口をつける。

「……このような味なのか？」

　しばらく口の中で液体を転ころがした後、少年は娘を見上げた。

「このような味って？」

「いや、酒というのはこういう味なのかと聞いている」

「……あんた、お酒飲んだことないんだ」

　娘は笑った。実は彼女が出したのは、蜂はち蜜みつを水に溶といただけのものだったのだ。

　少年は一いつ瞬しゆんむっとした顔になったが、すぐに娘とともに笑いだした。

　その時……。

　バンッ！

　扉が乱暴に開あけ放はなたれ、武器を手にした男たちが店に傾なだれ込んできた。

「入口を固めろ！　お前らは裏うらだ！」

　頭とう目もくらしい男が他の面めん々めんに命じた。

　同時に、何人かが少年や娘、他の客に武器を突つきつける。

「騒さわぐなよ、命がないぜ！」

「何だ、この騒ぎは？」

　少年は席に着いたまま、落ち着いた顔で羽は交がい締じめにされた娘を見上げる。

「野や盗とう団だんよ。自じ警けい団だんが昨日きのう、討とう伐ばつに出たんだけど。……その隙すきを狙ねらったのね」

「悪いけどな、ねえちゃん」

　頭目がニヤリとした。

「自警団は全員殺やったぜ。今夜来たのは、おれたちを捕つかまえようなんぞと馬ば鹿かな考えを起こした罰ばつを、この町の連中に与あたえるためさ」

「……早い話が逆さか恨うらみだな」

　少年がつぶやく。

　ガッ！

「利きいた風ふうな口を叩たたくんじゃねえ」

　野盗の一人が、少年の顔を蹴けった。

「よしなさいよ、まだ子供じゃないの！」

　娘は野盗の腕うでを振りほどき、引っ繰くり返った少年を助け起こす。

「大丈夫だ、娘御よ」

　少年は立ち上がった。

「このような連中をのさばらせてはおけぬ」

「ほう？」

　頭目が少年を見て笑う。

「随ずい分ぶんと生なま意い気きな言葉を吐はくじゃねえか。得え物ものもなしでよ」

「得物なら、ある」

　奥の席に座すわっていた男が立ち上がった。

　年は三十代後半から四十代。あご髭ひげを短く刈かり、黒くろ髪かみを後ろで束たばねている。

　そして、腰には一振りの長ちよう剣けん。

　眼光に力のある、がっしりとした体格の男だ。

「坊ぼう主ず、これを使え」

　男が投げたのは、ブーツに差してあった短剣だった。

「忝かたじけない！」

　少年はそれをつかむと頭目と対たい峙じした。

「さあ！　罪つみを悔くい改めて、大人おとなしく縛ばくにつけ！」

「巫ふ山ざ戯けるのもたいがいにしろ」

　頭目は部下に目で合あい図ずした。

　少年を囲む野盗たち。

「お前たちの相手はわしだ」

　男が少年の後ろに素ず早ばやく回って剣を抜ぬいた。

　シュウシュウと白い冷れい気きが刃やいばから発せられ、あたりの気温が下がってゆく。

「そ、その剣は！」

　頭目の表情が変わった。

「……剣聖ロヴァル」

「この人が？」

　娘が目を丸くする。

「このお方かたが？」

　少年はチラリと背せ中なかを振り返る。

「眼前の敵に注意を集中しろ。刹せつ那なの油ゆ断だんが死を招く」

「はい！」

　少年の元気のいい返事にロヴァルはうなずくと、自分を遠とお巻まきにする野盗たちに告げた。

「この氷ひよう刃じんは情けを知らぬ。誤あやまって命を奪うばうやも知れぬが、恨うらんでくれるな」

「や、やれ！　剣聖ロヴァルを殺やって名を上げろ！」

　頭目の声に、野盗たちは一いつ斉せいにロヴァルに飛びかかる。

「……愚おろかな」

　ロヴァルは軽かろやかな足あし捌さばきで野盗の間を駆かけ抜けた。

　ズシュッ！

　それは必要以上に速い剣ではなかった。

　だが、ロヴァルの握にぎるグリードの銀の刃は、無む駄だの一いつ切さいない最小の動きで野盗を斬きり捨ててゆく。

　白く美しい、光の軌き跡せきを描えがいて。

　一呼吸後。

「ううっ！」

　五人の野盗が、手足に深ふか手でを負おって地を這はった。

「……続けるかな？」

　ロヴァルは血を払い、野盗たちを見み渡わたした。

「…………」

　野盗の子分たちは武器を捨てた。

　一方、頭目は少年を壁かべ際ぎわに追い詰つめていた。

　背の低い少年の頭ず上じように、重い曲刀の刃が何度も立て続けに振り下ろされる。

「どうした！　口ほどにもねえっ！」

　頭目は嘲ちよう笑しようした。

　避よけそこなった曲刀が少年の肩をかすめ、血が噴ふき上がる。

「今の一いち撃げきは……」

　少年は歯を食いしばった。

「職務を軽かろんじ、国の隅すみ々ずみまで目を配くばらなかった私の怠たい慢まんへの報むくい」

　幼おさない手に短剣がしっかりと握り直される。

「そして……」

「おらっ、死ね！」

　渾こん身しんの力が込められた頭目の一撃を、少年は壁を蹴ってかわす。

「これがそのけじめだ！」

　テーブルに上って跳ちよう躍やくした少年は、空中で大きく振りかぶり、短剣を頭目の肩かた口ぐちに叩き込んだ。

「ぐおっ！」

　頭目は曲刀を落とし、がっくりと床に膝ひざをついた。

「……安心しろ」

　少年は荒い息のもとで額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「致ち命めい傷しようではない」

　店の主人や他ほかの客が、降こう伏ふくした野盗たちを縛しばり上げると、少年はロヴァルの前に立った。

「感謝する、剣けん聖せい殿どの」

「なんの」

　ロヴァルは短く答え、血ち糊のりをきれいに拭って差し出された短剣をブーツに戻もどす。

「陛へい下かのお手て並なみ、お見み事ごとでした」

「……やはり、見み抜ぬかれて」

　少年は頭を振った。

「剣聖の目はすべてを見抜く、との噂うわさは真実でしたね」

「下らぬ流りゆう言げんですな」

　ロヴァルは目を細めたが、すぐに真しん剣けんな表情になった。

「お忍しのびの視し察さつ、学ばれたところは大きかったでしょうな」

　皮ひ肉にくとも取れるこの言葉に、少年は顔を伏ふせた。

「……今まで私は己おのれの執しつ務むを十二分に熟じゆく知ちしていると自じ負ふし、普ふ通つうの少年のような時を過ごせぬことで家か臣しんを恨んでいた。だから、視察を口実に都を抜け出した」

　少年は、両手を顔の前でギュッと握り合わせた。

「だが、私は間ま違ちがっていた。平和で幸福に満ちていたのは、都の限られた一部だけ。あとはみな、この町のように暴力の支配する土地だった。私はもっと、働かねばならぬ。この国、いや、エレネイ全土に平和をもたらすために」

　少年はややためらった後に切り出した。

「そのためには、ロヴァル殿、貴き殿でんに学ぶことは多いと思う。……私の師になって頂いただけないか？」

　この言葉に、ロヴァルは頭かぶりを振った。

「わしは一いつ介かいの剣けん士し。政まつりごとの師には相応ふさわしくありませぬ」

「だが……」

　抗こう議ぎしかける少年を制し、ロヴァルは続けた。

「しかし、友人となることに異い存ぞんはありません」

「……そうか。では、友人として、いろいろ私に教えてくれ」

　少年は剣聖に手を出した。

　その時。

「なに難むずかしそうな顔をして話しているの？」

　娘が二人のところにやってきた。

「ありがとう、あたしたちもお客さんたちも、いいえ、町のみんながあなたたち二人のおかげで助かったわ」

「そう言ってくれると、慰なぐさめられる」

　少年はうなずいた。

「あんた、相あい変かわらず分からないこと言うね」

　娘は肩をすくめる。

「まあ、いいけど」

　少年は笑った。

「娘御、私はそなたが気に入った。一いつ緒しよにこないか？」

「ふふ、そうねえ」

　娘は微び笑しようした。

「あんた、悪くはないわ。でも、ロヴァルさんに比べると、やっぱり半はん人にん前まえって感じがするわね」

　娘は少年の頰ほおに口づけした。

「何年かして、あなたがもっと立りつ派ぱな男になったら、ついていってあげる。だから、頑がん張ばって男を磨みがきなさい」

「ああ」

　少年は顔を真まっ赤かにしてうなずいた。

「必ず、必ずそうする。そうしてみせる」
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「……で、それから？」

　娘の話が終わるとピュティアが言った。

「それからって？」

「だから、ロヴァルとその男の子だよ！　その後、ここにきたの？」

「全然」

「全然って？」

「二人とも、二度と現われなかったって母さんは言っていたわ」

　カースティは汗あせで額ひたいに張りついた髪かみを搔かき上げた。

「その男の子、今考えると、どこかの領りよう主しゆの御おん曹ぞう司しだったのかもね。いつかその子が、立派な剣士になって戻もどってくるって母かあさんは思ってたみたい。それが母さんの夢だったのね」

「でも、戻ってこなかった」

「十年も待っていたんだから、笑っちゃうけどね」

「母はは上うえは今は？」

　灰色の外がい套とうの男が静かに尋たずねた。

「八年くらい前に。過か労ろうでね」

「……そうか」

「リック」

　ピュティアはリックにささやいた。

「その頃ころの話、聞いたことある？」

　リックは黙だまって頭かぶりを振った。

　その時。

「けっ！　やっぱりまだ居いやがった！」

　騒そう々ぞうしく店に乱入してきたのは、さっきの酔よっ払ぱらいどもを先頭に三十人ほどの男たち。

　一番後ろに立っているのは、身なりはいいが狡こう猾かつな目つきをした男だった。

「うちの若い者もんをいたぶってくれたそうだな」

　狡こう猾かつな目つきの男は、気き取どりを感じさせる口く調ちようで言ったが、声質が高いのでその効果はいまひとつだ。

「あの男が？」

　灰色の外套の男が、片かた眉まゆを動かしてカースティを見る。

「ええ。フィエスコよ」

　うなずくカースティ。

　今、何か武器を持たせたら、飛びかかりかねない激しい怒いかりがその瞳ひとみに宿やどっている。

「さもしい顔だ。小さな町で支配者風かぜを吹ふかせるだけの思い上がった小こ者ものだな」

　リックは店の主人に新しい葡ふ萄どう酒しゆを持ってこさせた。

「甘あまく見ないで。あいつの部下は人間だけじゃないのよ」

　カースティが警けい告こくする。

「……いい度ど胸きようだ」

　自分の存在を気にも留めずに続けられているリックたちの会話に、フィエスコは頰の筋肉を痙けい攣れんさせた。

「お前たちも、カースティ、貴き様さまも血ち反へ吐どの中に這はいつくばらせてやる！」

「下げ品ひんな物もの言いいだな。ここでやるか？」

　灰色の外套の男がリックの顔を見る。

「いや、これ以上、連れん中ちゆうの汚けがれた血で店を汚よごすことはあるまい。ここはいい店だ」

　リックは立ち上がった。




　店の外に灰色の外套の男とリックが出ると、フィエスコとその子分たちは二人を遠とお巻まきにした。

　その様よう子すを、ピュティアは酒場の扉とびらの陰かげからのぞく。

「さて、どうする？　分ぶん担たんを決めるか？」

　灰色の外套の男がリックの顔を見る。

「その必要はない」

　リックの右手が剣の柄つかにかかった。

　ブーンという振しん動どうがその手に伝わる。

「……面おも白しろい」

　剣は抜ぬき放はなたれ、白い冷れい気きが銀の刃やいばから立ち上のぼった。

「……ねえ、まさかあの剣？」

　それを見たカースティが、ピュティアに尋たずねる。

「し、知～らない！」

　ピュティアは顔を背そむけたが、内心ではかなり驚おどろいていた。

（グリードがどうして？）

　ロヴァルから譲ゆずられた氷ひよう刃じんグリードは、妖よう精せい族ぞくのオルムによって鍛きたえ直されて以来、抜き放たれる時を自みずから選ぶ剣となっていた。

　小さな町の小悪党を相手に、この頑がん固こな剣が抜ける訳わけがないとピュティアは思っていたのだ。

　だが、そうしたピュティアの当とう惑わくをよそに、リックはフィエスコ一いち味みの中に飛び込んでいた。

「ひっ！」

　驚きよう愕がくの表情を張りつかせた首がまずひとつ、宙を舞まった。

　一方、灰色の外套の男も、剣を抜いていた。

　グリードと比ひ較かくすると、かなり幅はばの広い大たい剣けんである。

　ピュティアの身長ほどもあるその大剣を、灰色の外套の男はいとも軽かる々がると扱あつかってみせた。

「こうしたクズどもはいくら斬きって捨てても涌わいてくるものだな！」

　大剣が垂すい直ちよくに振ふり下ろされた。

　子分の一人が脳のう天てんから股またまで身体からだを真まっ二ぷたつにされ、左右に半身ずつ分かれて倒たおれる。

　その間に、リックはもう一人、袈け裟さ掛がけに子分を屠ほふる。

　そして、その子分が地面に倒たおれぬうちに、また一人、灰色の外がい套とうの男に腹を貫つらぬかれて絶ぜつ命めいした。

「うわああっ！　こ、こいつら化ばけ物ものだ！」

　二人の剣士の絶対的な強さに、子分たちは及および腰ごしになり、フィエスコの顔色をうかがう。

「馬ば鹿か者ものどもが！　ビビるんじゃねえ！」

　フィエスコは慇いん懃ぎんな物もの腰ごしを捨てて、内面の粗そ野やさを剝むき出しに怒ど鳴なる。

「邪じや妖ようを、邪妖を呼び出せ！」

「へいっ！」

　子分の一人がこれに応こたえ、首から下げていた角つの笛ぶえを高らかに吹ふいた。

　低い、腸はらわたを揺ゆさ振るような音が夜空に響ひびき渡わたる。

「祭の夜に不ぶ粋すいな……」

　灰色の外套の男が顔をしかめる。

　すると……。

　フィエスコの後方の空に、蝙蝠こうもりの翼つばさを持った小さな人間のような影かげがいくつも現われた。

　邪妖と呼ばれるこの生き物は、人間と接せつ触しよくしたために退たい化かし、精神が歪ゆがんだ森の妖精の一種。

　爪つめと牙きばに猛もう毒どくを持ち、上空から高速で襲おそいかかるので、深い森を狩かり場ばとする猟りよう師したちから忌いみ嫌われている存在だ。

　今、それが角笛を合あい図ずに、リックに向かって一いつ斉せいに、螺ら旋せんを描えがくようにして降こう下かする。

　グリードが一いつ閃せんし、先頭の一匹ぴきを真まっ二ぷたつにしたものの、邪妖は勢いを緩ゆるめることなく爪と牙で攻こう撃げきを仕し掛かけた。

　リックはこれを見切ったが、黒い外套にいくつか裂さけ目が走る。

「いちいち相手にしていては切りがないな」

　リックは大きく跳ちよう躍やくして邪妖の真下から逃のがれると、氷の剣を逆さか手てに持ちかえて、再び邪妖の中に躍おどり込んだ。

「……風ふう斬ざん」

　絶たえ間まのない波は状じよう攻撃をかける邪妖に対し、リックは利きき足を中心に身体からだを回転させながら、斜ななめにその軌き跡せきが交差するようにグリードを振り続けた。

　キキキッ！

　金属が軋きしむような、甲かん高だかい声を上げる邪妖たち。

　巻き起こる凄すさまじい風に、邪妖はその動きを鈍にぶらせ、片かたっ端ぱしから袈け裟さ掛がけに氷ひよう刃じんを叩たたき込まれる。

　凍こおりつき、斬きり捨てられた邪妖の山が、たちまちリックの足あし元もとに築きずかれてゆく。

　そして……。

　キィィィッ！

　最後の一匹が、憎にくしみのこもった顔を凍りつかせて大地に落ち、砕くだけ散った。

「……ひ、退ひけ！」

　これを見たフィエスコは、叫さけぶが早いか、リックたちに背中を向けて逃げ出した。

「……禍か根こんは残さぬ」

　灰色の外がい套とうの男が、彼の背に向けて大剣を投げた。

　大剣はギュンと回転して飛び、フィエスコとその周囲にいた子分たちの胴どうを払はらった。

「ぐはっ！」

　フィエスコは不ぶ様ざまな姿で邪妖の死体の山に倒れ込み、絶命した。

　生き残った子分たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。

「……見み事ごとな剣だった。さすがはロヴァルの愛まな弟で子し」

　あたりが静かになると、灰色の外套の男は大剣を拾いながらリックに言った。

　だが……。

「…………」

　リックはグリードの先せん端たんを灰色の外套の男に向けた。

「ち、ちょっと、何してん……」

　ピュティアは飛び出しかけて足を止めた。

　灰色の外套の男とリック。

　二人の男の間には、ピュティアでは入り込むことのできない因いん縁ねんがあることが、周囲の張り詰めた空気からひしひしと感じられたからだ。

「ここで決着をつけるか？」

　灰色の外套の男も、静かに剣を下げ段だんに構かまえる。

「……一度、聞きたかった」

　リックはグリードの先端を、相手の喉のど元もとにピタリと向けて言った。

「なぜ、自分の娘を巻き込んだ。なぜ、ヤズミナを政せい争そうの道具に使った、アルゲニブ」

「愛する娘の幸しあわせを願う父の気持ちが分からぬのか？　わしはお前を自分の後こう継けい者しやにしてもよいと考えていた。そう思って、ヤズミナを娶めとらせた。だが、貴き様さまはあの子に苦しみしか与あたえなかった。だから、わしはあの子を救おうとしたのだ」
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「ヤズミナが死んだのは私のせいだと？」

「そうだ！」

　灰色の外套の男、アルゲニブは一瞬激げきしたが、ややあって頭かぶりを振った。

「……いや、二人の罪だな」

「……お互たがいにその罪を清せい算さんするべき時が来たようだ」

　リックは口くち元もとに皮ひ肉にくげな笑えみをたたえた。

「お前がロヴァルの弟子なら、わしはロヴァルの友。おいそれとは負けぬぞ」

　アルゲニブは次し第だいに腰こしを落とし、ロヴァル流の刀とう法ほうに近い構えを見せる。

　リックは師と対たい峙じしているような感覚を覚えながらも、一撃で勝負を決するべく、グリードを鞘さやに戻もどして抜ばつ刀とうの構えに入った。

（ど、どうしてこうなっちゃうのさ!?）

　事情が吞のみ込めないピュティアは、止めに入ろうにも入れなかった。

　二人の間の張り詰めた空気が、他者の干かん渉しようを拒こばんでいたのだ。

　だが……。

「待って！」

　大だい胆たんにも、カースティが二人の間に飛び込んだ。

　下へ手たをすれば、二人に斬られる危き険けんを冒おかして……。

「あなた、あの時の男の子なんでしょ!?」

　カースティはアルゲニブに向かって言った。

「母さんがずっと待っていた？」

「…………」

　ややあって、戦意を削そがれたアルゲニブは剣を鞘さやに戻した。

「ああ、そうだ」

　これを見て、リックも静かに息を吐はく。

「やっと、やっと来てくれたのね！　そして、母さんの時と同じようにあたしを助けてくれた！」

　自分の胸に飛び込むカースティに、アルゲニブは戸と惑まどう。

「……わしを責めぬのか？　約束しておきながら、三十年も訪おとずれなかった男を？」

　カースティは首を横に振る。

「でも、来てくれた。母さんは正しかったのよ！」

「……ピュティア」

　リックは相あい棒ぼうの少女を呼んだ。

「な、なにさ？」

　安あん堵どのあまり腰が抜けそうになっていた少女は、壁かべに手をつきながらようやく立ち上がる。

「祭を見たいのだろう。行くぞ」

「へっ？……何だか気き味みが悪い」

「行くのか、行かないのか？」

「行くよ、行くに決まってるでしょ！」

　ピュティアが腕にしがみつくと、リックは酒さか場ばの前に立つ二人に背を向けた。

「剣士さん！」

　カースティはその背中に声をかける。

「……その氷の剣、あのロヴァルさんの剣だよね？　もしかして、ロヴァルさんの息むす子こさん？」

　おそらく、お尋たずね者フレオリックのことを知らないのだろう。

　娘の言葉に、リックの表情がわずかに和なごむ。

「息子か……。そう思ってくれて構かまわぬな」

　リックはそう告げると、ピュティアとともに広場の喧けん騒そうの方に向かって消えていった。

　アルゲニブは黙だまって彼の姿すがたを見送った。

　それとほぼ入れ代わりに……。

「……陛へい下か」

　白しろ覆ふく面めんの男がアルゲニブの前に現われ、ひざまずいた。

「お探さがしいたしました。毎度のことながら、困ったお方かたです。突とつ然ぜん、書き置きひとつで宮きゆう廷ていから姿をお消しになられるとは」

「許せ、テイワズ。ふと、思い立ってな」

　アルゲニブは笑った。

「……えっ、陛下？」

　白覆面の使った敬けい称しように、カースティはパッとアルゲニブから離はなれる。

「陛下って、まさか？」

「このような僻へき地ちでは、知らぬのも無む理りはないが……」

　白覆面の男は、アルゲニブがうなずいて許きよ可かを与あたえるのを待ってから、娘に告げた。

「このお方こそ、ザモーラの太たい主しゆアルゲニブ様である」

「……！」

　娘は後あと退ずさり、慌あわててひざまずいた。

「と、とんだご無ぶ礼れいを！　お許しください！」

　ちょうどそこに出てきた店の主人も、カースティと並んで平へい伏ふくする。

　アルゲニブは頭かぶりを振り、カースティを抱だき起こした。

「許しを請こいたいのはわしの方だ。どうだ、宮廷に来こぬか？　お主ぬしの母に与えてやれなかった暮らしを、是ぜ非ひ、お主にはして欲ほしい」

「えっ、でも？」

　戸と惑まどうカースティ。

「行きなさい」

　その時、店の主人が言った。

「今夜は祭だ。この空の下、一人ぐらい幸しあわせになる娘がいてもいい」

「どうだ？」

　もう一度、アルゲニブが尋たずねると、ようやくカースティはうなずいた。

「では、さっそく宮廷に向かうとするか」

　アルゲニブはカースティを肩かたに担かつぎ上げると歩きだした。

「……陛下」

　その後ろにピタリと張りついて、白覆面がささやく。

「先ほどの黒衣の男、もしや？」

「捨ておけ。今こ宵よいは春迎えの祭だ。貴き様さまが見たもの、あれは……」

　ザモーラの太主は星降る夜空を見上げた。

「あれは、新しい季節の香かおりに誘さそい出された幻まぼろしだ」
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「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　フレオリックは剣けんを鞘さやに収めながら、傍かたわらに腰こしを抜ぬかして座すわり込んでいる少女に尋たずねた。

　ここはヤーバシアの国王直ちよつ轄かつの森林。

　ザモーラとの国境にあるこの豊かな森は、ヤーバシア王のお気に入りの狩かり場だった。

　今こ年とし十七歳になる王子フレオリックは、病やまいに臥ふせっているベロス王に代わって、森の見回りにきていた。

　そこで、彼は身動きが取れないでいるひとりの少女を発見したのだ。

　熊用の罠わなにスカートの裾すそを挟はさまれたのだ。

　強い鋼はがねのバネを使った罠である。ひとつ間違えば足首が千ち切ぎれているところだ。

　リックは剣を抜き放つと、目にも留とまらぬ速さで振り下ろした。

　鋼鉄の罠は一いち撃げきで真っ二つになる。

　少女はそのまましばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていだったが、フレオリックが肩かたを揺ゆすると、その黄おう金ごんの瞳ひとみにさっと怒りの色を走らせて彼をにらみ上げた。

「……服が汚よごれました」

　少女は、森を歩くのには相応ふさわしくない銀ぎん糸しの縁ふち取どりをした絹きぬのドレスをまとっていた。

　十二、三だろうか。はっきりとした眉まゆに、艶つや々つやと輝かがやく漆しつ黒こくの髪かみ、キリリと結ばれた口元と宝石のような瞳には、フレオリックが初めて目にする至し高こうの気き品ひんが宿やどっている。

「そんな口が利きけるんなら平気だね」

　フレオリックは少女を抱だき上げて立たせた。

「は、放しなさい！」

　少女は顔を真まっ赤かにして暴あばれ、フレオリックから逃のがれようとする。

「やれやれ」

　フレオリックは少女をそっと下ろし、その顔をまじまじと見つめた。

「……君、ヤーバシアの人間じゃないね？　もしかすると……ザモーラの？」

　隣りん国ごくザモーラとヤーバシアの関係は、良好とは言えない。今年四度目の休戦が締てい結けつされたのが、つい数日前のことだったのだ。

「ここはヤーバシアの領りよう土どだ。すぐに帰った方が……」

「私に指さし図ずすることは許しません！」

　少女はキッと顔を向けてフレオリックの言葉を遮さえぎった。

「私に国境なんて意味はないのです！　そのうちこの森も、父上の国の一部になるのですから！」

「父上？」

「控ひかえなさい！」

　少女は言い放はなった。

「救ってくれたことには礼を言います。ですが、あなたの態度は神しん聖せいザモーラの太たい主しゆの第一姫ひめ、ヤズミナに対するものとしてはあまりにも無ぶ礼れいです！」

　フレオリックは、胸を張る少女の目をのぞき込んだ。

「……噓うそじゃないようだね」

　こんな噓を吐つけばどうなるか、小さな子供でも知らない訳わけはない。

　フレオリックは少女の前にひざまずいた。

「失礼を、姫ひめ君ぎみ」

　身分から言えば同等。膝ひざを折る必要はないのだが、彼は、ひとり迷まよい込んだ森の中で精せい一いつ杯ぱい気き位ぐらいを保とうとするこの少女に、形容のし難がたい感情を抱いだき始めていたのだ。

　おそらく、この姫は宮きゆう廷ていではいつも大だい事じにされ、敬語以外で話しかけられた経けい験けんが少ないのだろう。だから怯おびえ、余よ計けいに傲ごう慢まんな態度を取る。フレオリックが一歩下がった態度を取ったのは、少女を安心させるためだった。

「……私をヤズミナと呼ぶことを許ゆるしましょう」

　少女はほんの少し、フレオリックに気を許した様よう子すで言った。

「私は馬で遠とお出でをしていてこの意い地じ悪わるな森に迷い込み、その上、渓けい流りゆうで馬を失ったのです」

「ヤズミナ？　へえ、可か愛わいい名前だね」

　フレオリックは微ほほ笑えむ。

「……それで？」

　ヤズミナは腰こしに手を当てて、彼をじっと見る。

「それで……って？」

「鼻はな持もちならない男ですね！」

　幼おさない娘むすめとは思えない表情で、ヤズミナはため息をついた。

「女性が先に名な乗のっているのですよ」

「ああ、そうか」

　こんな状じよう況きようで礼れい儀ぎを守らせようとする少女が、フレオリックは可お笑かしくてしょうがなかった。

「僕ぼくはフレオリックだよ」

「フレオリック？」

　ヤズミナが柳りゆう眉びをひそめる。

「それはヤーバシアでは多い名前なのですか？」

「そうでもないけれど……」

　フレオリックは首を傾かしげた。

「父上に何度かそれと同じ名を聞いたことがあります。ヤーバシア遠えん征せいから戻もどってくると、父上はいつもその名前を持つ王子にしてやられた、と笑って語り、私を抱だき上げるのです」

　フレオリックは冷ひや汗あせが流れるのを感じた。

　弱じやつ冠かん十七歳の彼は、ザモーラとの防ぼう衛えい戦せんに何度か出しゆつ陣じんし、華はな々ばなしい戦果を上げていた。

　同時に戦場に出た弟王子のヤイルが多くの敵てき将しようの首を取り、時には敵本国に攻せめ込んで虐ぎやく殺さつに近いことを行なって、敵、味方の両方から恐おそれられたのに対し、フレオリックは相あい対たいした敵の武器を打ち落とし、殺さずに戦う力だけを奪うばって逃にがしたことで、両国のすべての人々から尊敬を勝ち得ていたのだ。

「……それ、どうやら僕らしい」

　ヤズミナは宝石のような目を丸くした。

「あなたが!?　では、ヤーバシアの第一王子？　どうしてそれがここに？」

「……だから、ここはうちの王領なんだよ」

　先ほどまで少し打ち解とけかけていたヤズミナの表情が硬かたくなり、頰ほおが色を失った。

「…………」

　少女は突とつ然ぜん、髪かみ飾かざりを抜ぬくとその鋭するどい先せん端たんを自分の喉のどに突つき立てようとした。

「危あぶない！」

　フレオリックは慌あわててその手をつかむ。

「何をするんだ!?」

「放しなさい！　ここで捕とらわれて屈くつ辱じよくを受けるくらいなら！」

「誰だれがそんなことをするんだ!?」

「馬ば鹿かにしないで！　ヤーバシア王おう家けにしてみれば、私は最高の人ひと質じちです！　父上にどんな難なん題だいを突きつけることもできる！　私は死んでもそんなことはさせません！」

「落ち着いて！」

　フレオリックは髪飾りをもぎ取って遠くに投げ捨てると、少女を地面に押おさえつけた。

　ちょうど、小こ柄がらなヤズミナにフレオリックが覆おおい被かぶさる形になり、二人の顔がほとんど触ふれ合わんばかりになる。

「…………」

「…………」

　やがて、リックはヤズミナの上から下りた。

「……僕は君を捕とらえたりしない」

　彼は言った。

「でも、このままここにいれば、森番に見つかるか、獣けものに襲おそわれる。森を出るところまで送るよ」

「……どうして？　ザモーラの姫を捕えられれば、お手て柄がらですよ？」

　ヤズミナは信じられないといった表情で、立ち上がって手を差し出すフレオリックを見つめた。

「僕にとっては、君は森に迷い込んだ只ただのひとりの女の子。助けて守るのが当然のことだ。もしもザモーラの姫を捕えることがヤーバシアの平和にとって必要なことだとしても、その時は堂どう々どうとザモーラに乗り込んで姫をこの手に捕える。危き機きにつけ入るようなことは決してしない」

「……どうやら、私はあなたという方かたを見み損そこなっていたようです」

　ヤズミナは頭を下げた。

「ヤーバシアのフレオリック王子。私、ザモーラのヤズミナは、安全な土地に着くまでこの身をあなたに委ゆだねます」

「では、行きましょう」

　リックは先せん導どうしてザモーラとの国境の方に向かって歩き出した。

　だが……。




　しばらく進んだところで、フレオリックの背はい後ごで悲ひ嗚めいが上がった。

　ヤズミナのものである。

「ヤズミナ！」

　フレオリックは振り返って剣を抜いた。

　少女を襲おうとしていたのは、跳とび山やま猫ねこ。

　樫かしの大木の梢こずえまで一ひと跳とびという、凄すさまじい跳ちよう躍やく力りよくをもった獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうだ。

　フレオリックの鋼こう鉄てつの剣はヤズミナを切り裂さく寸すん前ぜんだった跳び山猫のアゴに食い込み、そこから身体からだを真まっ二ぷたつに叩たたき斬きった。

　だが、山猫の爪つめの最後の一いち撃げきが、彼の右の二の腕うでをザックリと割った。

「フレオリック！」

　山猫が絶ぜつ命めいするのを確かく認にんする前に、ヤズミナはフレオリックのもとに駆かけ寄っていた。

「……まいったな、獣相手にこの体ていたらくじゃ、師し匠しようにどやされる」

　フレオリックは大だい丈じよう夫ぶだというように微ほほ笑えみ、近くの岩に腰こしを下ろした。

「どうしてこんな無む茶ちやを？　私を守るためにですか？　さっき約束したから、それだけのために？」

　ヤズミナは涙なみだをためていた。

「……いや」

　少し考えてフレオリックは答える。

「それだけじゃない。僕は心から君を守りたかった。君が……師匠以外では初めて僕に本ほん音ねで話してくれた人だから」

「本音……を？」

「ヤーバシアの宮廷で、僕に心に思ったままを語ってくれるのは師匠のロヴァルだけだ。父は本心では弟を王位にと思っていながら、僕に期待する振ふりをする。弟は僕を臆おく病びよう者ものと思いながらも、兄に対する敬意は払い続ける。臣しん下かも表面では媚こびを売り、内心は廃はい嫡ちやく者しやと見くびっている。君みたいに不ぶ躾しつけで、傲ごう慢まんな調子で僕と話す人は他ほかにはいない」

「私も」

　ヤズミナは涙を拭ぬぐうと自分の袖そでを破り、それでフレオリックの腕をギュッと縛しばった。

「不躾だの、傲慢だのと言われたのは初めてです」

　二人は顔を見合わせて笑った。

「あなたは……王位を継つぐのですか？」

「……いや」

　ヤズミナの問いに、フレオリックは頭かぶりを振った。

「たぶんそういうことにはならないだろうね。弟が父のお気に入りなんだ。それに家臣でも弟を推おすものが多い。今のところは僕が法律上の継けい承しよう者しやだけど、そのうち、父が正式な遺ゆい言ごんで弟に王位がいくようにするはずだ」

　その後、遺言を訂てい正せいする間まもなくベロス王が急きゆう逝せいすることを、この時のフレオリックは知る由よしもなかった。

「よかった」

　ヤズミナは胸に手を当てて小さく息をついた。

「どうしてだい？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねるフレオリック。

「……私、たとえ大好きな父上の命めいでも、政せい略りやく結けつ婚こんはいやなのです」

　ヤズミナは、はにかむように顔を伏ふせた。

「道具にされるのはいや。私はひとりの女として、自分の選んだ人生を歩みたい」

　十二、三歳とは思えぬしっかりとした考えをヤズミナは述べた。

「でも、あなたが世よ継つぎでないのなら……」

　二人は見つめ合った。

　爽さわやかな風が木々の間をそよ吹ふき、さわさわと木の葉を揺ゆらす。

　木こ漏もれ日びが暖かく、柔やわらかにフレオリックと少女を包んでいた。

　かすかに触ふれ合う肩かたを通じて、お互たがいの鼓こ動どうが感じられる。

　そして、このまま時が凍こおりついてしまうかのように思われたその時……。

「……！」

　唐とう突とつに、少女はフレオリックの首に手を巻きつけ、唇くちびるを重ねた。

　ヤズミナは、驚おどろいて身動きのできないフレオリックからなかなか離れようとはしなかった。これが最後のキスであるかのように……。

　やがて、名残なごり惜おしそうに唇を離した高こう貴きなる少女は、紅こう潮ちようした女の表情でフレオリックを見上げて言った。

「もし……あなたの弟が王位を継いで、あなたが自由の身になったら、ザモーラに来て。何も持たずに」

「身ひとつで？」

「ええ。そうすれば……」

　ヤズミナは誇ほこらしげな笑えみをこぼした。

「あなたにすべてを上げます。ザモーラを、そして世界を、すべてをあなたの前に」

「その代だい償しようは？」

「私だけを愛してください！　私を崇すう拝はいして！　政治の道具としてではなく、ひとりの女として。……私の願いはそれだけ」

「…………」

　フレオリックの返答は、彼女の頰ほおへの口づけだった。

「世界もザモーラもいらない。君だけだ、欲しいのは」

「フレオリック……」

　ヤズミナは王子の胸に顔を埋うずめた。

「さあ、森の出口まではもう少しだ。そこまでは送る。……そして、いつか君を迎むかえにいくよ」

「ええ。……待っています、フレオリック」

　後のちのヤーバシアの王は、未来の悲劇の妃きさきの手を取って歩き始めた。







飛ひ　燕えん










「ねえ、そのお宝、本当にあるんだろうね？」

　ピュティアは疑うたがわしげにそのエメラルド色の瞳ひとみを、先せん導どうする若い女に向けた。

「いい加か減げんに信用したら？　噓うそでない証しよう拠こに、こうしてわたしも足を運んでるんじゃない」

　まだ二十代前半に見える女は振ふり返り、薄うすく紅べにを引いた唇くちびるから白い歯をのぞかせた。

　知的だが、夢見がちな少女のような目をした不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きの女性だ。

「あなたは、信じてくれているわね？」

　女が視線を向けて助けを求めたのは、金きん髪ぱつの少女の後に続く、黒こく衣いに身を包んだ長身の剣けん士し。

　女性と見まごうばかりの端たん正せいな顔立ちに、冷つめたい灰色の瞳。彼こそ、ヤーバシアの元国王、剣けん鬼きフレオリックなのだ。

「……ねえ、剣士さん？」

　フレオリックが無む言ごんなので、女はもう一度問い掛けた。

「真実でなければ、ディフォーベ、貴き様さまが死ぬだけだ」

　黒衣の剣士は脅おどしではなく、単なる真実として告つげた。

　ディフォーベと呼ばれた女はやれやれというように肩かたをすくめ、向き直って道を急いだ。




　このディフォーベとフレオリックたちが知り合ったのは、アルダーブルの酒さか場ばだった。

　盗とう賊ぞくの巣そう窟くつでその頭とう目もくを倒たおしてから二日後のこと。

　食事を摂とるフレオリックたちの席にやってきたディフォーベは簡単に名な乗のると、ある遺い跡せきまでの護ご衛えいを引き受けてくれないか、と尋たずねた。

（……ちょっとばかし美人じゃない。あたしほどじゃないけどさ）

　いきなり彼女がフレオリックの隣となりの椅い子すに腰こしを下ろした時、ピュティアは縄なわ張ばりに侵しん入にゆうされた猫ねこのような警けい戒かい心しんを見せた。

「ねえ、この人はね、あんたに雇やとえるほど安くはないんだよ」

　少女は椅子を持ってテーブルの下をくぐると、強ごう引いんに二人の間に割り込んで座すわり、ディフォーベを追い払はらおうとする。

「それにね」

　ピュティアはあたりの様よう子すをうかがいながら声をひそめる。

「大きな声じゃ言えないけど、ヤーバシアのフレオリックってこの人のことなんだよ」

「……有名な人？」

　首を傾かしげるディフォーベ。

　ピュティアは椅子からずり落ちかけた。

「あのねえ、本当に知らないの？　親族殺しの罪つみで、金さん貨か三千の賞しよう金きんをその首にかけられたお尋ね者。情なさけ無用の剣鬼って言われて、今まで数えきれないほどの刺し客かくや賞金稼かせぎを倒してきたんだから」

「いいわね。強いってことでしょ？」

　ディフォーベはうなずいた。

「バリスの遺跡に一いつ緒しよに潜もぐってもらうにはうってつけだわ」

「とにかく、女がらみは駄だ目めなの！　相あい棒ぼうのあたしが決めたんだから絶対！」

　と、ピュティアはにべもない。

　だが、フレオリックはバリスと聞いて、

「死者を蘇よみがえらせる聖せいなる樹じゆ木もくを信しん仰こうしていたといわれるバリスの信徒か……。確か、永遠に財ざい宝ほうが増え続ける〝無限の宝ほう物もつ庫こ〟を持っていたという伝説があったな」

　と、赤あか葡ぶ萄どう酒しゆのゴブレットを唇くちびるに運びながら、少年時代に学んだ子供向けの歴史読み物の一節を思い出すようにつぶやいた。

　この世の中心にある聖なる樹木。厳きびしい戒かい律りつのもと世界を放ほう浪ろうするバリス信徒。そして無限の宝物庫とその守しゆ護ご者しやたち……。

　エレネイに生まれ育ったものなら、誰だれでも聞いたことのある伝説である。だが、この手の話は一種のお伽とぎ話ばなしのようなもので、まともな大人おとななら取り合わない夢物語だ。

　しかし……。

「……宝物庫？」

　ピュティアの耳がその単語にピクンと反はん応のうする。

「そう、それよ。実じつはわたし、この近辺の歴史に興きよう味みがあって、いろいろ調べていたの。それで、ある場所でその宝物庫の遺跡らしいものを、見つけたのよ」

　ディフォーベは秘ひ密みつめいた瞳をフレオリックに向ける。

「どうもわたし一人じゃ手に負えなさそうなんで、腕うでの立ちそうなあなたに一枚嚙かんでもらおうかと思ったんだけど……。どう、剣士さん？」

「リック！　行こ、行こ、行こ！　お宝だよ、お・た・か・ら！　リックったら～！」

　ディフォーベが話し終えるや否いなや、金髪の少女は椅子からピョンと跳はね上がってフレオリックの腕を引っ張った。

「ねえ、リック～！」

　と、猫ねこなで声。

　ピュティアが彼をリックと呼ぶのは、賞しよう金きん首くびフレオリックであることを周囲に知られるのを避さけるためということもあるが、単に彼女の趣しゆ味みという色しき彩さいも強い。フレオリック本人は、この呼び方が全く気に入っていないのだが、何度止やめろと言っても少女がそう呼び続けるので、今ではすっかり諦あきらめてしまっていた。

「……いいだろう」

　意外なことに、金きん銭せんや財宝には普ふ段だん大した関心を払はらっていないフレオリックも、この時はピュティアに同意した。

　無む論ろん、バリスの宝物庫があると信じたわけではない。フレオリックはこのディフォーベと名乗る女に、ふと、興味を覚おぼえたのである。

　遺跡荒あらしには今までに何人か出で交くわしているが、彼らはみな、もっと欲に凝こり固まった血ち走ばしった目をしていた。だが、この女の瞳には、あくまでも澄すみ切った光しか宿やどっていない。

　腰こしに下げた羊よう皮ひ紙しの束たばと木もく炭たんは、彼女が読み書きのできる教養の持ち主であることを示しているが、至し神しん智ち教団の学者のような勿もつ体たいぶったところはない。第一、学者ならお伽話を信じて宝たから探さがしはしない。

　賞金首を狙ねらう刺し客かくにしては、接せつ触しよくの方法が不自然過ぎる。

　となると、やはり財宝目当ての盗とう掘くつ人にんということになるが……。

　何いずれにせよ、そうした矛む盾じゆんする印いん象しようの中に危あやうさを感じさせる女であることは間ま違ちがいない。フレオリックが断ことわれば、単独でも遺跡に潜るか、もっと質たちの悪い連れん中ちゆうを雇うだろう。

　フレオリックはゴブレットを置いて立ち上がった。

「ありがとう、剣……いえ、リックさんとお呼びした方が良いのかしら？」

　ホッとした様子のディフォーベが尋ねる。

「……剣士と呼ばれる方がましだ」

　彼はそっけなく答えた。

　そして、その日のうちに三人は準備を整え、アルダーブルの街まちを出たのだが……。

　狼おおかみや鹿しかしか通らないような山道をダラダラと半日ほど進むうちに、真まっ先さきに音ねを上げたのが、財宝という言葉に目の色を変えたピュティアだったのだ。




「ほら、もうすぐよ！」

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐったディフォーベが、前方を指差した。

　その先に見えたのは、山やま肌はだに刻きざまれた深く細い亀き裂れつである。

「あれが遺跡ぃ？」

　せいぜい狐きつねが自分の子供を隠かくす程てい度どの隙すき間まである。突とつ然ぜんの脱だつ力りよく感かんに、ピュティアはペタリと座り込んだ。

「……リック、もう帰ろうか？」

「バカね、あの奥おくよ。あの奥に……、そう、何百年もの間ずっと隠れていたんだわ」

　ディフォーベの藍あい色いろの瞳ひとみが、ピュティアの瞳に増して妖あやしく輝かがやいた。

「さあ、行きましょ！　もうすぐよ！」

　三人は身体からだを横にして狭せまい亀裂を通った。

　最初、黒馬で出で掛かけようとしていたフレオリックたちに、馬では駄だ目め、とディフォーベが言ったのは、こういう理由だったのだ。

「胸が……つかえて……苦しいわね」

　先行するディフォーベがピュティアを振ふり返り、同意を求めるように微ほほ笑えんだ。

「余よ計けいなお世せ話わだって！」

　全然引っ掛かかるところのないピュティアはプンとそっぽを向く。

「……下へ手たをすると下した腹はらの方がつっかえそうだな、お前は」

　そんな少女を冷ひややかにフレオリックが見た。

「放ほうっといてよ！」

　ピュティアはベェー、と舌したを出した。

　リックをしんがりに、そのまま不自然な姿し勢せいで進み続けた三人は、やがて開けた空間に出た。

　四方を高い崖がけに囲まれた、街の広場ほどの面積の平地である。

　そして……。

「これ？」

　ピュティアは再び、拍ひよう子し抜ぬけしたような声を出した。

　目の前に現われたのが、何の変へん哲てつもない掘ほり抜ぬき井い戸どだったからだ。

「そう。この中に財宝が眠ねむっているはずよ」

　ディフォーベがわずかに顔を上じよう気きさせてうなずく。

「まさか？」

　と、頭かぶりを振ふるピュティアだが、フレオリックの方はあたりを見回してふっと微笑む。

「確かに、ここに宝物が隠されている可能性は低くはないな」

　首を傾かしげる相あい棒ぼうの少女に、黒こく衣いの剣けん士しは説明する。

「考えてもみるがいい。このような場所に何な故ぜ、井戸がある？　四方を崖に囲まれ、通り道は最近の地じ震しんでできたと思われる真ま新あたらしい亀裂のみ。奇き妙みようだとは思わないか？」

「うっ、そう言えば」

「それに、この井戸の積み石を見ろ」

「……なんか、絵、描かいてあるね」

　ピュティアは目を凝こらして石の一つを見る。

「だいぶ昔のでしょ？　擦かすれちゃって、よく分かんないけど」

「それはね、木の枝に絡からまる二匹ひきの蛇へび。バリス教徒の信しん仰こうする聖なる樹木の象しよう徴ちようよ」

　ディフォーベが解説する。

「……じゃあ、本当に!?」

　ピュティアは跳とび上がった。

　先ほどまでの疑いの気持ちは吹ふき飛んでしまったようだ。

「じゃあ、手て筈はず通りにいきましょ」

　ディフォーベはフレオリックと顔を見合わせ、背せ負おったロープの束たばを解ほどいた。




　　　　＊　＊　＊




　想像通り井戸は空から井戸で、底に着くとその脇わきに小さな穴が開あいていた。

　穴を潜くぐると、その奥は床ゆかに石を敷しいた、割合に広い回かい廊ろうになっている。

　明らかに、人間の手が入った跡あとである。

「これで確信したわ。やはりこの井戸は宝物庫への入口よ」

「でもさ、この先はあんたも行ったことないんでしょ？」

　と、ピュティア。

「大だい丈じよう夫ぶ。構造は分かっているわ。バリスの史書〝虹こう樹じゆ録ろく〟の記述そのままだもの」

　ディフォーベは、自信たっぷりの笑え顔がおを返し、リックの手を引いた。

「さあ！　もうすぐ道の幅はばが狭せまくなるはずよ、剣士さん。〝蘇よみがえりを待ち続ける信徒たちの回廊〟に入るから」

「……その手、放はなしなったら」

　ピュティアはリックが手を振り解ほどこうとしないのを見て、口を尖とがらせた。

　確かにディフォーベの言葉通り、しばらく行くと道は狭せばまり、二人並んで歩くには窮きゆう屈くつさを感じる程度になった。

　ディフォーベが先頭になり、リックがその後に続こうとしたが、二人の間にピュティアが強ごう引いんに割って入る。

「駄だ目めだってば！　あんたが先頭なら、リックはしんがり！」

「どうして？」

　ディフォーベは怪け訝げんな表情でピュティアを振り返った。

「どうしてって……、いいの！　戦術上の理由だよ！」

　素す直なおにリックと彼女が近づくのが嫌いやだから、とはとても言えない。

「……何を馬ば鹿かなことを喚わめいている？」

　リックはピュティアの首くび根ねっ子こをつまみ上げ、ポイと後ろに放ほうった。

「お前がしんがりだ。戦術を言うなら、依い頼らい人にんを挟はさんで守るべきだろう」

「もう！」

　ピュティアは頰ほおを膨ふくらませて拗すねてみせようかとも思ったが、この暗くら闇やみでは無む駄だなことに気がついて止やめた。

「ち、ちょっと、置いてかないでったら！」

　二人がさっさと先に進むのを、少女はあわてて追いかけた。




　回廊の両りよう側がわには、不ぶ気き味みな人ひと型がたの彫ちよう刻こくのようなものが並んでいた。

　松明たいまつに照らし出された彫刻の苦く悶もんの表情を見て、ピュティアは背せ筋すじが凍こおりつくような寒さむ気けを覚おぼえた。

（これ彫ほった奴やつって、腕うではともかく趣しゆ味みは最低）

　道に沿っていくつも並ぶこの人型に、辟へき易えきするピュティアである。

「ねえ。これだけの物を作っといて、バリス教徒ってどこに行っちゃったの？」

　少女は気を紛まぎらわそうとディフォーベに尋たずねた。

「滅ほろんだわ、とうの昔に。……ねえ、面おも白しろいこと聞きたい？」

　ズンズンと進みながら、ディフォーベはちょっと振り返った。

「永遠の命を信じていたバリス教徒には奇き妙みような習慣があって、死期が迫せまったことが分かると、自みずから食事を断たって餓が死しし、木み乃い伊らになるの。……今、わたしたちが歩いている道の両側に並んでいるのがその木乃伊よ！」

「ヒ、ヒィ～ッ！」

　てっきり彫刻だと思い、壁かべに擦すり寄るようにして歩いてきたピュティアは、情なさけない声を上げてフレオリックに飛びついた。

　それを、彼がかわしたものだから、勢いきおい余って道の反対側の木乃伊に抱だきつく羽は目めになる。

「んぎゃあああーっ！」

　ほとんど卒そつ倒とう寸すん前ぜんのピュティア。

「この薄はく情じよう者もの！　何であんたは、いつもいつもこの美少女をそう邪じや険けんに扱あつかうのさ！」

「美少女？　見えんな」

「こ、この～！」

　二人のやりとりを見て、ディフォーベはクスクスと笑う。

「……あんた、その底そこ意い地じの悪い性格、あたしの知ってるアマラって女によく似てる」

「じゃあ、きっとその人も美人ね」

　と、ディフォーベがウインクした時……。

　急にリックが足を止めた。

　すぐ後ろを歩いていたピュティアは、その背中にドスンとぶつかる。

「ったあ。……どうしたの？」

　鼻を押おさえながら、少女は長身の剣士を見上げた。

　フレオリックは無む言ごんでディフォーベの腕うでを引いて下がらせ、氷の剣グリードの柄つかに手を置く。

　無数の気け配はい、いや、気配というより何かがゆっくりと動きだす微び妙みような空気の動きを、彼は感じ取っていたのだ。

「松明たいまつを高く掲かかげろ」

　フレオリックはピュティアに命じた。

「……うげっ！」

　少女は吐はき気けを覚えた。

　暗くら闇やみの中で動きだしたものの正体は、壁に安あん置ちされていた木乃伊の群むれだったのだ。

　百体近い数の死者が、偽いつわりの生命を取り戻もどし、三人を仲間に引き込もうとするかのように迫せまりつつあった。

　飴あめ色いろに干ひ涸からびた人体は、紙の擦こすれるような音をかすかに立てながら、ゆっくりと歩いてこちらにやってくる。

　朽くち果はてた眼球しか持たぬ彼らは、フレオリックたちの命の匂においを感じ取り、それを喰くらい尽つくそうとしているのだ。

「……どうやら、バリス教徒の信しん仰こうはまったく根こん拠きよのないものではなかったようだな」

　フレオリックの口元に皮ひ肉にくな笑えみが浮うかぶ。

「でも、こんな形で生き返りたくはなかったんじゃない？」

　ピュティアもブーツから短剣を抜く。

「お前はその女を」

「分かったよ」

　金髪の少女はディフォーベを庇かばうように、フレオリックの背はい後ごに回った。

　二人が十分に下がったことを確かく認にんすると、黒衣の剣士は最初の一体を十分に引きつけてから剣を鞘さや走ばしらせる。

　大きく一歩踏ふみ出しながらの抜ばつ刀とうに連続する、斜ななめ上に向かっての斬きり上げ。

　グリードが放はなつ冷気があたりを包み込み、柔やわらかい木材に斧おのを打ち込んだ時のような、ザクッという音とともに先頭の木乃伊が真まっ二ぷたつになって倒たおれる。

　続けて、返す刀でその後ろの木乃伊を袈け裟さ掛がけに葬ほうむると、次の一体はグリードの柄でその頭を砕くだいた。

　木乃伊は動きが遅おそいので苦戦するような相手ではないが、何しろ数が多い。

　道みち幅はばが狭せまいために一度に相手にする数が少ないのはいいが、逆に考えれば縦じゆう横おう無む尽じんの移動力を駆く使しするフレオリックの剣の特とく徴ちようが生かせない、ということだ。

　さらに、四十、五十と斬きり倒しているうちに、疲ひ労ろうからわずかに剣の動きが鈍にぶってきた。

　無む論ろん、通常ならばこの程度のことで疲れるフレオリックではない。

　だが、バリスの木乃伊は触ふれるだけで相手の生命力を奪うばう力──こうした能力が、動きの鈍い木乃伊に宝物庫の守しゆ護ご者しやたる資格を与あたえているのだが──があった。

　砕け、吹ふき飛ぶ木乃伊の欠片かけらが少しずつではあったが、フレオリックの力を確実に奪っていったのだ。

「リック、松明たいまつの火は？　火を点つければこんな連中一発で……」

「やめろ！」

　ピュティアが松明を木乃伊の群れに投げ込もうとするのを、フレオリックは鋭するどい声で止めた。

「今ここで火を放はなってみろ。煙けむりでこちらも窒ちつ息そくするぞ」

「っとと！」

　ピュティアは手から離はなしかけた松明を慌あわてて握にぎりなおす。

「じゃあ、どうするの剣士さん？」

　と、ディフォーベ。

「早そう々そうに片かたをつけるだけだ」

　フレオリックはそうつぶやくと、斜め前方に向けて素早く跳ちよう躍やくした。

　そして、壁を蹴けり、通り過ぎ際ぎわに一体の木乃伊を一いつ刀とう両りよう断だんし、その勢いきおいのままに反対の壁を蹴って反転、刃やいばを返して次に続く木乃伊の胴どうを落とした。さらにまた反対の壁を蹴り、もう一体。フレオリックは床に一度も降おり立つことなく木乃伊の列を倒してゆく。

「……凄すごい」

　ピュティアが目を見張っている間に、残りの五十体の木乃伊はすべて、もとの骸むくろに帰きしてしまった。

　そして、最後の一体の首が宙を舞まった時点でフレオリックはやっと床に降り立ち、グリードを鞘さやへと戻したのだ。

「……素す晴ばらしいわ！　〝虹樹録〟の記き載さい通りよ！」

　ディフォーベは熱に浮うかされたような恍こう惚こつの表情で、倒れた木乃伊の群れを見み渡わたした。

「あんた、この状じよう況きようでよくそんなこと言えるねえ」

　さすがのピュティアが呆あきれ顔になる。

「バカね」

　ディフォーベは高まる興こう奮ふんを抑おさえ切れずに少女を抱だき締しめた。その開あけっ広ぴろげな感情表現に、ピュティアは戸と惑まどわずにはいられない。

「これだけの木乃伊を見張りに置いているということは、まさにわたしたちが正しい道を歩あゆんでいることの証しよう拠こよ！　さあ、進みましょう！　宝物庫はもうすぐよ！」




　その言葉通り、回かい廊ろうは少し進んだところで行き止まりになった。

　ピュティアが掲かかげた松明に映うつし出されたのは、枝を拡ひろげた一本の樹じゆ木もくが浮うき彫ぼりされた石の扉とびらだった。

　三人がかりで押せばなんとか開きそうだ。

「ここに間ま違ちがいないわ！　もうこの向こうよ、〝無限の宝物庫〟は！」

　感かん極きわまったディフォーベは、フレオリックに抱きつき、キスの雨を降らせた。

「ち、ちょっと！　何すんの！」

「ごめんなさい、あなたにもね！」

　止めに入ろうとしたピュティアにも、ディフォーベはキスをする。

「大好きよ！　二人とも！」

「女に……キス」

　唇くちびるを奪うばわれた少女はへなへなと座すわり込んだ。

（こ、この女、絶対にまともじゃないよ！）

「さあ、早く入りましょ！　いったいどれだけの富とみが眠ねむっているのか、ワクワクするわ！」

　富、という言葉に我われに返ったピュティアは真まっ先さきに扉に飛びついた。

　重い石の扉が、三人の力でわずかに隙すき間まが開く。

　そこに、ピュティアとディフォーベが先を争うように身をこじ入れた。




「うっわあ～っ！」

　中に入るなりピュティアが歓かん声せいを上げた。

　揺ゆらめく松明の炎ほのおを反射して、宝物庫は虹にじ色いろの輝かがやきに満たされる。

　奥が見み渡わたせないほど広い室内が、一面無数の乳白色の宝石で満たされていたのだ。

　ピュティアはそれを両手で掬すくい上げ、パッと撒まく。

　それが空中でキラキラと、七色の魅み惑わく的てきな光を発するのだ。

「すっご～い、本物だ！　本当のお宝だよ！」

「……玉ぎよく髄ずいや蛋白石オパールの欠片かけらだな」

　フレオリックは歪いびつな宝石のひとつを拾い上げて確認する。

　もし、この厚みで床ゆか全体が玉髄で覆おおわれているとすると、金きん貨かに換かん算ざんしてその価か値ちは数億枚、いや、その十倍はいくかも知れない。

「だが、玉髄の類たぐいのみというのも妙みような話だ。それにこの形……」

　フレオリックは眉まゆをかすかにひそめた。

　一方、ディフォーベは興こう奮ふんを隠かくそうともせず、羊よう皮ひ紙しと木もく炭たんを取り出して何やら記録し始める。

「何してんの？」

　と、懐ふところやブーツに目め一いつ杯ぱい玉髄を押し込んだピュティアがのぞき込む。

「……わたしね」

　ディフォーベは木炭を動かす手を止めて、ちょっとはにかむように微ほほ笑えんだ。

「小さい頃ころにバリスの昔話の本を読んで、ずっと〝無限の宝物庫〟のことを信じていたの。でも、伝説だから、わたしが信じているって言うとまわりのみんなは笑ったわ。苛いじめられたし、あそこの娘むすめはおかしいって言う大人おとなもいた。でも、わたしは負けなかった。こつこつと資料を集め、エレネイの各地を調べ回り、そして……、とうとう発見したのよ！」

　彼女は羊皮紙の束たばをギュッと抱だき締しめた。

「……だから今、その記録をつけているの。わたしがとうとう夢を果はたしたことを、たくさんの人に知ってもらえるようにね」

「そんなら、お宝をたっぷりと持って帰って、見せびらかせばいいじゃない」

「……財宝は要いらないわ」

「はあ？」

　ピュティアは自分の耳を疑った。

「わたしは自分が正しかったことを証明したかっただけですもの。宝物自体は、あなたたちに任まかせるわ」

「……信じらんない」

　ピュティアはめまいを覚えた。

　フレオリックの存在を除けば、彼女の最も大切な価値基準である財宝やお金。それに興きよう味みがないという人間に初めて出会ったのだ。

「……こんな人間がいるなんて、世の中広いわ」

　フレオリックも改めてディフォーベのことを見る。

「……どうやら私は、お前のことを誤ご解かいしていたようだ。ただの金の亡もう者じやどもの一人と思っていたことを、謝しや罪ざいしよう」

「げっ！　リックが謝あやまった。もっと信じらんない！」

　ピュティアとディフォーベは、顔を見合わせてクスクスと笑った。

（ちょっと変だけど……、なんか憎にくめなくなっちゃったな、ディフォーベのこと）

　ピュティアは何となく、彼女の夢に生きる生き方に共感を感じ始めていた。

「……さあ、後はどうしてここが〝無限の宝物庫〟と呼ばれるのか、その謎なぞを解とかなくっちゃね」

　笑いが収まったところでディフォーベが言った。

「その謎なら、解けている」

　フレオリックは玉髄の一つを拾い上げた。

「これを見てみろ」

「……像の欠片かけらに見えるけど？」

　ピュティアはフレオリックの手の中の、指先に似た形の玉髄を見て首を傾かしげる。

「わたしもそう思うわ」

　ディフォーベもうなずく。

「ここに無数にある玉髄のすべてが、こうした像の、いや、人の成なれの果ての破片だ」

「言っていることが、よく分からないわ」

「これは全部、ここを訪おとずれた人間が変化したものだということだ」

「まさか？」

　ディフォーベの顔が青ざめる。

「おそらく、ここの空気のせいだろう。瘴しよう気きに近い成分が含ふくまれている。二人とも自分の手を見ろ」

　ディフォーベとピュティアは、視線を手のひらに落とした。

　確かに何かがついてかすかにキラキラと光っているように見える。

「ここに長なが居いをすれば、我々も床一面に転ころがる宝石の仲間入りだ」

「ち、ちょっと待ってよ」

　扉に向かいかけるフレオリックの背に、ピュティアが声をかける。

「人間が変化しただけなら、像の格かつ好こうを保っているはずじゃないの？　でも、ここにあるのは破片だよ」

「おそらく、像を倒して踏ふみ砕くだくものがいるのだ」

「……それって、嫌いやな予感がするんだけど？」

「……当たりだ」

　こちらにゆっくりと移動してくる何ものかの存在感にいち早く気づき、フレオリックはグリードを鞘さや払ばらった。

　シュウシュウという冷気が、氷ひよう刃じんから立ち上る。

　相手の姿も確認しないうちからこの黒衣の剣士が剣を抜くのは、珍めずらしいことである。

　だが、近づいてくる存在が一ひと筋すじ縄なわではゆかぬ相手であることを、彼はその気配から感じ取ったのだ。

「ヤバそうだね」

　ピュティアも、フレオリックのこの様子を見てブーツの短剣を抜き、いつでも投げつけられるように指に挟はさんだ。

　ややあって、神経を集中して鋭えい敏びんになった少女の耳は、ジャリジャリという玉髄を踏んでくる足音を聞き取る。

　間違いなく、こちらに向かって進んでくる音だ。

　そして、それから数呼吸の後……。

　前方から巨きよ大だいな影かげが姿を現わした。

「……まさか……まさか!?」

　その影を見たディフォーベは、夢む遊ゆう病びよう者しやのように進み出た。

「待て、下がれ！」

　フレオリックの制止も彼女の耳にはまったく達とどかぬようだ。

「……何なの、あれ？」

　ピュティアの松明に、影の正しよう体たいが映うつし出される。

　巨大な鼬いたち、全身をキラキラ光る乳白色の剛ごう毛もうに覆おおわれ、鋭するどい爪つめと牙きば、それに血のように赤い目を持った大鼬である。

「神しん獣じゆうパスティナカ。バリスの聖典のごく少数の異本に記述が見られる宝物庫の守しゆ護ご者しやよ。創そう造ぞう神しんエルの創つくりし生き物ではなく、バリスの聖なる樹木の分身たる神獣。でも、陽ひの当たらない地下で、一匹の生物が数百年以上も生き続けられるなんて……でも、夢じゃない」

　ディフォーベは灯あかりに誘さそわれる蛾がのように大鼬の方に歩あゆみ寄ってゆく。

「神獣は、エルの神が〝一の神〟と結んだ、すべての創造物は死すべき定めを持つ、という契けい約やくには縛しばられていないということなの？」

「ディフォーベ！」

　フレオリックは彼女を引き戻もどそうと走った。

　だが一いつ瞬しゆん早く、パスティナカはその耳まで裂さけた大きな口を開き、蒼あお白じろく光る霧きりのようなものをディフォーベに向けて吐はきつけた。

　彼女はその霧を、肩から下の右半身に浴びる。

「ああ！」

　ディフォーベの半身は輝かがやき、瞬またたく間に美しい玉髄と化した。

「……噓うそだよ、こんなの！」

　倒れるディフォーベを見て、ピュティアは悲ひ鳴めいに近い声を上げる。

　生なま身みの方を下にして倒れたため、身体からだが粉こな々ごなに砕くだけるのは避さけられたが、それでもディフォーベのまとっていた服は衝しよう撃げきですべて砕け散った。

「……瘴しよう気きの発生源はこいつか」

　リックはつぶやきつつディフォーベの前に回ると、電でん光こう石せつ火か、パスティナカの頭部に氷ひよう刃じんを打ち込んだ。

　だが……。

　グリードの銀の刃やいばは鋭い金属音とともに弾はじき返された。

「！」

　啞あ然ぜんとするピュティア。

　パスティナカは不快そうな表情をわずかに見せただけで、まったく傷を負おっていない。

　鋼はがねのように硬かたい剛毛が全身を厚く覆っているため、兜かぶとをも一いつ刀とう両りよう断だんするフレオリックの必殺剣さえ、その破は壊かい力りよくが吸きゆう収しゆうされてしまうのだ。

「ちっ！」

　フレオリックはいったん剣を鞘さやに収め、今度は抜ばつ刀とうからの一いち撃げきで腹を狙ねらう。

　抜刀術は通常の形からの攻こう撃げきに比べ、数倍の威い力りよくがあるが、パスティナカの剛毛の前にこれも虚むなしくはね返される。

　もっとも柔やわらかいと思われる腹を狙ったにもかかわらず、だ。

　だが、その間にピュティアがディフォーベのところまで走り、彼女を助け起こす。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……平気よ」

　ディフォーベは微ほほ笑えんだ。

　しかし、玉髄に変わってしまった部分は血液が止まり、身体からだの他の部分も酸素の供給が断たたれた状態になっているのだ。

　苦しくない訳わけがない。

「さあ、あなたは剣士さんの援えん護ごをして。こっちは何ともないから」

「でも……」

「急いで！」

「……うん。じゃあ、動かないでね」

「動けないわよ」

　ディフォーベの気き丈じような言葉にピュティアは笑みを返し、フレオリックのもとに走った。

　一方、フレオリックの方はディフォーベからパスティナカを引き離はなすように巧こう妙みように位置を変えながら何度か仕し掛かけたが、致ち命めい傷しようを与あたえるには至いたらない。

　いや、おそらく、掠かすり傷きずさえ負わせていないだろう。

「リック！」

　ピュティアが駆かけ寄ってきて隣となりに立った。

　黒こく衣いの剣けん士しはそちらにチラリと目をやるといつになく優やさしい調子で声をかける。

「ピュティア、お前は逃にげろ。私がこいつを釘くぎづけにしている間に」

「な、何言ってんのさ！」

「どうやらこいつは、人の手で殺せる存在ではないらしい。……お前一人ならまだ逃げられる」

「冗じよう談だんでしょ！　ディフォーベは！　それにあんたは!?」

「一人でも助かる方がいい」

「バカ言わないでよ！　いつも一いつ緒しよだって約束だよ！　リックを置いて逃げるなんて絶対にヤだからね！」

　ピュティアは短剣を握にぎり直し、フレオリックの脇わきを擦すり抜けて神獣パスティナカの前に出た。

「こっちだよ、化ばけ物もの！　お前の相手なんか、このあたしで沢たく山さんさ！」

　ピュティアは叫さけんだ。

　パスティナカはその声に反はん応のうし、少女の方を振り返る。そして楽な獲え物ものと判はん断だんしたのか、フレオリックは後あと回まわしにして彼女の方へと歩きだす。

「そう、こっちだよ！」

　ピュティアは投げナイフを振った。

「ほら、ほら！」

　これは身を捨ててリックを守ろう、という自じ己こ犠ぎ牲せいの行動ではなかった。

　一いつ瞬しゆんの隙すき。

　それさえこの怪かい物ぶつに作れば、きっとリックが倒してくれる。その絶対の信しん頼らいが、少女を大だい胆たんな行動に導いたのだ。

　そして一方のフレオリックは、その信頼に剣士としての本能を呼び起こされていた。

「ピュティア！」

　フレオリックは無意識のうちに剣を収め、走り、跳ちよう躍やくし、パスティナカの頭を蹴けってさらに高く跳とんだ。

　目の前に迫せまる宝物庫の天てん井じよう。

　彼は身を捻ひねって回転し、その天井を力強く蹴った。

　彼の身体は黒い稲いな妻ずまのように、垂すい直ちよくにパスティナカに向かって降こう下かする。

　ギュン！

　抜ぬき放はなたれたグリードが蒼白い輝きを放ち、パスティナカの眉み間けんに打ち込まれた。

　剣けん聖せいロヴァルの生み出した究きゆう極きよくの剛ごう剣けん、飛ひ燕えんである。

　天井を蹴った脚きやく力りよくに加え、重じゆう力りよく加か速そく度ど、さらに抜刀の威力。通常の剣けん撃げきとは比べものにならない、常じよう識しき外はずれの破壊力である。

　さしものパスティナカも、この一撃をはね返すことは不可能だった。

　頭ず蓋がいに氷刃がザックリと食い込み、脳のう漿しようを飛び散らせた。

　フレオリックはパスティナカの鼻先を蹴ってグリードを引き抜き、着地する。

　死すべき定めを持たぬはずの神獣は絶ぜつ命めいし、眩まばゆいばかりの虹にじ色いろの光を放って自らを巨大な玉ぎよく髄ずいと化した。

　そして、そのまま横倒しになると、粉こな々ごなに砕くだけ散った。

「……神獣を……殺やっちゃった」

　さすがにピュティアも啞あ然ぜんとする。

　だが、フレオリックはグリードを鞘さやに戻もどすと、すぐにディフォーベのもとにゆき、そっとその体を起こす。

「街まちに連つれ帰ってやる」

　彼は女の剝むき出しの肩かたに、自分の外がい套とうを掛かけてやる。

「止やめて。無む駄だよ、とてもじゃないけどもたないわ。もう身体の他の部分も固まりかけているの」

　ディフォーベは頭かぶりを振ふった。

「それに、治ち療りよう法ほうがないのは分かっているでしょ？」

　フレオリックは無言だった。

　ピュティアも駆かけ寄ってきてディフォーベの左手を握にぎったが、その手はずでに石のように冷たくなっていた。

「それより、立たせてくれない？」

　ディフォーベは微ほほ笑えみ、二人に頼たのんだ。

「……そう。……それでいいわ」

　彼女は外套を脱ぬぎ捨て、胸を張って立った。

「どうするの？」

　しゃくり上げながらピュティアが尋たずねる。

「わたしは、財ざい宝ほうの一部になるの」

　ディフォーベは言った。

「ここはわたしの夢。その中で眠ねむれれば、幸福だわ」

「イヤだよ、そんなの！　帰って生きよう、そうしようよ！」

　ピュティアは泣きながら女の手を引いた。
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　だが、すでに両足は完全に虹色の玉髄と化し、動こうとはしない。

「人間の世界に帰っても、誰だれもわたしを待っていてはくれないもの。わたしは変わり者の夢む想そう家かだから」

　ディフォーベは、まだ辛かろうじて動く左手でピュティアの頭を撫なでた。

「だから、わたしは宝玉の像になって、何世紀も後のちに再びこの宝物庫を発見した人たちを驚きよう嘆たんさせるの。ちょっと素す敵てきでしょう？」

　フレオリックは、ディフォーベにすがりつくピュティアを引き離す。もう彼らの方も、この場に留とどまれる限界がきているのだ。

「さらばだ、ディフォーベ」

「さよなら、剣士さん。わたし、もう少し前にあなたたちと知り合っていれば……、ううん、もう行って」

「ああ」

　フレオリックはピュティアを引きずるようにして扉に向かった。

「……ピュティア、お前はまだ、ここの宝が欲しいか？」

「……こんなもの！」

　少女は懐ふところの玉髄をつかみ出し、床ゆかに叩たたきつけた。

　フレオリックはその背を押して宝物庫の外に出すと、もう一度後ろを振り返った。

　ほぼ完全に像と化したディフォーベの、虹色に輝く美しい姿がそこにはあった。

　神獣なき今、その姿は永えい劫ごうにここに残るだろう。

「……夢の中で眠るがいい。永遠に」

　黒衣の剣士は、もう二度と振り返らなかった。







霜そう　星せい










　白い雪の帳とばりが、エレネイの北部全ぜん域いきに下りた。

　山さん岳がく部ぶの村々は道を閉とざされて孤こ立りつし、これから春まで、人々は暖だん炉ろのある部へ屋やで、手て作さ業ぎようと昔語りで静かな時を過ごす。

　こんな時期に、街かい道どうを外はずれた旅をする物もの好ずきはほとんどいない。

　だが、アゼラから馬で二週間ほど南に位置するこの小さな山小屋には、そうした旅人が珍めずらしくも七人、足あし止どめされていた。

　ひとりは黒こく衣いの剣けん士し。

　もうひとりはその連つれらしい金きん髪ぱつの少女。

　それから、恰かつ幅ぷくのいい商人風の四十代の男と、同じく商人のようだが小こ柄がらで気の弱そうな五十男。

　手を取り合って座すわる姉弟きようだいらしき二人は、上が十五、六歳さい。下の少年が十二ぐらいか。

　最後のひとりは白はく髪はつの老人で、先ほどから俯うつむき加か減げんで何ごとかをモゴモゴと繰くり返している。

　こうした面めん々めんが、吹雪ふぶきの夜にひとつの山小屋で暖炉を囲み、壁かべを背にして座っていた。

「……こんな夜は〝雪の亡もう者じや〟が来る」

　老人は顔を伏ふせたままつぶやいた。

「縁えん起ぎでもないこと言わないでくださいよ」

　これを耳にした小柄な方の商人は、暖炉に一番近い場所に陣じん取どりながら身を震ふるわせる。

「肝きもっ玉たまの小さい奴やつだな、ケレブよ。こんな天気の日にゃあ、雪ゆき狼おおかみだって巣すから出やしねえさ」

「だ、だといいんですがね、モースさん」

　小柄な商人は、それでも不安そうな表情を消せない。

「やっぱり、昨日きのうの村でもう一晩、天候の回復を待つべきだったと思いますよ」

「……お姉ねえちゃん、〝雪の亡者〟って？」

　姉弟の弟が、好こう奇き心しんに満ちた瞳ひとみで姉を見上げて尋たずねた。

「教えてやろう、坊ぼう主ず」

　モースが、純じゆん朴ぼくそうな少年に脂あぶらぎった顔を近づけた。

「〝雪の亡者〟っていうのは、ここら一帯に出しゆつ没ぼつする山さん賊ぞくでなあ、その非ひ道どうさにかけては屍し食しよく鬼きも引けを取る連れん中ちゆうさ。やつら、自分たちの恐おそろしさを世に報しらせるため、襲おそった人間の中から必ず一人は命を助けるそうだが、他の者たちの死に様ざまときたら……」

「ミリアムお姉ちゃん！」

　少年はひっしと姉にしがみついた。

　それを見てモースは笑い、怯おびえる少年の肩かたを叩たたいた。

「まあ、実じつ際さいはそんなにしょっちゅう山賊なんて出るもんじゃない。ビビるこたあねえさ」

「ほら、平気だって、ヴィン。モースさんの冗じよう談だんよ」

　ミリアムが弟の頭を撫なでながら微ほほ笑えんだが、内心では意い地じの悪い商人に腹を立てている。

「……あの、あなたはどう思います？」

　ミリアムはふと、先ほどから黙だまっている黒衣の剣士を振ふり返った。

「…………」

　黒衣の剣士は、その灰色の目を可か愛わいらしい娘むすめの方に一いつ瞬しゆん向けたが、会話に加わろうとはせず、無む言ごんのまま、すぐに揺ゆれる炎ほのおに視線を戻もどした。

「もう、リックったら！」

　隣となりに座る生なま意い気きそうな少女が、肘ひじで剣士を小こ突づいた。

「ごめんね、こいつ無む口くちでさ」

　ピュティアは毎度のことながら、相あい棒ぼうであるフレオリックの無ぶ愛あい想そうさには手を焼いていた。

「ところであんたたち、珍めずしいね、子供だけの旅って」

　ピュティアは話題を変えた。

「僕ぼくたち、母かあさんのところへ行くんだ」

　少年が目を輝かがやかせた。

「あの、私たち……」

　姉が説明する。

「以前はミシュハバードで両親と暮くらしていたんですけど、例の三さん神しん官かんの反乱で家を焼かれて、家族が散ちり々ぢりになって……。しばらくアゼラの親しん戚せきのところに身を寄せていたんですが、この間、母がカデロンで生きていることが分かって、これから会いにいくところなんです」

「へえ……」

　両親のいないピュティアは、ちょっぴり羨うらやましくなる。

「……〝雪の亡者〟はきっとくる」

　老人は俯うつむいたまま、ブツブツとつぶやき続けていた。

「いけ好すかねえ爺じいさんだ」

　モースは、吐はき捨てるように言った。

「おい！　いい加か減げんに黙だまりやがれ！」

　彼は薪たきぎを一本拾い上げると、老人に投げつける。

　その時……。

「その老人の言葉、無む下げに否定できんな」

　今まで沈ちん黙もくを保っていたリックが、立ち上がった。

「何だって？」

　啞あ然ぜんとして見上げるモースを尻しり目めに、リックは腰こしの剣に手をやる。

　鋼こう鉄てつの剣は低温下では折れやすいが、氷の剣グリードが折れて使えない今、これで我が慢まんするしかない。

「……何人？」

　察さつしのいいピュティアが、ブーツの投げナイフを抜ぬいてリックに寄り添そう。

「正面からは八人。吹雪ふぶきの音で正確にはつかめないが、おそらく、裏からも六人以上」

「どうして分かるんだ？」

　モースが尋ねた。

「他の迷まよった旅人かも知れねえだろ？」

「これほど剝むき出しの殺気が分からないようでは、私は何年も前に死んでいる。……ピュティア、裏口を」

　リックは命じると、襲しゆう撃げきに備えて柄つかに手を置いた。

　次の瞬しゆん間かん……。

　バンッ！

　粗そ末まつな木の扉とびらが蹴け破やぶられ、斧おのを手に熊くまの毛け皮がわをまとった男たちが傾なだれ込んできた。

「ひ、ひいいいっ！」

　ケレブは頭を抱かかえてしゃがみ込み、姉弟きようだいは抱だき合ってお互たがいを庇かばおうとした。

　モースは薪を握にぎり、突とつ入にゆうしてきた山賊に立ち向かおうとする。

　リックも抜ばつ刀とうし、その刃やいばを奔はしらせる。

　だが……。

「そこまでにしときな、若いの」

　静かな声にリックは剣を止めた。

「……ごめん、ドジった」

　振り返ると、そこには喉のどに短剣を突つきつけられたピュティアの姿すがたがあった。

「悪いな、若いの。だが、わしの方が一枚上うわ手てのようだな」

　ピュティアを押おさえつけながら笑ったのは、先ほどまで小屋の隅すみでつぶやいていたあの白はく髪はつの老人だった。

「……お前が〝雪の亡もう者じや〟の頭とう目もくか？」

「そういうことだ。これがわしのやり方でな」

　先ほどまでの、ボケかけた老人の印いん象しようは微み塵じんもない。

「…………」

　リックは剣を捨てた。




　商人たちや姉弟も、すぐに老人の手下によって取り押さえられた。

　商人たちは金と商品を、姉弟はなけなしの身の回りの品を、ピュティアも服の下に巻きつけて隠かくしていた金きん貨かを取り上げられた。

　武器の類たぐいはすべて奪うばわれ、老人の背中の壁かべに立て掛けられた。

「……さて」

　両手を縛しばられた状態で座すわらされた一同を勿もつ体たいぶった仕し草ぐさで見み渡わたして、老人はアゴ髭ひげをしごいた。

「わしも〝雪の亡者〟を束たばねる男だ。評判は落としたくない。このうちの一人は助けてやろう」

　寛かん大だいすぎる申し出だ、と言いたそうな老人。

　商人や姉弟は、黙だまったまま顔を見合わせた。

「そうだ、その表情だ」

　邪よこしまな喜びの色が浮うかぶ目を、老人は細めた。

「自分だけは助かりたいが、真まっ先さきに命いのち乞ごいをして、わしに目をつけられるのも恐おそろしい。人間の本性を剝むき出しにした、その利り己こ的てきで臆おく病びような表情こそ、わしの見たかったものだ」

「ど、ど、どうすれば助かるんです？」

　ケレブが怖おず怖ずと尋ねる。

「そうだな……」

　老人は考える振ふりをした。だが、もうとっくにその結論は出ているようだ。

「わしらが手を下くだすのも面おも白しろみがないからな。ここにいる六人で殺し合いをして、生き残った奴やつを見み逃のがしてやるってのはどうだ？」

　老人は手下を振り返った。

〝雪の亡者〟どもは、ニヤつきながらうなずく。

　すると……。

「じょ、冗じよう談だんじゃありませんよ！　そちらの方かたなんか、どう見ても本職の剣術使いじゃないですか！」

　ケレブはリックを指さし、泣きそうな顔で抗こう議ぎする。

「そのへんは考えておるさ。おい」

　老人は手下に合あい図ずし、ケレブとモースの縄なわを解とき、立ち上がらせた。

「おいおい、何のつもりだよ？」

　剣を渡されたモースは老人を見た。

「あの……、これは？」

　同じく剣を渡されたケレブは、戸と惑まどいを隠かくせない表情だ。

「まずは、お前ら二人で殺やり合うんだよ。勝ち抜ぬけば、生き残る目も残る」

　手下が商人たちの背を押して、二人を対たい峙じさせる。

「……なるほどな」

　モースは剣を肩に担かつぎ上げた。

　多少は心こころ得えがあるようだ。

「悪く思うなよ。俺おれも生き延のびたいんでね」

「そ、そんな！　た、助けてください！」

　ケレブはモースの足あし元もとにしがみついた。

「わ、わたしは剣なんか握にぎったこともないんだ！　こんなの、不公平だ！」

「お、おい！　放しやがれ！」

　振ふり払はらおうとするモース。

「赦ゆるして！　助けて！　赦して！　助けて！」

　ケレブは泣いて懇こん願がんする。

「こりゃあ、いい！」

「おらっ！　ちったあ、男らしいとこ、見せてみろよ！」

〝雪の亡者〟たちは、手にした斧おのをガツガツと打ち合わせながら、囃はやし立てるように大笑いする。

「よせってんだ！」

　モースはケレブを蹴け飛とばすと、彼に背を向け、困った顔で老人の方を見た。

「なあ、これじゃ勝負にならねえぜ、どうにか……」

　だが、その時……。

　ズッ！

「……おっ？」

　モースは背中に熱いものを感じて振り返った。触ふれてみると、あふれ出る赤い液体が指を汚よごす。

　足元には、怯おびえた顔で自分を見上げるケレブ。その手には血に濡ぬれた剣が握られている。

「……汚きたねえ野や郎ろうだ」

　モースは、背中の傷の意味を悟さとった。

　背せ骨ぼねのすぐ脇わきに開いた傷口からは、鮮せん血けつとともに生命いのちも同時に流れ出していた。

「こりゃあ、ねえだ……ろ」

　モースは仰あお向むけにドウッと倒たおれた。

「キャアアア！」

　ミリアムの口から悲鳴が上がる。

「……ふ……ふ……ふ……ふ、ふぁはははははははっ！」

　剣を握ったまましゃがんでいたケレブが、引きつった顔で笑いだした。

「やった！　私が勝った！　私が生き残る、生き残るんだあ～っ！」

　ケレブは老人の前に駆かけ寄った。

「勝った！　私の勝ちだ！」

「よくやった、お前はわしの思っていた通りの男だ。だが……」

　老人はうなずくと、部下から短たん剣けんを受け取り、それをおもむろにケレブの鳩尾みぞおちに突つき立てた。

　突とつ然ぜんの出来事に、一いつ瞬しゆん、ケレブは自分の身に何が起きたのか分からない。

「……薄うす汚ぎたない鼠ねずみに生きる資格はない」

「そ……んな？」

　ゴボゴボという音を喉のどから漏もらしつつ、ケレブは息いき絶たえた。

　老人は手下たちに命じて外に二人の死体を放ほうり出させると、姉弟を振り返った。

「……さて、お前たちにはもっと、醜みにくく争ってもらおうか」

「いや！　いやよ！」

「嫌いやで通るかよ！」

　もがくミリアムの縄を解いて無む理り矢や理り立たせると、手下たちは短剣を握らせる。

「坊ぼう主ず、お前もだ」

　老人が言った。

　短剣を手に、途と方ほうに暮れた顔で立ちすくむヴィン。

　今まで戦った経けい験けんどころか、武器を握ったことさえあるかどうかも疑わしい。

「僕……できないよ、こんなこと」

「けっ！　震ふるえてやがる！　とんだ臆おく病びよう者ものだぜ！」

　手下の一人に蹴られ、ヴィンは転ころんだ。

「いやだよ、お姉ちゃんと戦うなんて」

「なら、てめえの喉でも搔かっ切んな！」

　手下たちはヴィンを乱暴に引き起こす。何が何でも血を見ようという気だ。

「まあ、待て」

　老人が手下たちを制してヴィンの前に立ち、ニヤリと笑った。

「いいか、わしは信しん頼らいし合った友や、血けつ肉にくを分けた親子や、兄きよう弟だい姉し妹まいが、自分の命惜おしさに醜みにくく殺し合うのが見たいんだ。自分で自分の命を絶たつようなことをしてみろ、お前の姉は人が聞いたら耳をふさぐような惨むごたらしい殺し方で殺してやるからな」

「でも、でも！」

　少年は泣いた。

「分からねえガキだな！」

　老人は突き放した。

「もういい、お前たちは二人とも殺すとしよう」

「親分、俺に殺させてくれ！　一切れ一切れ、肉を削そぎ取ってやるんだ！」

「ひひひっ、娘の方は俺だ！　逆さかさ吊づりにして股またから喉まで鈍なまった剣でゆっくりと裂さいてやりてえ！」

　手下たちの間で、罵ば声せいと笑い声が上がる。

「ちょっと！　あんたら、年とし端はも行かない子供に……、ぐっ！」

　抗議しかけたピュティアは、手下の一人に腹部を蹴られた。

「お願い、私はいいの！　でも、弟は！」

　そう訴うつたえたミリアムも、頰ほおを張られて壁まで吹ふっ飛ぶ。

　少女の口の中が切れて、薄うす紅べに色いろの唇くちびるから透すき通るような肌はだに一筋の血が伝つたった。

　その時。

　リックが立ち上がった。

〝雪の亡者〟の一党は、一いつ斉せいに武器を向ける。

「……勘かん違ちがいするな」

　リックは縛られた手首を見せた。これでは何もできぬというのだ。

「この子供に戦う気を起こさせてやるだけだ。お前たちの望み通りにな」

「……面白い、やってみろ」

　老人はうなずいた。

「ヴィン、といったな」

　リックは泣きじゃくる少年のそばに膝ひざをついた。

「……お前は姉を守れなくてもいいのか？」

　ヴィンは顔を上げた。

　その耳に、リックは二ふた言こと、三み言ことささやく。

「……僕、やる」

　リックが離はなれると、少年はしゃくり上げながら、老人を見上げた。

「ほう」

　老人はリックが下がって元の位置に座ると、ヴィンに短剣を握らせた。

「ヴィン、噓うそだよね……」

　ミリアムが部下に押しだされ、ヴィンの前に立った。

「私を……殺すの？」

　ミリアムは信じられぬといった表情で弟を見る。

「…………」

　唇を固く結んだヴィンは、短剣を振り上げて姉に飛びかかっていった。

「ヴィン！」

　二人の身体がぶつかり、もつれ合って倒れる。

「いいぞ、ガキ！」

「やっちまえ！」

　手下たちが下げ卑びた歓かん声せいを上げた。

「……なんて奴やつらだい。子供たちの殺し合いを楽しんで」

　ピュティアは歯は軋ぎしりするが、両手の自由が利きかない状態では何もできない。

（リック、なんとかして！）

　少女は黒衣の剣士の顔を見たが、彼はまったく表情に変化を見せなかった。

　やがて……。

　立ち上がったのはミリアムだった。

　握られた短剣は、ベットリと血で汚れている。

　床では、肩かた口ぐちから出血したヴィンが朱しゆの海の中でピクピクと震えていた。

「……バカ、どうして飛びかかってきたりなんかしたの。私は……」

　ミリアムは短剣を投げ出し、その場に膝をついて嗚お咽えつした。

「死んだか？」

　老人は少年の髪をつかんで引き起こす。

「お姉ねえちゃんの……勝ちだ」

　ヴィンは蒼そう白はくな顔で老人は見上げ、それだけ告げると意識を失った。

「止とどめば不要だな」

　リックが言った。

「すぐには死なないが、出血が多い。苦しみながら、徐じよ々じよに息いき絶たえてゆくだろう」

「……ふん」

　老人はヴィンを投げ出すと、リックとピュティアを見た。

「次はお前たちだ」

　老人は部下に命じ、ピュティアの手にヴィンの血で染まった短剣を握らせると、革かわ紐ひもできつく縛しばりつけた。

「お前に得え物ものを持たせるほど、わしらは愚おろかではない。お前は素す手で、この娘の方は短剣だ」

　老人は、両手首を縛られたままのリックの顔をのぞき込んだ。

「……お前は血の匂においがする。この中では、わしに一番近い人間、自分のために、平気で人を殺せる奴よ。今まで殺やってきた人間は百人は下るまい？」

　リックが肩をすくめると、老人は続けた。

「もう一人ここで殺ったところで、大した痛つう痒ようも感じはしないだろう。さあ、その手で娘を絞しめ殺せ」

「…………」

　老人の手下たちに引き起こされる前に、自みずからリックは立った。

「……リック」

　ピュティアはもとより、リックに武器を向ける気はない。

　リックと出会っていなければ、とっくに失われていたかも知れない命なのだ。

「さあ、殺やれ！　所しょ詮せんはその小こ娘むすめも、お前の一時の慰なぐさみ者だろう！」

　この言葉を聞いた途と端たん、ピュティアの頭にカッと血が上った。

（リックは、リックはそんな風にあたしを見たことなんて一度もないんだ！　あんたたちみたいな下げ衆すどもに、何が分かるっていうのさ！）

　自分よりも、リックを侮ぶ辱じよくされたように感じて怒いかりが込み上げてぎたのだ。

　だが、そんな少女の首に、リックの縛られたままの両手がゆっくりとかかる。

「……リック？」

　首をつかまれたピュティアの身体からだが、床から離れて持ち上がった。

「……う、ううっ！」

　ピュティアは苦しそうに足をジタバタさせる。

「そうだ、そのまま縊くびり殺せ！　自分の命のためだ、惜しくはあるまい、小娘一人！」

　リックは高く少女をかかげた。

　もがいていた彼女の身体から力が抜ぬけ、四し肢しがダラリと下がる。

　そして……。

　ピュティアは動かなくなった。

「よし」

　これを見とどけて、老人はうなずいた。

「これで残るは、そっちの娘とお前だな。勝った方の命は、確かにわしが保証する」

「…………」

　弟の身体を抱だきながら、ミリアムは怯おびえきった顔でリックを見つめた。

　そんな少女の腕うでを、手下の一人がつかんで強ごう引いんに立たせようとする。

　その時。

「……老人、貴き様さまは自分の命の方を心配するべきだ」

　突然、リックはぐったりとなったピュティアを、老人の方に向けて放ほうり投げた。

「何！」
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　と、老人はとっさに身をかわす。

　ピュティアの身体は、老人の肩かた越ごしに飛ぶと、後ろの壁かべに立てかけてあった、武器の束たばの前に落ちた。

　先ほど、〝雪の亡者〟がリックやモースたちから取り上げたものだ。

「取った！」

　ピュティアは起き上がるや否いなや、一振りの剣を握ってリックに放った。

　弧こを描えがいて飛ぶ鋼こう鉄てつの剣。

　リックは縛られた腕でその剣を取ると、鞘さやの先に足をかけて目にも留とまらぬ速さで抜ばつ刀とうし、自分の両脇に立つ〝雪の亡者〟二人を屠ほふった。

「ぐわっ！」

　頸けい動どう脈みやくを断たれた二人は、鮮せん血けつを迸ほとばしらせて倒たおれる。

「小娘！　わしを騙だましたな！」

　老人はピュティアをにらんだ。

「なめんじゃないよ！」

　ピュティアはベエッと舌を出した。

「あたしとリックはね、あんたらなんかには見当もつかないほど、強い絆きずなで結ばれてんのさ！　リックの考えていることなら、目を見るだけで分かるんだよ！」

「……それは言い過ぎだな」

　三人目の腹部を真横に裂さきながら、リックは頭かぶりを振る。

「私が首に手をかけた時、目に疑いの色があったぞ」

「……ほんのちょ～っと、ね。でも、ずいぶん荒あらっぽい扱あつかいしてくれたから、お相あい子こってことにしよ？」

「ふざけるな！」

〝雪の亡もう者じや〟の一人が、ピュティアに刃やいばを向けた。

　だが、リックの動きは素す早ばやい。

　一いつ瞬しゆん後ご、斧おのを握にぎったままの亡者の腕うでが、ゴロリと床ゆかに転ころがった。

「うぬぬ！　これが縛られたままの男だというのか！」

　老人は手に大おお振ぶりの斧を握ると、後あと退ずさった。

「お前、ただの放ほう浪ろうの剣士ではないな！」

「ヤーバシアのフレオリック」

　黒衣の剣士は、剣についた血ち糊のりを払はらった。

「ヤーバシアの……剣けん鬼き！」

　その名を耳にした途と端たん、亡者たちは凍こおりついた。

　ミリアムも、怪かい物ぶつを見るような表情をその顔に張りつかせる。

「……先ほどお前は、私が殺した数は百人を下らないだろうといったな」

　リックは老人に告げた。

　ピュティアがそばに行き、彼の手の縄なわを切る。

「教えておこう。実じつ際さいに殺あやめてきた数は、二千に十人ほど足たりない。そのすべての罪を私は背負っている」

　リックは死体の腕から斧を取り、左手に握った。

「外に出ろ。これ以上貴様らの濁にごった血でここを汚けがしたくない」

「よかろう！」

　老人と配下の亡者たちは小屋を飛び出した。




「愚おろか者めっ！　わざわざこの〝雪の亡者〟を相手に、吹雪ふぶきの野や外がいを戦いの場に選ぶとはな！」

　剣と斧を手にして現われたリックに対し、老人は嘲ちよう笑しようを浴びせた。

「……ピュティア、お前は下がって、ヴィンの手当てを」

　老人を無視し、リックは自分の背はい後ごに立つピュティアに言った。

「でもさ」

「風か邪ぜを引くぞ」

「……分かった。こんな連れん中ちゆうのために寒い思いすることないもんね」

　彼の灰色の瞳ひとみに、自分を気き遣づかう光が宿やどっていることを感じたピュティアは、素す直なおに小屋に戻もどると扉とびらを閉しめた。

「……わしらを虚こ仮けにするのもたいがいにしておけ、若いの」

　老人は、眉み間けんの間に深いしわを刻きざむ。

「わしらはこの厳きびしい灰色の空のもとで、何十年も殺しを生なり業わいとしてきたのだ。深い雪の中での戦いには、街まち中なかの上品な剣術が何の役にも立たぬことを教えてやる」

「御ご託たくはいい。語ることがあるのなら、剣で語れ」

「ほざきおったな！」

　老人の合あい図ずで十三人の亡者たちが一いつ斉せいに動き、リックを囲んでぐるぐるとその周りを回り始めた。

「我われら〝雪の亡者〟は群ぐん狼ろうと同じ。集団でその本ほん領りようを発はつ揮きするのだ！　さあ、恐きよう怖ふせよ！」

「……御託はいいと言ったはずだ」

　リックは雪の上を滑すべるように移動し、亡者の間を駆かけ抜ぬけた。

「むうっ！」

　亡者たちの動きが止まるのを見て、老人は顔を歪ゆがめた。

　一瞬後、十三人すべてが、裂さかれた喉のどから鮮せん血けつを噴ふき、白い雪の上に倒たおれる。

　老人は我わが目を疑った。

　リックが一度も剣や斧おのを打ち合わせることなく、静せい寂じやくの中ですべての手下を葬ほうむったからだ。

「まさか……お前は鬼き神じんか？」

　老人は累るい々るいたる死体を見てつぶやく。

「これで終わりか？」

　リックは剣の刃を雪で拭ぬぐうと、老人の方に足を踏ふみ出した。

「ちぃーっ！　見くびるな、わしにはまだ、こいつが残っておる！」

　老人は斧をかかげて大きく振った。

　風を切る音が、広い雪せつ原げんに響ひびき渡わたる。

　すると……。

　山の頂ちよう上じよう近くの滑なめらかな雪面が突とつ如じよ、盛もり上がり、それが一本の線となると、リックに向かって走り出した。

　尋じん常じような速度ではない。

　平原を駆かける馬や、空を舞まう鷹たかよりも速いかも知れないのだ。

「…………」

　リックは左手の斧を、高速で伸のびる雪の線の先せん端たんに向けて投げつけた。

　キーンッ！

　回転して飛んだ斧は、高い音を立てて跳はね返る。

　それとほぼ同時に、その先せん端たん部分の雪の中から羽根を持った芋いも虫むしのような生き物が飛ひ翔しようしてリックに襲おそいかかった。

　不ぶ気き味みに蠢うごめく十二本の牙きばが、黒衣の剣士の頭を嚙かみ砕くだこうとする。

　リックが腰こしを落としてこれをスレスレのところで見切ると、怪物は再び雪の下へと潜もぐった。

「……雪ゆき走ばしりか」

　引き裂かれた黒い外がい套とうの端はしに目を遣やって、リックはつぶやいた。

　雪走りとは、魚のヒレのような羽根を巧たくみに波打たせて、雪の下を高速で移動する肉食の巨大な妖よう蟲ちゆうである。

　一年中雪に覆おおわれたエレネイ北部の山さん岳がく地帯では、最も危険とされる生き物のひとつだ。

「面白いものを飼っているな」

「はははははっ！」

　老人は笑った。

「今までこいつに狙ねらわれて、生きてこの山を下りたものはいない！　お前もこいつの餌えさになれ！」

「……何なに事ごとにも最初はある」

　リックは鋼こう鉄てつの剣の握りを確かめる。

　高級品だが、師し匠しようのロヴァルから譲ゆずり受けた氷ひよう剣けんグリードと比べると数段、いや、数十段、切れ味と強度は落ちる。

　一いち撃げきで決めなければ、折れる公算が高い。

　雪に潜っていったん遠ざかった雪走りは、方向転てん換かんして再びリックに迫せまる。

　そして……。

　バッ！

　雪走りが再度、飛翔すると同時に、リックも跳とんだ。

　三つの月を背はい景けいに、宙ちゆうを舞まう剣士と怪物の影かげが浮うかび上がる。

「……霜そう星せい」

　リックの剣は静かに、そして素す早ばやく、雪走りの複眼と複眼の間を突ついた。

　北の空高くに輝かがやく霜星。

　あのひとつ星より降りたる一条の蒼あおき光のように鋭するどく、リックの剣は静せい寂じやくのうちに一点を貫つらぬく。

　その先せん端たんが相手に触ふれた瞬しゆん間かんに急きゆう激げきな回転をかけられた剣は、刃やいばが完全に相手の身体からだの内部に食い込むと同時に、捻ねじられた歪ゆがみが解放されてある種の衝しよう撃げき波はが生まれ、肉や内ない臓ぞうに致ち命めい的てきな損そん傷しようを与あたえるのだ。

　黒い外套が翻ひるがえり、リックは再び雪面に下り立った。

　やや遅おくれて……。

「う、うおおおおおおーっ！」

　雪走りの身体が、ちょうど老人の真上に落下した。

「こんな馬ば鹿かなーっ！」

　ズズーンッ！

　雪ゆき煙けむりが上がり、一瞬リックの視界が白一色に覆おおわれる。

　だが、わずかな時間でその雪煙も治まった。

「…………」

　リックは先端が折れた鋼こう鉄てつの剣を無む造ぞう作さに捨てる。

　半分雪に沈しずんだ怪物の死し骸がいの下から、赤い血がゆっくりと白い雪に滲にじんで広がっていった。




　小屋に戻ると、ピュティアはすでにヴィンの手当てを終えていた。

　ヴィンはミリアムの腕うでの中で眠ねむっている。

「止し血けつはしたよ」

　リックの姿すがたを見たピュティアは、ほっとした表情になった。

「不ふ思し議ぎ。リックはさっき死にそうだって言ってたけどさ、見た目ほど怪け我が、酷ひどくないん……そっか！」

　ピュティアは気がついた。

　リックは無言でうなずく。

　その時、ヴィンが気がついて目を開いた。

「……ありがとう」
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　少年はリックに向かって微ほほ笑えんだ。

「リックさんの言う通りにしたよ、僕。お姉ちゃんの持った剣に、肩かたからぶつかっていったんだ。だから、お姉ちゃんは怪我しなかった。……僕も、死んでない」

「お前が勇ゆう敢かんだったのだ。怯おびえたり、ためらったりしていれば、もっと深く致命的な傷を負っていたはずだ」

　リックはそう言うと、ヴィンの頭に手を置こうとした。

　だが……。

「やめて！」

　ミリアムが叫さけび、ヴィンをリックから庇かばうようにして抱だき締しめた。

「ミリアム！」

　と、ピュティア。

「お願いやめて！」

　ミリアムは訴うつたえた。

「この子を殺さないで！」

「あんた、何言ってんだよ！　どうしてリックが……!?」

「……止よせ」

　ミリアムに突っかかろうとするピュティアを、リックは制した。

「ヤーバシアの妃きさき殺ごろしの名を聞けば、誰だれでもこう反はん応のうする」

「だって！」

　ミリアムは死しに神がみを見るような目でリックを見上げ、絶対に弟に触れさせようとはしなかった。

「安心するがいい。あたりの死体を片かた付づけたら、我われ々われはここを出る。弟をゆっくり休ませてやれ」

　リックはミリアムに告げた。




「急ぐぞ。麓ふもとの村まで、黒馬なら半日もかからぬ」

　リックは後ろに乗ったピュティアに声をかける。

「ええ～、この雪の中を？」

「ヴィンには、もっとしっかりした手当てが必要だ。村の施せ療りよう師しを向かわせる」

「何でさ!?　ミリアムの奴やつ、あ～んな目でリックを見たのに！」

「金きん貨か五千の賞しよう金きん首くびだ。温かい眼まな差ざしで見る方がどうかしている」

「でも、ヴィンを助けたのはリックだよ！　それなのに……あたし、つらいよ」

　ピュティアの胸は悔くやしさでいっぱいになる。

「……しっかりつかまれ。これからしばらくは下りが続くぞ」

　リックがそう少女に警けい告こくし、黒馬の首を撫なでると、黒馬は蹄ひづめを蹴けり、雪を搔かき分けて疾しつ走そうを始めた。

「こ、こら！　黒ちゃん、あたしに雪がかかるってば！」

　蹴り上げられた雪を頭から浴びたピュティアは、雪ゆき除よけにリックの外がい套とうに潜もぐり込むと、しっかりと彼の身体にしがみついた。

（……あったかいな）

　揺ゆれる黒馬の背で、やすらぎに身を委ゆだねながらピュティアは目を閉とじる。

（……そうだよね、このあったかさ、あたしだけのものなんだもん。……少しぐらい、つらくったって平気さ）

　黒馬は麓の村を目め指ざして、一気に山の斜しや面めんを駆かけ下おりていった。







散ざん　花か










「ぼくの仇かたきを討うって」

　その少女は、酒さか場ばの奥おくの席で静かに葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを傾かたむける黒こく衣いの剣けん士しの前に立つと言った。

　短い黒くろ髪かみに、きつい目とはっきりした眉まゆを持った。十六、七の少女だ。

（……何でリックへの依い頼らいって、こんなヘンなのばかりなのさ）

　リックの隣となりで、鶏にわとりの腿もも肉にくにかぶりついていたピュティアは頭を抱かかえた。

　ザモーラの領りよう内ないを出て半月あまり。

　ここはモスルの北西にある、エスタファルという小さな田舎いなか町まちの酒場である。

「……これ、全財産」

　少女はテーブルの上に革かわ袋ぶくろを置いた。

　ジャリっという音。

　ピュティアの耳は、それが金きん貨かの音であることを察さつ知ちする。

「……話、詳くわしく聞こうじゃない」

　ピュティアは身を乗り出して革袋をつかむと、少女に愛あい想そよく微ほほ笑えみかけた。

「あたしが、こっちの無む口くちな剣士の交渉役。この人に仕事を持ちかけんなら、あたしを通してよね」

「あんたを？」

　少女は、疑わしげな視線をピュティアに向けたが、やがて、決断を下した。

「いいよ……。今も言ったけど、ぼくは、ぼくの仇を討ってほしいんだ」

「……あのさ、分かるように話してくんないかな？」

「……何な故ぜ、私に依頼する気になった？」

　ようやくリックが口を開いた。

「一昨日おとといの夜、見てたんだ、あの強さを見て、あなたしかいないと確信した」

「なるほどね」

　ピュティアはうなずく、

　一昨日といえば、リックとピュティアがこの町にやってきた日である。




　　　　＊　＊　＊




　その夜……。

　二人が宿を求めて裏通りを歩いていると、闇やみをついて三人の賞しよう金きん稼かせぎが襲おそいかかってきた。

　妃きさき殺ごろしのお尋たずね者、リックことヤーバシアのフレオリックの首にかけられた、金貨五千の賞金が目当てである。

　だが、リックもピュティアも、こうした突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきにすっかり慣なれっこになっていた。

　氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられた魔ま剣けん、グリードを抜ぬく必要さえなかった。

「ピュティア」

　リックが落ち着いた声で呼ぶと、ピュティアは黒馬の鞍くらに下げた鋼こう鉄てつの剣を抜き、リックに放ほうった。

　月明かりを反射する鈍にぶい光が走る。

　一いつ瞬しゆん後ご、三人の襲撃者は自みずから流した血の海に倒たおれていた。

「……何で死に急ぐかねえ」

　その死体を見て、ピュティアはため息をついた。

　普ふ段だんリックを付け狙ねらっている三流賞金稼ぎ、ダル・ハーよりも手て応ごたえのない相手だった。

　身の程ほどを知らぬ連れん中ちゆうが、大おお物ものを狙って冒険するのはよくあること。

　これもその一例に、ピュティアには思われた。

　ただ……。

　このすぐ後に、ひとつ気になる出で来き事ごとがあった。

「……旦だん那な、ヤーバシアのフレオリックさんだろ？　剣けん鬼きって呼ばれている？」

　死体の処しよ理りを頼たのんだ葬そう儀ぎ屋やが、金貨を数枚渡わたした時に、リックにこっそりとそう呼び掛かけたのだ。

「旦那が殺やったこの連中、この町の盗とう賊ぞくを締しめる頭とう目もくの息がかかった連中だよ。まあ、盗賊といっても、殺しからイカサマ賭と博ばくまで悪あく辣らつなことは何でもやる連中だがね」

「盗賊だと？」

「旦那、一年ほど前に、アルダーブルで盗賊団をぶっつぶした記き憶おくがおありでしょう？　旦那が叩たたき斬きった、そこの元もと締じめっていうのが、ここの頭目の兄あに貴きだったって訳わけで。平たく言やあ、復ふく讐しゆうですよ」

「……なぜ、教える？」

　リックは尋たずねた。

「十分過ぎるくらいに、棺かん桶おけ代だいを頂いただいたからでさ。こいつらにゃ、棺桶なんぞ勿もつ体たいないくれえだってのに」

　リックから受け取った金貨を懐ふとこで温めながら、葬儀屋はシシシと笑った。

「それにこの話をすりゃあ、旦那は俺おれの仕事を増ふやしてくれそうだ」

「なるほど……、楽しみにしておけ」

　リックは言った。




　それからもう二日、リックはこの町に留とどまっていた。

　盗賊たちが次にどう出るか、それを待っていたのだ。




　　　　＊　＊　＊




「……ともかく、説明してよ」

　ピュティアが促うながすと、少女は上うわ衣ぎの前を止める革かわ紐ひもを引いた。

「ち、ちょっと！」

　死し角かくになっている席なので他の客からは見えないが、ピュティアは焦あせった。

　だが、少女はかまわずに白い麻あさの上衣を脱ぬぎ捨てた。

「……見て」

　少女は真しん珠じゆのように白い胸の双そう丘きゆうや腹部を、リックとピュティアの前にさらした。

　やや硬こう質しつなその身体からだの線には、洗せん練れんされた大人おとなの女と幼おさない少女の中間にある、この世代独特の魅み力りよくが宿やどっている。

　だが……。

「……えっ、何これ？」
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　ピュティアは少女の臍へその右下に、こぶし大の不自然なふくらみを発見した。

「わっ！　う、動いた！」

　たしかにその時、腹部の半球状の膨ふくらみがピクリと動いた。

「いつ、植えつけられた？」

　リックは少女の顔を見た。

「三日前。だから、あと二日くらいで孵ふ化かするんだ」

　少女は上衣を拾って羽は織おった。

「……ねえ。あたしには何の話かさっぱり分かんないんだけど」

　リックと少女の間だけで話が通じていることに不満なピュティアは、唇くちびるを尖とがらす。

「……死し人びと地じ蜂ばち」

　少女が低い声で言った。

「羽根に髑どく髏ろのような模も様ようがあることから、そう呼ばれている蜂だよ」

「蜂？」

「一匹ぴきの大きさは仔こ犬いぬほどもあり、牛や馬、それに人間などの身体に卵を植えつける」

　リックが説明を引き継ついだ。

「その卵は四日から五日で孵化し、幼虫は植えつけられた生物に寄き生せいして、少しずつ、内部から喰くってゆく。人間の場合、激げき痛つうに襲おそわれながらも、孵化から二週間ほどは生き続けるが、結けつ局きよく、骨と皮だけを除いて食い尽つくされて死ぬ。その後、成虫と化した死人地蜂は、宿しゆく主しゆの皮を引き裂さいて、外の世界に飛び立つのだ」

「ねえ、まさか？」

「そう。これがその卵だよ」

　少女は下か腹ふく部ぶのふくらみを撫なでた。

「引き受けてくれるの、くれないの？」

　リックは必死な少女の瞳ひとみに、死を前にした絶望とは違ちがう怯おびえの色を見て、ふと、興きよう味みを覚おぼえた。

「……面おも白しろい、お前の死しに水みずを取ってやろう」

「やっぱりね！　女の子の依頼だから、絶対に断ことわらないだろうと思った」

　ピュティアは白い目で彼を見る。

「先に金の袋ふくろをひったくった人間の台詞せりふか」

　リックは冷つめたく言った。




　翌よく朝ちよう……。

　その少女──ドーラと名な乗のった──の案内で、リックとピュティアは近くの森を訪おとずれていた。

　黒馬を森の入口に待たせ、三人は徒歩で森の中を進む。

「辛しん気き臭くさい森だね。鳥とか、あんましいないし……」

　あたりを見み渡わたしたピュティアは、率そつ直ちよくな感想を述べた。

　藪やぶは密みつ生せいして侵しん入にゆう者しやの足を阻はばみ、高いオークの木々の枝は捻ねじくれて複雑に絡からみ合い、木こ漏もれ日びが注そそぎ込むのを拒こばんでいた。

　普ふ通つう、オークの森は、豚ぶたの放はなし飼いに適した明るい森なのだが、ここはそれとはだいぶ趣おもむきを異ことにするようだ。

「この黒森は、狼おおかみさえも足を運ばないと言われているからね。死人地蜂が、この森の支配者なんだ」

　ドーラは微ほほ笑えんだ。

　ずっと厳きびしい表情を崩くずさなかった少女が初めて見せる、優やさしい顔だ。

「じゃあ、何であんたは入ったのさ？」

「……そろそろ近いよ」

　ピュティアの問いにドーラは直接答えず、厳しい顔に戻もどった。

　それから黙だまってしばらく歩いた後、ドーラは足を止めた。

「あそこだ」

「どこ？」

　ピュティアは木の上を見上げた。

「そっちじゃない。死人地蜂は地下に巣すを作るんだ。……ほら」

　ドーラの指さした先には、少し開けた土地があり、その中心に雑ざつ草そうも生はえていない土の小山があった。

　よく見るとその小山の側そく面めんに、ピュティアが両手を広げたぐらいの直径の穴が開いている。

「この穴から出てくるってことは……」

　穴の前に立ったピュティアは、改あらためて死人地蜂の大きさを想像してぞっとする。

「……な、何匹ぐらいいるのかな？」

「怖おじ気けづいたなら帰ってもいいぞ」

　と、リックが片かた眉まゆを上げる。

「ち、違うよ！」

　ピュティアはふくれた。

「……けど、参考までにさ」

「数百は下らないと思う」

　ドーラが答えた。

「す、数百！」

　ピュティアはこの仕事を引き受けたことを後こう悔かいした。

「いちいち大げさな娘むすめだ」

　リックがため息をつき、穴の端はしに足をかける。

「入るぞ」

「もう、やだなあ。……ねえ、ここで火をつけたら、煙けむりで死なないかな？」

　ピュティアにしては、まっとうな提案である。

　だが、これにはドーラが頭かぶりを振る。

「以前、同じことを考えた男がいた。確かに大半は死んだけれど、生き残った地蜂が町を襲おそって四十人以上が死んだ」

「ううっ……」

　やはり、入るしかないらしい。

（リックとドーラを二人だけにするのも心配だし……、ええい、もう！）

　ピュティアは諦あきらめて、リックたちの後に続いた。




　巣す穴あなは垂すい直ちよくに少し伸のびた後、いったん上うわ向むきになり、それから緩ゆるやかな下り坂になっていた。

　雨が流れ込むのを防ぐためだろう。

　道は、断だん面めんが真しん円えん状じようになっているので非常に歩きにくい。巨きよ大だいな蜂が通る穴といっても、リックやドーラが屈かがんでやっと進むことができる高さしかない。

　一いつ行こうは細い支し道どうを確かく認にんしながら、螺ら旋せん状に続く幅の広い本道を慎しん重ちように進んだ。

「光ひかり苔ごけとは準備がいいな」

　ドーラが油で練ねった光苔を短たん剣けんの刃やいばに塗ぬり、それで前方を照らすのを見てリックが言った。

「穴の中は狭せまいから。松たい明まつは使えないよ」

　と、ドーラ。

　確かに、狭い穴で下へ手たに火を使えば、窒ちつ息そくしたり、爆ばく発はつを引き起こす恐おそれさえあるのだ。

「ねえ、何で細い道までいちいち見ていくのさ？」

　遅ち々ちとして進まぬ足取りに、ピュティアはイライラして尋おそねた。

「この狭い道で挟はさみ撃うちにされてはかなわない。自分の背はい後ごに敵を残さぬようにするのが常じよう道どうだ」

　リックが答える。

「……そりゃまあ、そうなんだろうけど」

（このままだと、何日かかるか分かりゃしないよ）

　ピュティアはため息をつく。

「……ねえ、蜂の巣ってさ、白くってグニグニした、幼よう虫ちゆうがたくさん居いるんだよね。……ううっ、考えただけでもイヤ」

「……お前は先ほどの話を、何も聞いていなかったのか？」

　リックの口く調ちように呆あきれた調子がこもる。

「な、何さ？」

　むっとするピュティア。

「死人地蜂はね、動物の身体に卵を植えつけるんだ。だから、ここに幼虫はいないよ」

　そう説明したドーラは、突とつ然ぜん、下腹部に手をやる。

「……つぅ」

　小さな呻うめき声。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　ピュティアがそばに駆け寄り、背中を擦さする。

「まだ、……まだ平気だよ」

　ドーラは笑え顔がおを見せた。




「……ここはいわば、地蜂どもの共同食料倉そう庫こといったところだ」

　ドーラに代わって先頭を歩きながら、リックがピュティアに説明する。

「奴らの餌えさが、ここのどこかに大量に貯ちよ蔵ぞうしてあるはずだ」

「……つまり？」

　ピュティアはリックの顔にほんのわずか、面白がっている表情が浮うかんでいるのに気がついて、嫌いやな予感に捉とらわれた。

　リックがこうした顔つきをした時には、必ず先に揉もめ事ごとが待っているのだ。

「そのうちに分かる」

　リックはさらに不安を煽あおるように言った。




　そのうちに分かる、というリックの言葉をピュティアが実感したのは、それからしばらく進んでからのことだった。

　不ふ思し議ぎなことに、そこまで一匹ぴきも死人地蜂の姿を見かけることはなかった。

　巣の中は、不ぶ気き味みなほどに静まり返っていたのだ。

　だが……。

　突とつ然ぜん、一行は開けた空間に出た。

　光苔を塗ぬった短剣程度の光量では、隅すみまで照らすことはできない。

　かなりの広さである。

　しかし、その短剣の乏とぼしい明かりであたりを見回した時、ピュティアは吐はき気に襲おそわれて口を覆おおった。

「ううっ」

　そこには、樹じゆ液えきか蠟ろうのように見える物質で固められた、無数の死体が転がって、いや、並べられていたのだ。

　死体は人間のものだけではない。狼や、さらに大きな生き物──熊くまや爬は竜りゆう、火ひ蜥蜴とかげ──のものもある。

　穴を通りやすくするために喰くい千ち切ぎったのだろう、その大半はバラバラにされ、頭部は頭部、腕うでは腕、というように整理されている。

　そして、その死体の上やまわりを、数十、数百の巨大な蜂が飛び回り、口から横に大きくはみ出した一いつ対ついの牙きばで、腐くさりかけた肉をついばんでいるのだ。

「こんなの……」

　足をすくませ、震ふるえるピュティアの肩に、リックは手を置いた。

　その手の温かさに、激はげしく打っていたピュティアの心しん臓ぞうは次し第だいに落ち着きを取り戻した。

　ところが……。

「ここを荒あらせば、自分たちの食料を守るためにすべての蜂が集まってくるはずだ」

　リックは言った。

「……そうだね」

　うなずくドーラ。

「ち、ちょっと、何考えてるのさ、あんたたち！」

　当然、ピュティアは異いを唱となえる。

「今、ここにいるだけでも数えきれない数なんだよ！　これ以上集まったら、逃にげることだってできやしないよ！」

「逃げはしない。前まえ金きんを貰もらってしまったからな」

「この害虫を根ね絶だやしにしてくれる約束だよ」

　と、ドーラ。

「で、でもさ！　ほら、あんなにおっきいし、なんか、身体からだに毛が生はえてて気持ち悪いし、脚あしも六本もあるし！　そ、そう、それにお尻しりにふっとい針はりまであるんだよ！」

「それが蜂というものだ。……お前、何を言っているのか自分で分かっているのか？」

「分かっているよ！　ヤバいことにならないうちに逃げようって言ってるんだよ！」

「だから、金を受け取っておいて、今さら何を言う？」

「お、お金は返すよ！……あたし、あたし、虫って苦にが手てなんだよ～っ！」

　とうとう、ピュティアはその場に座すわり込んで手足をジタバタと振り回した。

「お願いだよ～っ！　リック、虫の見えないところに連つれてって～！　お金なんか要いらないから～！」

　ピュティアの口からお金が要らないという言葉が出るのは、前ぜん代だい未み聞もんのこと。

　本当に虫が嫌きらいなのだろう。

「やれやれ……。なぜ、前さきに言わない？」

　冷つめたい目で見るリック。

「だって～っ！」

「……逃げるのはもう間まに合わないな」

　前方を見つめながら、ドーラが冷静な声で言った。

「あんたが騒さわぐんで、地蜂どもが集まってきた」

「……？」

　ピュティアは暴あばれるのを止やめると、耳をそばだてた。

　今まで静かだったこの場所に、低いブーンという音がかすかに響ひびいていた。

　その音は次第に大きくなり、やがて、耳をつんざかんばかりになる。

「リック、なんとかして～っ！」

　両手を耳に当てて怒ど鳴なるピュティア。

「氷ひよう竜りゆうよ！」

　リックはピュティアの身体を地面に押おしつけると、グリードを抜ぬき放はなち、こちらに向かって真まっ直すぐに飛んできた巨大地蜂を一いつ刀とう両りよう断だんした。

　シュウウウウ！

　氷ひよう刃じんから放たれる白い冷れい気きが、あたりを包み込む。

　ゴトリと音を立てて、ピュティアの目の前に転がる地蜂。

　真まっ二ぷたつになったその死体を見ただけで、ピュティアの喉のどに胃液が込み上げてくる。

「リックさん、上！」

　ドーラが叫さけんだ。

「……！」

「うわっ！」

　リックもピュティアも、この時初めて気がついた。

　この空間の天てん井じようが、休きゆう眠みん状態だった死人地蜂にビッシリと覆おおわれていたことに。

（は、は、蜂はち、蜂、蜂、蜂、蜂ぃ～っ！）

　ピュティアは天井を指さして悲ひ鳴めいを上げようとしたが、声にはならなかった。

　ほとんど土の地じ肌はだが見えないくらいにひしめく地蜂の羽根の髑どく髏ろが、無数の悪あく霊りようのように、リックたちをにらみつけている。

　そして今、その巨きよ大だいな地蜂たちのすべてが目を覚さまし、一いつ致ち団だん結けつして侵しん入にゆう者しやを排はい除じよしようとしているのだ。

（……もう、駄だ目め～）

　ピュティアは気を失った。

「ドーラ、伏ふせていろ。絶対に頭を起こすな」

　リックは命じ、外がい套とうを脱ぬいでピュティアの上にかける。

「う、うん」

　ドーラは短剣を地面に突つき立て、リックの視界を照らすと、言われた通りにその場に伏せた。

　それとほぼ同時に……。

　死人地蜂の群むれが、一いつ斉せいにリックに襲おそいかかった。

　敵てき意いを剝むき出しにした地蜂たちは、鋭するどい円えん錐すい形けいの針を黒衣の剣士に向ける。

　その針の一本でも食くらえば、毒によって身体が痺しびれて動きが鈍にぶり、他の蜂からも立て続けに打ち込まれる。

　その後にバラバラにされるのは必ひつ至しだ。

　リックは背はい後ごから攻こう撃げきされないように注意して、左足を軸じくに身体を回しながら一いち撃げきで数匹ずつ払はらい落とす。

　あらゆる方向から襲ってくる地蜂に対し、グリードの銀の刃やいばは螺ら旋せん状じようの波打つような軌き跡せきを描えがいて応じた。

　間合いに飛び込んだ蜂は、確実に仕し留とめられてゆく。

　次々と落ちてゆく死人地蜂。

　ピュティアは気を失っていて幸福だったかも知れない。

　地面に横たわる彼女の上には、まるで雨のように蜂の死し骸がいが降り注そそいでいたのだ。

　だが……。

　いつものように走り回って相手を攪かく乱らんできない不利が、リックにはあった。

　この場から離はなれれば、足元のドーラとピュティアが蜂に狙われるからだ。

　さらに数百匹分の羽は音おとが耳を襲い、感覚を微び妙みように狂くるわせる。

　目がかすみ始め、太た刀ち筋すじがほんのわずかずつだがずれてゆくのを、リック本人も感じ取っていた。

　この段階で、斬きり殺した蜂の数は百数十匹。

　残りはその数倍はいる。

　そして……。

　ブーンッ！

　片羽根をもがれた地蜂が、墜つい落らくしながら巧たくみに方向を変え、左腕うでをかすめた。

　針が折れていなければ、確実に毒を受けているところだ。

「……ちっ！」

　リックはその蜂の頭部に、氷の刃を打ち込む。

　一匹を殺すのに二度剣を振ふるうのは、今回これが初めてである。

　やはり、羽音で感覚が鈍っているのだ。

「……これ以上、虫どもに付き合ってはいられないか」

　リックは意識をグリードと同調させた。

　氷の剣が発する冷気が、勢いきおいを増す。

　ビュンッ！

　まったく無む造ぞう作さに、リックは剣を真ま横よこに払った。

　刃が数匹の蜂を両断するとともに、巻き起こる風がその周囲の蜂たちを凍こおらせる。

　一度に数十匹が、リックの足元に落ちて砕くだけ散った。

　こうなると、数百匹の地蜂も全ぜん滅めつまでは時間の問題である。

　あれほど煩うるさかった羽音も、あっという間まに静かになる。

　リックが剣を濡ぬらした地蜂の体液を拭ぬぐった時、周囲を飛び回る蜂の姿は完全に消えていた。

　しかし、リックは警けい戒かいを解とかなかった。

　あたりから完全に、蜂の気け配はいが消えた訳わけではなかったからだ。

　やがて……。

　暗やみの奥おくから、何かを引きずるような音とともに巨大な生き物が姿を現わした。

「あれは……」

　顔を上げたドーラが息を吞のむ。

　六本の脚あしで醜みにくく膨ふくれ上がった身体をゆっくりと運び、リックたちの前に出てきたのは、まさにこの巣すの主と呼ぶに相応ふさわしい、想像を絶する大きさの蜂だった。

　複眼はひと抱かかえもあり、剛ごう毛もうに覆おおわれた身体は、ほとんどこの空間の天井に達するほどだ。

　もちろん、これだけの巨体を支える羽根はない。退化した羽根は、前脚の付け根の脇わきにその残ざん滓しを留とどめているに過ぎなかった。

　あたりを支配する、鼻び腔こうを刺し激げきするほど強い甘あまい匂においは、この蜂が分ぶん泌ぴつする栄養物の匂いだ。

　巨大蜂は触しよつ覚かくを回転させ、仲間を殺された怒いかりをあらわにする。

　そしていきなり、二本の牙きばの間にある口から、得え体たいの知れぬ液体をリックめがけて飛ばした。

　足元にはピュティアがいるので、逃にげることはできない。

　グリードを一いつ閃せんさせ、旋せん風ぷうで液体をはね飛ばす。

　近くの地蜂の死体の上に落ちたその液体は、ジュウッという音を立てて青い炎ほのおを上げた。

「……酸の類たぐいか？」

　巨大蜂は続けてリックに向けて酸を吐はきかける。

　冷気の風がリックを守るが、リックの方も迂う闊かつに動けないので間合いを詰つめられない。

「少なくとも、明るくはなったな……」

　自分たちの周囲に青い炎の輪ができたのを見て、リックはつぶやく。

「だが、このまま遊んではいられまい」

　意を決したリックは体たい勢せいを低くし、巨大蜂に向かって地面と平行に跳ちよう躍やくした。

「……散ざん花か」

　矢のように飛ぶ身体を捻ひねりながら、リックはグリードを突つき出した。

　ザクッ！

　氷ひよう刃じんは、蜂の身体に深ふか々ぶかと食い込んだ。

　そこを中心に、巨大蜂の身体は霜しもに覆われ、凍りつき始める。

　リックはここでさらに、グリードに力をかけた。

　ピキーンッ！

　死人地蜂は、グリードの先せん端たんから身体の中心に、そしてそこから全身に伝つたわった強い衝しよう撃げきで、細こまかな破は片へんとなって砕くだけ飛ぶ。

　破片は冷気の風に乗り、ひらひらと花びらのように舞まい散った。




「もうっ！　これからは絶ぜっっっ対たい、何が何でも、死んだって、誓ちかって、虫相手の仕事はしないからね！」

　穴から這はい出したピュティアは地じ団だん駄だを踏み、リックに向かって怒ど鳴なった。

　戦いが終わってリックに起こされた時、彼女は蜂の死骸の中に埋うまる格かつ好こうになっていたのだ。

「これからしばらく悪夢を見そうだよ！」

　薄うす暗ぐらい森の木こ漏もれ日びでも、穴の中と比ひ較かくすればかなり明るい。

　リックは外に出るとわずかに目を細めた。

「……本当に、全部、あの蜂を」

　最後に上ってきたドーラはつぶやく。

　その顔に、あまり喜びの色は見られない。

（……まあ、しょうがないか。結けつ局きよく、自分は助からないんだものね）

　少女の様よう子すに、ピュティアは納なつ得とくする。

　しかし……。

「……さて、そろそろ真実を明かしてもらおうか？」

　リックはグリードをドーラに向けた。

「な、なんのこと？」

「とぼけても無む駄だだ」

　リックは少女の頰ほおを左手の指で擦こすり、それを彼女の鼻はな先さきに突つきつけた。

「この匂いが分かるかな？」

「…………」

「おそらく、蜂はち除よけの薬の匂いだ。なぜ、こんなものがあるなら私たちに教えない？」

　リックは続けた。

「お前は誰だれかに頼たのまれて、死人地蜂の巣す穴あなに我われ々われを引き込んだ。そこで我々は蜂に殺され、蜂除けを塗ぬったお前だけが助かる予定だったのだろう？」

「……！」

　ドーラは突然、短剣を抜いてリックに飛びかかった。

　リックは難なんなくこれを避よけ、短剣を叩たたき落とす。

　崩くずれ落ちるドーラ。

「事情を説明しろ」

　リックは肩を震ふるわせる彼女に声をかけた。

「こうしないと……、こうしないと、ぼく、死んじゃうんだよ！」

　ドーラは顔を伏ふせたまま、吐はき捨てるように言った。

「連れん中ちゆう、ぼくに地蜂の卵を植えつけて、言う通りにしないと卵を殺す薬をやらないって」

　ドーラは話した。

　身寄りがないので狙われたのだろう。

　一昨日おとといの夜、彼女は数名の男に家を襲われ、無む理り矢や理り連つれ出された。

　抵てい抗こうする彼女は縛しばり上げられて、この死人地蜂の巣の前に投げ出されたのだ。

　そして、その男たちは地蜂が彼女に卵を植えつけると、リックという名の黒衣の剣士を蜂の巣に誘さそい込むように命じたのだ。

「卵を殺す薬？……それを信じたのか？」

　リックは静かに尋たずねる。

「……信じた？　じゃあ、噓うそなの!?」

「卵を殺せる強い毒なら存在する。だが、それほど強い毒を使えば、お前自身も死ぬぞ」

「……騙だまされたんだ。ははっ。バカみたい」

　ドーラは額ひたいに手を当てて笑った。

　その頰を涙なみだが伝つたう。

「……やっぱり、人を犠ぎ牲せいにして自分が助かろうなんて、そんなこと考えるから罰ばちが当たったんだよね」

「……何だか、かわいそう」

　つぶやくピュティア。

「同情はいらないよ」

　ドーラは頭かぶりを振ふった。

「蔑さけずまれるのには、慣れているからね。あの連中がぼくを使おうと考えたのだって、町の人たちにぼくが好かれていないことを知ってたからだよ。流れ者の娘むすめで、娼しよう婦ふまがいのことさえする盗ぬす人つと。みんな、そう思っているんだ。ぼく、一度だってそんなことしていないのに、余よ所そ者ものの娘ってだけで、町で何かが起こるとみんながぼくを疑うんだ」

　彼女は強く唇くちびるを嚙かむ。

「分かるよ……」

　ピュティアはうなずいた。

「あたしだって同じだもの。何度も何度も、そういう目で見られてきたよ。それだったら、あんたらが考えている通りに振ふる舞まってやろうじゃない、て開き直ったこともあったさ。でもね……」

　柄がらにもないことを言っていると思ったのか、ピュティアは少し、頰を赤くする。

「みんなが、世界中の全員が、そんな目で見てるんじゃないよね？　そうじゃない人たちだって、今までたくさんいたはずだし、これからだっているよ」

（まあ、あたしにそう教えてくれたのは、あいつの灰色の瞳ひとみなんだけどね……）

　ピュティアはそっとリックの横顔を見た。

「……ピュティア？」

　ドーラは顔を上げた。

「それに気がつけば、生きていけるんじゃない？　胸を張ってね」

　と、ピュティアが手を差し伸のべたその時。

「うっ！」

　凄すさまじい激げき痛つうがドーラを襲った。

　苦く悶もんの表情を浮うかべ、全身から汗あせを噴ふき出して身を捩よじり、痙けい攣れんを起こして地をのたうち回る。

　リックはその身体を、腕の中にしっかりと抱だいた。

「……ごめんなさい、ぼく」

「もういい……」

　しばらくそのままでいると、ドーラの身体から緊きん張ちようが解とけた。

　いったん痛いたみが去ったのだろう。

　リックは黒い外がい套とうを敷しき、その上に彼女を横たえる。

「……巣の中の空気が、卵の成長を早めたのだろう」

　彼はつぶやいた。

「……ぼく、もう死ぬのかな？」

　うっすらと目を開けたドーラはリックを見上げる。

「死に水を取る約束だ」

「……そっか」

　ドーラは仰あお向むけになり、目を閉とじた。

「……リックさん。ぼくに止とどめを刺さして。蜂に喰くい殺されるの、イヤだから。このお腹なかにいる、死人地蜂の最後の一匹と一いつ緒しよに」

「それが望みならば……」

　リックはグリードを抜いて、少女の腹部にかざした。

「リック！」

　ピュティアは止めに入る。

「いけない、駄だ目めだよ！」

「……それがこの子の意志だ」

　氷ひよう刃じんが冷気を放はなち、白く輝かがやき始めた。

「さあ、眠ねむれ」

　リックは氷刃を目にも留とまらぬ速さで少女の腹部に突つき立て、血ち糊のりのつく間まもなく引き抜いた。

「……！」

　ピュティアはギュッと目を閉じる。

　だが、しばらくすると……。

「……う、ううん」

　ドーラが身じろぎした。

「……えっ、何、生きてんの？」

「がっかりしたか？」

　ピュティアはブルブルと頭を振る。

　リックはグリードの先端に突き刺さった、凍った白い球体を見せた。

「なに、これ？」

「卵だ、死人地蜂の」

　グリードは一いつ瞬しゆんのうちにドーラの腹を割さき、卵を突き刺して抜き出したのだ。

「き、傷は？」

　ピュティアはドーラの上うわ衣ぎを引き上げて腹部を見た。

「な、ない！……あっ、ちょっとある」

　グリードの鋭するどい刃は、筋肉に沿ってきれいに皮ひ膚ふを切り裂いたので、傷口はすぐに密みつ着ちやくし、血もほとんど出てはいなかった。

「目が覚さめた頃ころには、歩ける程度に回復しているだろう」

　リックは卵を氷刃から引き抜き、地面に捨てて踏み潰つぶした。

　これで本当に、エスタファルの町に脅きよう威いを与えていた死人地蜂は全ぜん滅めつしたことになる。

「さて……」

　リックはグリードを鞘さやに収めると、歩きだした。

「ちょっと、どこに行くのさ？」

　ドーラを放っておいていいものか迷ったが、結局リックの後を追うピュティア。

「ねえったら！」

「この娘の命を玩もてあそんだ連中のところへだ」

　リックは歩調を緩ゆるめずに言った。

「なんでさ？」

「お前が金を貰もらっているからな」

　ピュティアの腰こしの革かわ袋ぶくろに視線を落として、彼は肩をすくめる。

「町を脅おびやかす害虫を根ね絶だやしにする、との契けい約やくだった。……だが、本当の害虫どもは、町にいるようだ」

　これを聞いたピュティアはニッと笑った。

「な～んて言って、このまま町を出ちゃえば、後でドーラの身に何が起こるか分からないから、でしょ？」

「…………」

　リックはそれに答えず、突とつ然ぜん、抜ばつ刀とうした。

「ひいっ！」

　飛び上がるピュティア。

　ズシュッ！

　傍かたわらのオークの大木が、太い幹みきを斜ななめに断たち切られた。

　ミシミシミシッ！

　ズシンッ！

　大木は絡からんだ枝を折りながら、戦いの中で死を迎むかえた巨きよ人じんのようにゆっくりと倒たおれた。

　すると……。

「……ぐっ！」

　呻うめき声とともに、人にん相そうの悪い男が、切り落とされた腕うでの付け根を押おさえ、倒れた木の陰かげから転ころがり出てきた。

「こ、こいつ、いつから？」

　ピュティアは目を丸くする。

「町を出る時から、ずっと私たちをつけてきていた。おそらく首しゆ尾びを盗とう賊ぞく組織に報告するためだろう」

　リックは血の気けを失った男の髪かみをつかみ、その顔を引き起こした。

「……違ちがうか？」

　男は声も出せず、何度もうなずく。

　やはり、黒くろ幕まくは盗賊組織だったのだ。

「帰って頭とう目もくに伝えろ。貴き様さまのその腕が、私からの宣せん戦せん布ふ告こくだと」

「ひ、ひぃ～っ！」

　リックに突き放された男は、脱だつ兎とのごとく、逃にげ去った。

「……さて、ピュティア、黒馬を引いてこい」

　リックは振り返って相あい棒ぼうの少女に告げると、不ふ敵てきに微ほほ笑えんだ。

「盗賊退たい治じも、退たい屈くつしのぎには悪くない」







夜想曲ノクターン───秘密ないしよ










　リックは、グリードを鞘さや走ばしらせた。

　ヤズミナが鮮せん血けつを裂さかれた喉のどから噴ふき上げて大だい理り石せきの床ゆかに倒れた瞬しゆん間かん、氷ひよう刃じんはヤイルの首を高たか々だかと飛ばしていた。

　ここはヤーバシアの王城、王座の間ま。

　王座を狙ねらい、フレオリックの毒どく殺さつを目もく論ろんだ王弟ヤイルと王おう妃ひヤズミナの最さい期ごは、実に呆あつ気けのないものだった。

「ヤズミナ！」

　立ちつくしたまま小こ刻きざみに痙けい攣れんする弟の首のない身体からだを突つき飛ばし、リックは妻つまを抱だき上げた。

　ヤズミナの黄おう金ごんの瞳ひとみからは、ゆっくりと生命の色が消えてゆくところだった。

　不義の妃きさきは、リックの姿すがたを認めると何な故ぜか微ほほ笑えみ、目を閉とじた。

「……その女を……殺したのは…………お……お前だ」

　擦かすれるような声。

　リックは妻を抱いたまま振ふり返る。

　声の主ぬしはヤイルの首。

　柱の陰かげに落ちた生なま首くびは、カッと目を見開いてリックをにらみつけ、最後の声を絞しぼりだしていた。

「永えい劫ごうに……罪つみと……憎にくしみを……背負え……忌いまわしい……我わが兄……よ」

「……ああ」

　リックはその首をつかみ上げると、王座に叩たたきつけた。

「貴き様さまの遺ゆい言ごん、確しかと胸に刻んだ！」

　ヤイルの首はだらしなく舌したを出すと、どす黒い血をゴボッと吐はいて動かなくなった。

　そして、暗転……。




　ダダダダダダッ！

　軍馬の蹄ひづめの音と嘶いななき、剣と楯たてが打ち合わされる金きん属ぞく音おんと矢や羽ばねが風を切る音が、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって荒こう野やの乾かわいた空気を震ふるわせていた。

　戦場である。

　リックは今、ヤーバシアの陣じん営えいからザモーラの敵てき陣じんに向かって黒馬を疾しつ駆くさせていた。

　ヒュウッ！

　耳元を、長ちよう弓きゆう兵へいが放はなった矢がかすめる。

　ギュンッ！

　リックはグリードを抜き放った。

　白い冷気が銀の刃やいばを包み込む。

　リックの目標はただひとり。

　灰色の巨大な馬にまたがって戦場全体を睥へい睨げいする巨きよ人じん。

　ザモーラ太たい主しゆアルゲニブだ。

「……来るか、フレオリック」

　重じゆう装そう備びの兵士たちの中でひとり、革かわ鎧よろいで胸の部分を覆おおっただけの太主は、ヤーバシアの王子が自分に向かって直進してくるのを認めると、槍やり持もちの手から騎き槍そうを受け取った。

　黒馬が、方形楯ホプライトを並べて太主を守ろうとする重装歩兵を蹴け散ちらしてアルゲニブに肉にく迫はくする。

「アルゲニブ！　兵を退ひけ！　無む駄だな戦いはこれでおしまいだ！」

　血けつ気き盛さかんな王子は、氷の剣の切きっ先さきをピタリと太主に向けて言った。

「果はたしてそうか？」

　太主は騎槍をビュンと回転させると微笑む。

「……敵は正面の男だけではないことを、おぬしは思い出すべきだったな」

「……！」

　鋭するどい痛みがリックの脇わき腹ばらを襲おそった。

　歯を食いしばりながら振り返ると、黒い兜かぶとで顔を覆おおった大おお柄がらな戦士が、リックの右の脇を幅はば広びろの剣で深ふか々ぶかとえぐっていた。

「兄あに上うえ、油ゆ断だんですぞ」

　戦士は兜の面めん頰ぽうを上げる。その奥おくで歪ゆがんだ笑い顔を見せていたのは、弟のヤイルだった。

　リックは傷口からドクドクと血を噴ふき出させながら、黒馬の鞍くらから滑すべり落ちた。

　仰あお向むけに大地に横たわった彼の横に、別の人ひと影かげが立つ。

「名めい誉よの戦死だな。……よいよい、これで世よ継つぎはヤイルと決まった」

　父王だった。

　弟王子を偏へん愛あいしていた父は、力の抜けゆくリックの肩かたを蹴けった。

「これは現実か……？」

　リックは頭をもたげて父を見上げようとする。

　だが、そこに顔を出したのは、バールベクの〝将軍〟リーガスだった。

「……リ、リーガス？」

「とうとう貴き様さまも我われら幽ゆう鬼きの仲間入りか」

　彼は言った。

　いつの間にか、リックは自分が倒たおした、いや、これから倒すことになる男たちに囲まれていた。

「もとから死人さ、この男は」

　ユガの復ふく讐しゆう鬼きヴェリカンが現われ、リックの右手からグリードを奪うばって胸に突つき立てた。

「憎しみと絶望。裏うら切ぎりと怒いかり。血と死。それが我らのような存在を形作る」

　妖よう剣けんアクーザルの化け身しん、タレントゥムのウスクが笑う。

「妻に憎まれ、父に憎まれ、弟に憎まれ、貴様は誰だれからも愛されたことがなかった。そして、これからも……」

　アゼラの野や心しん家かトルカーは、リックの髪かみをつかんで顔を引き起し、唾つばを吐はきかけた。

「さあ、我らの側がわに！」

　亡もう者じやの群むれは、一いつ斉せいにリックを覆い包んだ。

　再び暗転……。




　リックは今度は凍いてつく大地にひとり、立っていた。

　あたりには無数の死体。

　みな、ひとりひとり覚えている。

　初めてその手にかけたヤイルから、ザモーラの放はなった刺し客かくたち。

　輪カヴンの長おさアウデヴェラとデア・アブノバの若い魔ま女じよたち。

　ピュティアの親友だった奔ほん放ぽうなアウロラ。

　ロヴァルの友だったクレオン。

　アゼラの宰さい相しよう、気き骨こつの老人ハクモート。

　夢見がちな娘むすめ、ディフォーベの玉ぎよく髄ずいと化かした姿もある。

　亡なき骸がらはみな、何な故ぜ自分が死ななくてはならなかったのか、と問いかけ、責めるような目でリックを凝ぎよう視ししたまま凍こおりついていた。

　そして、すべてを殺し尽つくしたリックの手には、やはりグリード。

「常つねに私とともにあるのはお前だけか……」

　皮ひ肉にくな笑えみが、彼の口元に浮かぶ。

　見上げると、空には三つの月。

　銀の月、カエト。

　碧みどりの月、アバル。

　赤の月、アティード。

　今、その三つの天体が、ゆっくりとひとつに重なろうとしていた……。




「どうしたのよ？」

　サイベルは、寝しん台だいからピュティアが起き上がるのを見て、重い目ま蓋ぶたを擦こすった。

「気にしないで」

　ピュティアは起き上がり、毛布を身体からだに巻きつけただけで、宿やどの一室を出た。

　どうやら、リックが取った隣となりの部へ屋やに向かうようだ。

「ちょっと、まだ子供のくせに……やるわね」

　サイベルは深しん紅くの髪かみを搔かきながらつぶやいた。

（まあ、この二人、ずっと一いつ緒しよに旅をしてきたみたいだし、フレオリックはどうだか知らないけれど、ピュティアの方はかなり彼にまいってるものね。男と女の関係になっても仕し方かたないのかも……）

　そう思いつつも、サイベルはピュティアの歳としを考えて顔をしかめる。

　だが……。

「……何、この声？」

　サイベルは横で寝ねているフロランドの鼻をつまんで鼾いびきを止めさせ、耳をすませた。

　隣の部屋から、呻うめき声のようなものがかすかに聞こえてくるのだ。

　ピュティアはまだ隣の部屋に入っていない頃ころ合あいだし、そういう時に発せられる声とは明らかに違ちがっている。まるで戦場に横たわる瀕ひん死しの兵士の口から漏もれるような声だ。

「……まさか、フレオリック!?」

　サイベルは陶とう製せいの短剣をつかむと、ピュティアの後を追った。

　だが……。

　扉とびらをバンッと開いて部屋に飛び込んだサイベルは、安あん堵どするとともに呆あきれ顔になる。

　てっきり刺し客かくの襲しゆう撃げきと思ったのだが、部屋にはリックとピュティア以外、誰だれもいない。

　侵しん入にゆう者しやと争った形けい跡せきもない。

「……何よ、寝ね言ごと～っ!?」

　寝台の上のリックは、全身を硬こう直ちよくさせて、額ひたいから滝たきのように汗あせを流していた。

　悪夢に苛さいなまれているのか、顔面は蒼そう白はく。

　時おりその口から叫さけび声が漏もれる。

「ふざけないでよね、もうっ！」

　憤ふん慨がいしたサイベルは、自分が下着さえまとっていなかったことを忘れて、リックを揺ゆり起こそうとする。

「駄だ目め！」

　ピュティアがその手をつかんだ。

「起こしてゴメン。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

「大丈夫だからって……この人？」

　あまり、大丈夫そうには見えなかった。

　夢で心臓が停とまることもある、とサイベルは昔、聞いたことがあった。

　よくよく見ると、今のリックの苦く悶もんの様よう子すは尋じん常じようのものではない。

「施せ術じゆつ師しを呼んだ方がいいわね」

　本当に死ぬかも知れない、とサイベルは思った。

「……病気じゃないよ、時々あるんだ」

　ピュティアはリックの寝台の上に座すわり、彼の頭を自分の膝ひざに載のせた。

「最近は数が減へったけど、前はほとんど毎日だったよ」

「毎日？」

「……リックはね」

　ピュティアは、黒衣の剣士の黒くろ髪かみをそっと撫なでる。

「全部、背し負よいこんじゃうんだ。ヤズミナさんを亡なくしたことや、人を斬きってきたことだけじゃなくて、関係のない他の人の悲しみや苦しみまで……。自分のせいじゃなかったことや、自分の力じゃどうにもならなかったことまでね。絶対あたしにはそんな顔しないけど、すごく、辛つらいんだと思う。だから、こうして夜、うなされるんだよ。でも……」

「でも？」

「こうして抱き締しめてあげると……悪い夢が去ってくみたいなんだ」

「……本当だわ」

　ピュティアの膝ひざに抱かれたリックの寝ね顔がおから、苦しみの色が消えていた。

　すでに呼吸も落ち着き、安らぎの表情が浮かんでいる。

「あなた、いつもこうして？」

　サイベルは少女に尋たずねた。

　ピュティアはリックの頰ほおに手を当てたまま、幸福そうな笑え顔がおでうなずく。

「一度、困って抱き締めたら、急に静かな寝ね息いきになったから……。それからはいつもこんな感じかな？　明け方近くなってから寝ね床どこに戻もどるんだよ」

「あなたねえ、それじゃ自分がもたないでしょ？」

「平気さ、まだ若いもん！」

　ピュティアは胸を張る。

「……それ、喧けん嘩か売ってるの？」

　サイベルは苦笑しかけて止やめた。

「本当に倒れるわよ、心配かけないで」

「ゴメンね。……でも、いいんだ。リックが気持ち良く休めるんだったら」

　その微ほほ笑えむ横顔に、サイベルは女神を見たような感覚に捉とらわれた。

「……フレオリックは知ってるの、このこと？」

　ピュティアは頭かぶりを振ふる。

「お願いだから、言わないでね。リック、絶ぜっっっっっ対たいに怒おこるから」

「怒らないと思うけど……」

　肩かたをすくめるサイベル、

「安心しなさい、秘ひ密みつにしておくわ」

「……サイベル、あんた、やっぱりいい人だね」

「あら、誰がタダでと言ったかしら？」

　サイベルはウインクした。

「高くつくことを覚かく悟ごしなさい」

「もう！　あんたって！」

　二人は顔を見合わせて笑う。

「……じゃあ、なるべく早く戻りなさい。今日きようだけは寝ね坊ぼうさせてあげるわ」

　サイベルはそう告つげると部屋を出た。

　残ったピュティアは、リックの顔を飽あきることなく見つめながら、小声でうろ覚えの子こ守もり歌うたを口ずさむ。

　顔さえ記憶に朧おぼろ気げな、娼しよう婦ふだった母の唄うたっていた歌だった。

「リック……大好きだよ」

　ピュティアはそっと剣士の額に唇くちびるを当てた。




　リックは夢を見ていた。

　それは、ひとりの少女との、最初の出会いの夢だった。







　あとがき







　やれやれ、ようやく涼すずしくなったし、これで仕事がはかどるぞ……。




　と、思っていたらドリーム・キャスト版の『サカつく』が出たもんで、結けつ局きよく、暑苦しかった夏よりペースが落ちてしまった。

　うう、眠い……。

　一日平均五、六時間やったからなあ。（ゲーム内ではすでに十年が経けい過か。ちなみに『サカつく』とは、『Ｊリーグ　プロサッカークラブをつくろう』。Ｊリーグのクラブチームの経けい営えい者しやになって、経営的にも実力においても日本一、いや世界一のチームに育て上げるゲーム）

　自分でも呆あきれるけど、最近忙いそがしくてほとんどゲームやっていなかった（訂てい正せい。少しはやった）から、その反はん動どうだよね、多た分ぶん……。

　と、言いつつ、今夜十数杯目のコーヒーを入れて（身体からだに悪いよなあ……でも、他には煙草たばこもお酒もやらないからいいか。それに薄いし……）頭を覚かく醒せい。

　さて……。

　コンティニューっと。

　ウィーン！（ドリキャスの起き動どうする音）




　……噓です。

　遊んでないで本題に移うつろうっと。




　今回は短たん篇ぺん集しゆうです。

　それもフレオリックばっかり。（最初の〝飛翔たびだち〟を除いてね）

　普ふ通つう、短篇集っていうと雑誌連れん載さいに加えて一、二本が書き下ろし、ていうのが常じよう道どうだと思うんだけど、これ、半分以上が新作書き下ろし。

　長編一本書く方が楽だったかも……。

　だけど、雑誌向きじゃない毛色の変わった作品も書けるから、書き下ろしって嫌きらいじゃないな。

　で、今回の短篇を時間に沿そって並ならべてみると、実は……。




〝小夜曲セレナーデ──邂逅さだめ〟　（リックの少年時代）




〝前奏曲ブレリユード──飛翔たびだち〟　（『異い端たんの魔ま道どう士しセイル』の頃）




〝迅じん雷らい〟　（『氷刃のフレオリック』の一週間後）




〝斬ざん月げつ〟　（さらに半月ほど後）




〝飛ひ燕えん〟　（〝斬月〟の二日後）




〝氷ひよう竜りゆう〟　（『暗あん殺さつ者しやフレオリック』の半月ちょっと前）




〝霜そう星せい〟　（『放ほう浪ろう者しやフレオリック』の数日前）




〝風ふう斬ざん〟　（『放浪者フレオリック』から一か月半）




〝散ざん花か〟　（『迷めい宮きゆうのフレオリック』の一か月前）




〝夜想曲ノクターン──秘密ないしよ〟　（『紅の貴き婦ふ人じんサイベル』の後。最終章直前）




　という順番になるんですね。

　どうしてその順番に並べなかったかというと……。




　趣しゆ味みだから。




というのもあるけど、まあ、作品の雰ふん囲い気きのアクセントの問題。

　で、全体的にはかなりまとまった感じになったのではないかと……。（書き下ろしが多いとこんな風に構こう成せいで遊べる強みが。でも、こんな好き勝手やらせてくれるＭさんやＳさんには本当に感かん謝しや。特にＳさんには随ずい分ぶんと迷めい惑わくを……。小夜曲とか夜想曲とか、短篇の副ふく題だいに頭をひねってくれたのはみんなＳさん。作者はまぜっ返すだけ）




　さて、次はとうとう月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん、最終章です。

　といっても、上下巻になるんですが。

　リックもピュティアもダル・ハーも、シャインデルもセイルも、サイベルもアマラも、その他大おお勢ぜいの脇わき役やくも当とう然ぜん総そう登とう場じよう。

　作者も気合いを入れて頑がん張ばるので、どうか最後まで付き合ってね。

　それでは、また来年早々お会いしましょう。




　付ふ記き

　今回の使用ＢＧＭは、リック・ウェイクマン『ザ・マスターズ』（元イエスの巨きよ匠しようのベスト・アルバム。といっても、今どきの人はイエスなんて知らないか）、ＳＵＲＦＡＣＥの『Ｐｈａｓｅ』（結構情けないところが好き。最近のＪポップやロックは大げさな言葉を並べるのが多くって……）、そして毎度お馴な染じみ、笠かさ原はら弘ひろ子こさんの『ａｒｉａ』でした。
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